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			学園のアイドルである美み城しろ彩あやを、思いどおりに犯すことが出来たなら、どんなに良いだろうか。

			叶いもしない願いを胸に抱きながら、松まつ永なが剛ごう斗とは毎日のように夜の空き地にやってきては、双眼鏡を使って彩の部屋を覗いていた。

			彩の姿を盗み見ながら、淫らな妄想に耽るのが彼の日常であった。

			学校では同じクラスであるが、ほとんど話すことはない。

			誰にでも優しい彩は影の薄い剛斗に対しても普通に接してくれるが、ただそれだけのことだ。

			学園一の高嶺の花には、決して手が届くことはない。

			それがわかっているからこそ、剛斗は、ひとり夜の闇に溶け込んで双眼鏡で彩の姿を覗くことしかできなかった。

			そんな彼に、ある日、転機が訪れた。

			いつものように彩の部屋を覗き込んでいると、ふと、視界の隅に、ぼんやりとした人影のようなものが見えたのだ。

			見回りかと思って慌てて振り向くと、そこにはコートを着た不気味な老人が立っていた。

			無言で佇み、じっとこちらを見つめている。

			その姿に、異様な恐怖を覚えた。

			喉がカラカラに乾き、まるで金縛りにあったかのように、動くことができない。

			老人は、無表情のまま剛斗のことを見つめていたが、やがて、ゆっくりと口を開いた。

			『……このカメラ……『ビホルド』を使って、心の底から〝手に入れたい〟と欲する人物の写真を写せば……その人物の心を、意のままに操ることができる……』
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			暗闇に溶けてゆく声。地の底から聞こえてくるような不気味な言葉を聞いているだけで、剛斗の背筋に冷たい汗がツツーッと、流れてゆく。

			老人が近づいてきて、剛斗の手にその『ビホルド』を手渡した──そう認識したときには、その老人の姿は眼前から完全に霧消していたのだった。

			


			


			急いで家に戻った剛斗は、手にしたカメラを改めて確認してみた。

			黒を基調としたデザインの何の変哲もないカメラだが、レンズの部分が蛇の目のような妖しい光を放っている。

			試しに、窓際に立って、遠く離れた彩の家の方をカメラ越しに覗いてみた。

			「えっ!?　まじかよ……！」

			すると、画面には驚くほど鮮明に、着替え中の彩の姿が映っていた。
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			可愛らしい顔、抜群のプロポーション、いつも双眼鏡で覗いていたときと同じく、清楚さを際立たせている白いブラジャーとショーツを着けている。

			剛斗は、夢中でシャッターを切った。

			いつもは人目につかないようにコソコソと外で覗き見していたというのに、今はこうして自室から彩の姿を撮ることができるのだ。

			こんなに楽しいことはない。

			写されている本人である彩は、そんなことに全く気がつかない様子でパジャマに着替え終わった。まだ十時を過ぎたばかりだが、もう寝てしまうのだろう。

			名残惜しい気持ちで、自分の机の前に戻ると、そこには先ほどまでは無かった説明書のようなものが置いてあった。

			手に取って見てみると、『ビホルド取扱説明書』と書かれている。

			「……説明書？」

			ページを捲って内容を見てみると、『撮影方法』『操心方法』『衆目への対処』『命令と暗示の鉄則』の四章から構成されていることがわかった。

			「……画像をプリントアウトした写真に触れることで、その人物の心を読んだり、操ることができる？」

			口に出して読んでみたものの、にわかには信じがたい。

			しかし、先ほどの異様な雰囲気の老人といい、カメラの異常な性能といい、今夜起こっていることが尋常でないことは確かだ。

			「物は試しだ。やってみるか……」

			プリンターの電源を入れて、カメラに繋いでみる。そして、画像を選択してプリントアウトしてみる。

			「……どうだ？」

			プリンターから出てきた下着姿の彩の写真を手にしてみる。すると──、

			『……さて、忘れそうになっていた宿題も終わったし、そろそろ寝ないと……。明日も、水泳部の練習が大変そうだから夜更かししてられないし、ベストコンディションで頑張らないと……』

			信じられないことに、彩の考えていることが手に取るようにわかった。

			『そうだ、次の競泳の地区予選は、海外出張から帰って来るお父さんも見学してくれるんだっけ。今回は入賞していいとこ見せて、いっしょにお祝いパーティできるといいんだけどなぁ……』

			確かに、彩の父親はエリート商社マンで頻繁に海外出張をしているらしい。

			いつも休み時間に自分の席で突っ伏して寝たフリをしている剛斗だったが、聞き耳はしっかりと立てている。

			他にも、母親が数年前に他界したことや、最近は一人暮らしにも慣れてきて料理も上達したということも知っていた。

			剛斗は、写真に指を乗せて、更に彩の思考を読み取ろうとしてみた。

			学校生活のこと、授業のこと、クラスメイトのこと──その中には、彩の斜め後ろの席に座っている剛斗に関する思考は、一切、感じ取れない。

			「まぁ、そうだろうな……」

			当然といえば、当然のことだ。剛斗はクラスで目立つ存在ではないし、彩と頻繁に話すわけでもない。

			「次の章は、操心方法か……」

			ページをめくる手ももどかしく、魔導書めいた取扱説明書を読んでゆく。

			今まで読んだどんな本よりもこの説明書は面白く感じられた。

			あの学園のアイドル結城彩を自分の思い通りに操るための手段が書いてあるのだから、当然だろう。

			「ふむ……、基本は、写真を手にしながら、念じることなんだな」

			そのまま夜通し、憑かれたように説明書を何度も何度も読み返すのだった。
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			登校前。剛斗は制服に着替えると、ポケットに彩の写真を忍ばせた。説明書の内容はすっかり頭に入っている。あとは、実際に彩に試してみるだけだ。

			駅に着くと、彩の姿を目だけで探す。

			いつもこの時間の電車に乗ることは、すでにリサーチ済みなのだ。……いた。無数の人でごった返すプラットホームでも彩の美貌は目立つ。

			胸の鼓動が高まるのを感じながら、剛斗は隣の列に並んだ。

			やがて、電車が入線してきた。

			乗降者数の多い駅なので、それなりに人が降りる。なので、剛斗も彩も席に座ることができた。

			剛斗は座席に腰掛けながら、視界の隅にしっかりと彩の姿を捉えた。

			電車が動き出してしばらくすると、彩はカバンから文庫本を取り出して読み始めた。

			友達と話しているときの彩の表情もいいが、こうして本を読んでいるときの知的な顔もまた、そそるものがある。

			学園のアイドルは、何をさせても絵になるのだ。

			クラスメイトの誰もがオカズにしたことがあるような美少女を、自分の思い通りに操る──本当にそんなことができるのだろうか。

			ポケットの中の、写真を握る手が汗ばむ。

			気を落ち着けつつ、彩の姿をしっかりと網膜に焼き付けて、念を込める。

			（……両足を広げろ。そして、スカートを持ち上げて、俺に見せろ──）

			ドクン……！

			空間が脈打つような、異様な感覚。

			それとともに、写真を通して、現在、彩が感じている戸惑いが伝わってくる。

			『な、なに……？　え……あっ！』

			放心したかのように目を見開いた彩は、ぎこちない動きで鞄に本をしまった。そして、不自然な動きで脚を徐々に広げてゆく。

			『か、身体が……勝手に……な、なに……これ？』

			力に抗って、脚を閉じようとする彩だが、意思に反して、身体は徐々にコントロールされていってしまう。

			人目も憚らず脚を広げた彩を、隣の席の男性サラリーマンが怪訝そうな表情で見た。

			まさかこれから、このとびっきりの美少女が痴態を晒すとは思いもしないのだろう。

			力を行使する初めての感覚に興奮を覚えながら、剛斗は更に強く念じた。

			（ほら、スカートを持ち上げて、俺にしっかりと見せるんだ──）

			彩の手は、まるで自らが望んでしているかのように、スカートをつまんで持ち上げていた。

			『あぁ……いや、なにこれ……』

			愕然とする彩の心理が、手にとるようにわかる。

			混み合っている車内だけあって、スカートを持ち上げて見せ付けている彩に、すぐに乗客の視線が集まった。隣のサラリーマンも呆気にとられたような表情で見ている。

			『ダメっ……これじゃ、ショーツが見えちゃうっ……あああっ……』

			恥ずかしくて泣きそうになりながらも、心の中で必死に自由を取り戻そうともがく。

			それでも手足は完全に剛斗の思い通りに操られ、今や完全に、乗客、そして斜向かいの剛斗に向かってスカートを見せつけていた。

			（……すごいな。まさかこんなに簡単に操ることができるなんて）

			人生、いつどこで転機が訪れるかわからない。

			昨日までは、こうして彩のことを自由に操れるようになる日が来るだなんて、想像だにしなかった。

			（……よし、次は、指をショーツに添わせて、擦るんだ）

			強く念じると、彩の指はオナニーをするように、ゆっくりとショーツの上を擦り上げた。
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			日常の中に突如現れた非日常に、乗客の目が釘付けになる。剛斗も、しっかりとその様子を観察しながら、にやりと笑った。

			そのとき、彷徨わせていた彩の視線が、ふと剛斗と合った。

			『え？　ご、剛斗くん……？　いや、見ちゃダメ……ああ、乗客の人も……ダメぇ……み、見ないでっ……！』

			クラスメイトである剛斗に目撃されたことに気が付いて、彩の身体が、かあぁっと熱くなるのがわかった。

			こうして思い通りに操りながらも、反応が分かるというのは実に素晴らしい。

			しかし、いつまでもこのままというわけにはいかない。

			乗客の視線が、すっかり彩に集まってしまっている。中にはズボンを膨らませている不埒な輩もいる。

			（少々、目立ちすぎたかな。『衆目への対処』をしないと……）

			昨夜読んだ説明書の内容を思いだしながら、次の手を行使する。

			（よし……。今、見た事は心に留めて、誰にも伝えるな。そうすれば、いずれまた、この女のもっと淫らな姿を見ることができる──）

			ドクン……。脈打つような感覚とともに、場が一瞬、静止した。

			（……そして、美城彩。今のことは、絶対に友人や教師に言ってはならない。間違っても、自分で自分を傷つけるようなこともしてはいけない……）

			彩の心に強く暗示を掛け終えたところで、次の駅へ間もなく到着する旨のアナウンスが流れた。

			何事もなかったように、乗客は朝の気だるげな表情に戻る。

			慌ててスカートを戻した彩は、ドアが開くと、電車から逃げ出すように降りていった。

			（やれやれ、耳まで真っ赤じゃないか……よっぽど恥ずかしかったんだな）

			一時的に逃げだそうとも、剛斗も彩も同じ学校、そして同じクラスメイトなのだ。逃げ場などないに等しい。

			剛斗も電車から降りて、駅のホームに立った。先ほどのことなど何もなかったかのように、乗客は落ち着いたものだった。

			（フフ、どうやら、あのじいさんに感謝しないといけないみたいだな……）

			彩を思い通りに操られるだけでなく、こうして見ていたギャラリーにも『他言無用の暗示』をかけられる。

			つまり、この力を使えば、教室だろうと街中だろうと、彩の痴態を公然に晒すことが可能なわけだ。

			（ククク……これから楽しくなりそうだ……）

			今までの退屈な学園生活が、これからは充実しそうだ。

			学園のヒロインである美城彩を、自分の思い通りの雌奴隷に変える。

			それこそが、彩を初めて見たときから、剛斗が思い描いていた夢なのだ。

			


			


			剛斗が教室に着くと、彩は席に座って俯いていた。見るからに、元気がないのがわかる。　それを心配しているようで、友人が声を掛けているが、大丈夫、ちょっと調子悪くて……、と言って、心配をかけまいと健気に振舞っている。

			暗示の力で告げ口をすることはできないのだが、もし話せたとしても、電車に乗っていたら不思議な力に操られて、ショーツを見せつけるように強要された、だなんて、誰も信じてはくれないだろう。

			その前に、優等生である彩が、そんなはしたないことをしただなんて、友人に言えるはずがない。

			やがて、教師が教室に入ってきて、朝のホームルームが始まった。

			剛斗は教師の話を聞き流しながら、ポケットの中の写真を握って、彩の心理を探ってみた。

			『どうしてこんなことになってしまったの？　……あのとき、電車の中で、剛斗くんがいたけど、もしかすると、剛斗くんには、不思議な力があるの？』

			彩の考えていることが、手に取るようにわかる。

			（ご名答……と言いたいところだけど、違うよ、彩。正確には、あのカメラ……ビホルドの力だ）

			葛藤する彩の心を十分に楽しみながら、ホームルームに続き、一時間目の授業が終わりを告げた。

			休み時間になると、彩は小走りに教室を出て行った。

			（屋上で、気晴らしか）

			心が読めると実に便利なもので、彩が向かおうとしている先も、その目的もわかってしまう。

			剛斗も何食わぬ顔で教室を出て、屋上へ向かった。

			思った通り、彩は今にも泣き出しそうな表情で遠くを眺めていた。突然の異常な状況に途方に暮れてしまっているのだろう。

			「よお、美城」

			「えっ!?」

			剛斗が声を掛けると、彩は明らかに怯えた表情で、こちらに振り向いた。

			そこですかさず写真を握って、念を込める。

			『あ……ま、また……なの……い、いや……いやぁ』

			心でいくら拒絶しても、現実の彩の身体は完全に剛斗の支配下に置かれてしまっている。

			彩は自らの手で制服をたくしあげ、ぎこちない手つきでブラジャーを外して、ショーツを下ろし始めた。

			「や、やだ……は、恥ずかしい……見ないで……見ちゃダメ……」

			果実のようにたわわな乳房も、一番恥ずかしい秘所も、クラスメイトである剛斗に晒してしまった。ふたりきりのストリップショーといったところだ。

			「恥ずかしがることはないぜ、美城。もっと、恥ずかしいことを、これからしてもらうんだからな……」
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			『えっ、どういう意味……？』

			彩が考えようとしたところで、剛斗は写真を握り締めて、強烈な暗示をかけた。

			（さあ、俺の前で放尿するんだ──！）

			ビクンと彩の身体が、脈打つように震えた。

			「あぁ……ううん……はぁあっ……」

			途端に、切なげに吐息をつき、端正な顔を歪ませる。その表情を見ているだけでゾクゾクしてきてしまうほどだ。

			手に握った写真から、彩の感じてしまっている身体の火照り、風に撫でられる乳首と秘所の疼きが如実に伝わってくる。

			そして、急激に込み上げてくる生理現象も──。

			『いや……いやぁ……私の身体ほんとうにどうなっちゃったの……さ、さっきまで……全然……おしっこなんてしたくなかったのに……』

			突然込み上げてきた尿意に、彩は更に身体を熱くさせた。

			一刻も早くトイレに行きたい。

			けれど、両脚は意思とは正反対に開いてゆき、剛斗に見せつけるような格好になってしまった。

			「い、いや……は、恥ずかしい…………み、見ないで……！」

			離れていても分かるぐらいに、彩の顔は赤くなっている。その反応に満足しながら、剛斗は暗示を一気に強めた。

			「ほら、彩……出してごらん？」

			「う……はぁぁっ！」

			目をきつく閉じて、放尿しそうになる衝動に耐える彩。

			「ほら、我慢すると、身体に悪いよ？」

			写真を握り締めながら、さらに彩の心に迫る。

			すると、彩は腰をぷるぷると震わせながら、はしたなく腰を突き出していった。

			『いや……ダメ……こんなところで……おしっこ……ダメェ……！』

			心でいくら叫んでも、もう尿意は決壊寸前のところまで来ている。

			「んんぁ……ああんっ」

			出してしまえば、楽になる。

			でも、こんなところで女の子が立ちションをするだなんて、とても受け入れられるものではない。

			その心が、頑強に暗示を拒んでいた。今までで一番の抵抗だ。

			そこで、剛斗は一計を案じることにした。

			「……早くしないと、他に誰か来ちゃうかもしれないよ？」

			「えっ!?」

			そうなのだ。ここは全校生徒に開放されている屋上。他の生徒が気分転換に来ることは十分にあり得る。

			仲の良い友達にこんなところを見られてしまったら、どうなるだろう？

			きっと、いや……間違いなく軽蔑されてしまうだろう。

			「……ほら、早く俺に、彩がおしっこするところを見せてよ」

			彩の思考を把握しながら、剛斗は更に先を促した。

			「はぁあ……ハアッ……ああ……んぅっ……んんっ……！」

			『もう、だめぇっ……！』

			頭が真っ白になりそうな快楽とともに、腰がふわっと軽くなる。

			次の瞬間、彩は派手におしっこをしてしまっていた。

			しゃあああ……という勢いよく尿道から排出される恥ずかしい音。濡れて重くなるショーツ。飛沫のかかった太もも。

			そのどれもが、放尿の事実を彩に突きつけていた。

			それでも、ガクガクと両脚を震わせながら、彩は恍惚とした表情を浮かべてしまっていた。隠しようのないほどに、放尿で感じてしまっているのだ。

			剛斗は写真から伝わってくる彩の感じている悦楽と、目の前の痴態をじっくりと観察しながら、今までにない満足を覚えていた。
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			学園のアイドル優等生も、こうして放尿もすれば、感じもするのだ。

			今まで誰も見なかったもの、誰もが想像しなかったものを、こうして眼前に見ることができた。

			それだけで今までにない優越感を感じてしまう。

			「美城さんは学園のアイドルで優等生なのになぁ……。本当に学園の屋上で放尿しちゃうんだから、恥ずかしいことこの上ないよ」

			わざとらしく追い討ちをかけると、正気に戻った彩は両手で顔を覆って、嗚咽を漏らし始めた。

			「……ひ、ひどい……こんなところで……見られながら……おもらししちゃうなんて……もう、私、恥ずかしくて……死にたい……ひぐっ……ひぐっ……」

			「そんなに悲観的にならなくていいよ。すぐに、慣れるからさ……。それに、気持ちよかったんだろ？　放尿しながら、すごい感じてたじゃないか？」

			「そ、そんな……ち、違う……感じていたわけじゃ……」

			そこで、休み時間の終わりを告げるチャイムが鳴った。

			「それじゃ、俺は先に戻ってるから」

			わざと彩を置いて、先に教室に帰ることにする。

			まだ調教は始まったばかりだ。これからじっくりと彩を自分の思い通りに変えてゆけばいい。

			たとえ離れていても、心はいつでも分かるのだから。

			


			


			昼休み。彩は学園の傍にある人気のない公園に来ていた。

			もしクラスメイトの前で操られてしまったらと思うと、教室にはいられなかったのだ。

			それに、先ほどのお漏らしでダメになってしまったショーツの替えを買わねばならないという現実的な事情もあった。

			コンビニでショーツを買い、公園のトイレで着替えると、ベンチに座って、途方に暮れてしまった。

			電車の中でのこと、屋上でのこと、考えれば考えるほど、非現実的なことだ。

			こんなことが、まさか自分の身に起こるだなんて、今まで思いもしなかった。

			姿は見えないものの、今もどこかで剛斗に監視されているような気がする。

			不思議な力によって自分が自分でなくなってしまう──そんな恐怖と、またエッチなことをされるかもしれないという羞恥に、彩は苛まれていた。

			しかし、悩んでいるときほど、時間の経過は早いものだ。

			学園のほうから、無情にもチャイムが鳴る音が聴こえてくる。

			「行かなきゃ……」

			なんとか気持ちを奮い起こして、学園へと足を向ける。

			昇降口で上履きに履き替えて、重い足取りで廊下を進んでゆく。

			でも、授業が始まってしまえば、剛斗も迂闊には手を出せないかもしれない。そんな淡い期待が、今の彩には慰めになった。

			「遅刻だぞ、彩」

			「っ!?　……ご、剛斗くん？」

			階段を昇ろうとした彩は、その寸前で呼び止められた。彩の動きは、当然、剛斗に筒抜けだったのだ。

			教室を抜け出して、待ち伏せすることなんてたやすいことだった。暗示の力で教師の口を封じることもできるのだから。

			「フフ……遅刻は校則違反だ。罰として、男子トイレでオナニーをするんだ」

			「えっ？　そ、そんな……」

			校則違反でオナニーをしなきゃいけないだなんて、どう考えてもおかしい。

			しかし、そんな理性は、いとも簡単にビホルドの力の前にねじ伏せられてしまう。

			喉が締め付けられるように苦しくなって、否定の言葉を口にすることができなくなってしまった。のみならず、身体が再び、急激に火照ってきてしまう。

			「ほら、ついて来な。ちょっと試してみたいことがあるんだ」

			「はぁ……はぁ……」

			彩は熱病に魘うなされるかのように、意識を朦朧とさせながら、剛斗のあとに従った。

			ようやく意識がはっきりしたときには、トイレの個室で右脚を吊り上げられた格好で縛り上げられ、両手首も縄で拘束されて、天井へ引っ張り上げられていた。

			それだけではない。剛斗の人差し指に股間を押しつけ、自ら腰を動かしてショーツ越しにクリトリスを刺激していたのだ。

			『……い、いやっ！　な、なんでこんなことしてるの…!?』

			自分から腰を動かして、一番恥ずかしいところをクラスメイトの指に擦らせている状況に愕然としてしまう。

			もしこの状況を他人に見られたら、彩が自ら腰を振って快感を味わっているようにしか見えないだろう。

			「フフ、まったく……彩はいやらしいなぁ。縛ってあげただけで、こんなにココを濡らしちゃうんだから」

			そう言いながら、ショーツ越しにぷっくりと膨らんだ肉芽を、指先で弾く。

			「あ、ぅン！」

			まるで電気でも流されたかのように、ビクビクと身体を痙攣させる。縄に縛られた肢体がギシギシと揺れて、露になった乳首を固くさせた。

			『あ……ン……か、感じちゃう……ああぅ……あぅんっ！』

			腰を小刻みに動かしながら、ショーツに更にエッチなシミを作ってゆく。

			男子トイレという異様な状況、初めて縛られた興奮、そして、クリトリスを刺激する甘美すぎる悦楽──もう、彩の心から理性は飛びそうになっていた。

			「ほら、彩のココからエッチな愛液の匂いがしているよ。買ったばかりのショーツがまたダメになっちゃったね？」

			『あ、ああ……やっぱり、剛斗くんには、全部、分かっちゃってるんだ……』

			コンビニに行ったことも、ショーツを買ったことも、公園のベンチにいたことも、そして、今、こんなにも気持ちが良いことも──。

			「ほら、ほらほらっ」

			剛斗は人差し指を素早く動かして、肉芽を激しく擦りあげた。

			「んあぁああ！　ん、んぅう！　はあっ！　いやぁっ！」

			強烈な快楽が、クリトリスに押し寄せる。

			「ああん！　あんっ！　いやっ！　も、もう、ああっ！　いいっ！　きもち……いいッ」

			あまりの快楽に腰砕けになりそうになりながらも、それでも暗示の力で、自分からも腰を動かしてしまう。
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			『あぁ……お願い……誰か、とめて……お、おかしくなっちゃう！　気持ちよすぎて、おかしくなっちゃう！』

			彩の心の中の叫びを把握して、にやりとしながら、剛斗は更に激しく、腕ごと動かして激しく彩のクリトリスを擦りあげた。

			「ああん！　だめ！　も、だめっ！　んんんっ！　いや、いやぁっ！　あ、ああぁあああ！　はぁっ！　ん、はぁううぅんっ！」

			絶頂と共に、縛られた身体をビクンビクンと波打たせ、派手に愛液を噴出させて、ショーツを濡らした。

			「やれやれ、こんなにビショビショにしちゃって……またショーツを買いにいかないとだめだね」

			指にたっぷりとついた愛液を彩に見せつけて、さらに羞恥を煽る。

			「い……いや……も、もう……許して……」

			「フフフ……こんなに乳首を勃たせているのに、そんなことを言っても、まるで説得力がないよ？」

			「んぅンっ！」

			愛液で濡れた指ですっかり固くなった乳首を弾くと、彩の口からは隠しようのない嬌声が漏れた。

			「それにほら、愛液が太ももまで垂れてるじゃないか。縛られながらイッちゃうなんて、本当はかなり淫乱なんじゃないの？」

			「う……うぅ……ち、違う……のに……」

			口でどんなに否定しても、身体はどこまでも正直なのだ。それに、こんな激しい快楽は彩にとって初めての経験だった。

			オナニーという言葉は知っているものの、実際にしたことがなかった彩にとって、指による刺激は想像を絶する気持ち良さだった。

			


			


			刺激に満ちた一日も、いよいよ放課後になった。

			たとえ授業に遅れても、暗示の力で教師やクラスメイトの口や行動を封じることができるので、いくらでも自由に動くことができる。

			いずれ、教師やクラスメイトの前で彩の痴態を見せるのも面白いだろう。

			でも、今はこの熱く滾った股間をなんとかしたい。

			放尿を鑑賞し、縄で縛って絶頂を迎えさせても、剛斗はまだ、今日は、一滴も精液を放っていないのだ。

			「彩っ！」

			帰り支度をして廊下に出ていた彩の胸を、いきなり鷲掴みにする。

			「きゃっ！　ご、剛斗くん……」

			このまま今日は帰れるのかも知れないという期待と、また何かされるかもしれないという恐怖の狭間で揺れていた彩の心は、剛斗の性衝動によって打ち砕かれた。

			あれだけ淫靡な姿を思春期の男の前に晒さらして、無事ですむ訳がない。

			そのまま有無を言わさず空き教室に連れ込まれてしまった。

			獣のような勢いで、剛斗は乳房を直に揉みしだいた。

			手の平に広がる豊かな乳房の柔らかさ、乳首のコリコリした感触を楽しみながら、さらに強く揉んでゆく。

			「あんぅっ……んふぅ……はぅぅっ……はぅうンっ……」

			──心のどこかで、またこうなることを期待していたのかもしれない。

			そう思いながら、彩は胸への愛撫に顔を紅潮させて感じてしまっていた。

			身体の自由が奪われる恐怖、イヤラシイことをされる不安──恐怖も不安も、その本性は期待だったのかも──そう思えてくるほどに、彩の心は判断を失いつつあった。

			「んんっ……はぁっ……んふぅ……はぅうう……」

			今では鼻にかかった甘い喘ぎを口から漏らしてしまう。今日一日の異常な経験が、彩を強制的に発情させつつあった。

			そこには、暗示もあるだろう。ただ、それだけではない。少女の誰もが持つ、心の奥底の官能が解き放たれつつあるのだ。

			「見ろ、彩。お前があんまりにも変態な喘ぎ声を出すから、もうこんなに勃起しちゃったじゃないか」

			盛り上がったズボンの股間を突き出すと、彩の顔がこわばった。

			胸への快楽と、男性器への恐怖、少女の本能が求めている性への期待──あらゆる感情の混じった潤んだ瞳が見つめるなか、下腹にくっつきそうなほどに固く反り返ったペニスを取り出す。

			「ああぁぁ……」

			彩の口から様々な感情の混じった声が漏れ出た。

			怯えているようにも見えるが、何かを期待している表情にも見える。

			彩自身にも、写真を通して感情を読み取ることのできる剛斗にも、その思いを正確に言い表すことはできない。

			「……これも、彩があまりにもエッチだからいけないんだ。だから、この責任は彩にちゃんと取ってもらうぞ」

			「あ、うぅ……」

			あまりにも逞しいペニスを前に、彩は動けないでいた。一体、これからどうすればいいのかわからないのだ。

			「わからないのか？　お前のこの大きい胸と、そのかわいい口を使って、俺のモノをしごいて気持ちよくしてくれればいいんだ……分かる、だろ？」

			言いながら、軽く乳首をつま弾く。

			「あ、んふぅっ！」

			やはり身体は正直だ。こうして男の欲望を刺激する艶かしい声を上げてしまうのだから。

			「さっ、たっぷり気持ちよくしてくれよ、彩……」

			しかし、いざこうしてグロテスクな肉棒を目の前にしてしまうと、彩の心には恐怖の度が増してきてしまった。

			『こ、こんなのを咥えるなんて……い、いや……そんなのぜったいに……』

			伝わってくる拒絶の意思を、剛斗は強力な暗示でねじ伏せる。

			（俺の言うことを聞くんだ……乳房でペニスを挟み込んで、口で亀頭を咥えろ！）

			「あ、あぁ……」

			ドクンと脈打つような感覚と共に、彩はぎこちない手つきで乳房を持ち上げて、ペニスを包む。

			そして、おそるおそる口を開いて、生々しい牡の匂いを発している亀頭を咥え込んだ。
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			「んちゅっ……んむっ……んむっ、はぁっ……ンッ、んんんっ……」

			両手で乳房を上下に動かし、顔を前後させて、ペニスを愛撫する。

			竿の部分と亀頭の部分が柔らかな生温かさに包まれて、あたかも一体化してしまうかのような錯覚を覚える。

			「あぁ……いいよ、彩……」

			さっきまで高圧的な態度だった剛斗も、さすがにこの快楽の前には大人しくならざるを得ない。

			初めて触れた口腔粘膜と舌は蕩けるように柔らかくて、ヌルヌルしている。

			乳房は口内とは違った優しい柔らかさで、これもまた気持ちがよい。

			端正な顔立ちの学園アイドルに口と乳で奉仕させている夢のような状況に、精神的な満足も高まってゆく。

			その一方で、初めて男性器を口腔に受け入れた彩は、拒絶の感情を強めていた。

			『く、苦しい……口の中、すごい味がする……ああ、ど、どうして？　どうして、自分の身体なのに、言うことを聞いてくれないの？』

			口の中でどんどん大きくなるペニスに、呼吸が苦しくなる。生々しい牡の味がする男性器に、吐き出してしまいたい衝動にかられる。

			それなのに──心とは裏腹に、両手で乳房を動かして肉竿をしごきあげ、口全体を使って肉棒に奉仕してしまうのだ。

			「ほら、もっと動かして、気持ち良くしてくれよ」

			『そ、そんなこと言ったって……私、こんなことするの初めてなのに……うぅ……ひどい……どうして？　どうして……』

			精一杯やっているつもりなのだが、欲望の虜になっている剛斗にとっては、これぐらいの刺激では満足できないようだった。

			学園一の美少女が肉棒を咥え込んで顔を歪めているのを見ると、更なる嗜虐心が首をもたげてくるばかりだ。

			「仕方が無い、俺が手伝ってやる」

			彩の頭を掴んで、肉棒を喉の奥まで突き入れる。

			「んぶぅぅう!?」

			突然の乱暴な行為に、苦しそうに呻き、涙を滲ませる。

			それでも、容赦はしない。

			暗示の力に抵抗して逃れようとする彩の頭をしっかりと押さえ込み、思いっきり腰を使ってイマラチオさせる。

			「んぢゅっ、じゅぱっ、じゅぽっ……んぐっ、うぐっ、んぶぅううっ、じゅぷっ、ぢゅるるるっ、ぐぢゅっ、ん、んんうぅ！」

			喉の奥まで肉棒を前後させられ、快楽を貪るための道具のように扱われる彩。

			唾液と胃液とカウパー氏腺液の混じった粘っこい液体を口いっぱいに溜めて、ペニスを快楽の坩堝に誘う。

			苦しい。それなのに、喉を犯される暴力的な快楽に、彩の内なるマゾ的な心が刺激されるようだった。

			「おお、いいぞ……もうすぐ……出る、出るからなぁっ！　精液をいっぱい飲ませてやるからなあっ！」

			『やめて、そんなの出さないで！　あああ、こんなの、ひどい……！　そんなことされたら、頭おかしくなっちゃう！』

			ポケットの写真から伝わってくる強烈な拒絶反応。しかし、剛斗はその表面の心の奥にある、秘められた女の本能を見逃さなかった。

			──犯されたい。それこそが、雌の持つ淫らな本性なのだ。

			「くっ……う、……おらぁっ！」

			「ん、んうぅううッ!?」
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			頭を引き寄せると同時に、腰を突き出して、射精する。

			迸った精液は、一瞬で、口内を満たした。

			「んぐぅう……むぐぅう……んぐっ……ごくっ……んむぅっ！」

			あたかも息継ぎに失敗してプールの水を飲んでしまったときのように、ねばっこい精液を、喉を鳴らしてゴクゴクと嚥えん下かしてしまう。

			「ほら、尿道に残ったのも吸うんだっ」

			頭を押さえつけて、口の中にペニスを突き立てる。

			『い……いや……いやぁ……！』

			いくら心の中で叫んでも、自分の口はしっかりと肉棒を咥え込んで、鈴口から精液を吸い出してしまう。のみならず、乳房を睾丸に押し付けて、精巣に残った精液を吐き出させるように動かしてしまっていた。

			「あ、ああ……いいよ、彩……すごいぞ……」

			尿道から精液を吸われて、頭が真っ白になりそうなほどの快楽が襲った。水泳部なだけに、肺活量があるのだ。

			もはや暗示の力でコントロールされているのか、本能からの行動なのか、彩にはわからなかった。

			『こ、こんなこと嫌なのに、嫌なはずなのに……』

			写真から伝わってくる戸惑いを感じながら、剛斗は今までにない性の快感に満足していた。

			


			


			その夜。家に帰った剛斗は、ビホルドの取扱説明書の表紙に、朝までは確かに無かった文字を見つけた。

			『使用期限はあと十日』。

			そして、裏表紙には『堕落せしめば全ては汝のものに、堕落させずに終われば汝が奈落に』と新たに書き加えられている。

			これはつまり、十日以内に彩を堕とせば自分のものになるが、失敗すれば剛斗自身が奈落に落ちてしまうということだろう。

			「ハイリスクハイリターンってわけか……」

			どうやら、厄介なものを手に入れてしまったのかもしれない。

			やはりこのビホルドを作り出したのは、魔物の類なのだろう。あの老人だって、現実の人間とは思われない異様な雰囲気を持っていた。

			しかし、ビホルドのおかげで、今まで遠くから眺めることしかできなかった美城彩をこうして思い通りに操って、淫らなことをできるようになったのだ。

			条件としては、悪くない。いや、むしろ望むところといったところだ。

			頼まれなくても、いくらでもこれから彩を陵辱するつもりだったのだから。

			「さて、明日はどうするかな……」

			再び説明書を読みながら、明日の調教を考える。

			時折、彩の写真を手にして、明日が来ることに怯えている心を覗き込んでは、また新たな嗜虐心を募らせるのだった。
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			「よし、今日もいるな」

			満員電車の中で、いつものように彩の姿を見つけて、思わず剛斗はほくそ笑んだ。

			学校を休むことがないように念じてあるものの、こうして姿を見ると安心する。やはり、この力は本物なのだ。

			彩は、この悪夢のような日常を少しでも忘れようとしているのか、それとも昨夜は満足に眠ることができなかったのか、瞼を閉じていた。

			幾分、元気がないように見えるが、弱った雌もまた、牡の嗜虐心をそそるものだ。

			剛斗は学生服のポケットに入っている写真を握ると、早速、朝の調教を開始することにした。

			『あ、ま、また……』

			写真を通して、彩の戸惑いが手に取るように分かる。そして、彩の感じている全身の悪寒や眩暈、身体がコントロールされてゆく奇妙な感覚も。

			「あ、あぁっ……」

			小さく呻いた瞬間、彩は完全に剛斗の支配下に置かれてしまった。

			自分の意識とは別の意識が覚醒してしまったような、心にふたつの意識が生まれてしまったような感覚だ。

			『あ、足が勝手に……』

			万力で動かされるかのような鈍い動きで、不自然に両脚を広げられてゆく。隣で新聞を読んでいた会社員が迷惑げな表情で彩を見た。

			『ご、ごめんなさい……』

			しかし、会社員は彩の美麗な顔と、脚を広げているその姿を再確認して、今度は不審そうな表情で見た。

			隣でアイドル並みに可愛い女子校生が脚を広げていたら、何事かと思う。しかも、顔は羞恥で赤くなり、周りの乗客の視線も集まってきつつある。

			今ではその会社員も、無遠慮に彩の太ももを熟視していた。

			『い、いや……み、見ないで……は、恥ずかしい……』

			剛斗はその様子を斜め向かいの席からじっくりと見ていた。

			（ギャラリーも増えてきて、いい感じだな。クク、昨日も見ていた奴が何人もいる……フフ、ご期待に応えて、今日はじっくりと見せてやるよ……）

			写真を握って、彩にスカートをめくりあげるように指示を出す。

			（い、いや……す、スカート!?　持ち上げたら、見えちゃう……！）

			心で抵抗しながらも、現実の彩の手はブルブルと震えながらスカートの裾に手をかけていた。

			「ぃ、ぃ、いやぁ……」

			思わず現実で声を上げてしまう彩。

			それで、かえって乗客の視線が集まることになってしまったが、今の彩はそんなことには気がつかなかった。

			スカートをめくりあげようとする手を必死で押さえつけようとする。

			だが、彩の手はしっかりとスカートをめくりあげてしまった。
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			隣の会社員も、前に立っていたＯＬも、その隣の男子校生も彩のスカートの中をじっと見つめる。この場でこの状況を正しく理解しているのは、場を支配している剛斗のみだ。

			乗客は、彩が露出性癖を持つ女子校生としか理解できないだろう。

			彩はというと、恥ずかしくて、この場から消えてしまいたい思いだった。

			（フフフ、ハハハハッ！　これはいい！　学園のアイドルが、満員電車の中で自らスカートをめくってショーツを見せつけているだなんて！）

			優等生もこうなっては、ただの痴女だ。

			これでビホルドの取扱説明書に書かれていた〝堕落〟の一歩を確実に彩に歩ませたことになるだろう。

			降車駅までそのままにさせて、駅に着く直前で乗客に口止めの暗示をかける。こうすることで、この異常事態を駅員などに知らせることを封じることができ、他の乗客が彩に触れることも防げる。実に便利な力だ。

			


			


			今日も授業は退屈だった。なので、剛斗は彩を連れ出して男子トイレに来ていた。

			今まではただ過ぎ去ることを待つだけだった学校生活だが、今はこうして彩を弄ぶことで、いくらでも時間を潰すことができる。

			「校則違反……校則違反……だから……わ、私は……罰として……オナニーしなきゃ……いけない……あぁっ……」

			前回のように縛られ、吊るされながら、虚ろな目で、腰を前に突き出してクリトリスを差し出された指に押し当てようとする。

			両手を縛られてしまっているので、こうして剛斗の指を使ってオナニーをするしかないのだ。

			クラスメイトの男子生徒にオナニーを手伝ってもらうだなんて、こんなに恥ずかしいことはないはずなのだが、我を失っている彩は、素直に校則違反の罰を受け入れようとしていた。

			はだけた制服と、縄に軋む豊乳。そして、ショーツ越しに伝わってくる秘肉の湿った柔らかい感触。その全てが官能を高めるばかりだ。

			「さあ、始めるんだ……」

			目と手で、これからオナニーを始めようとする美少女の痴態を楽しみながら、更に暗示を強める。

			「ん……ひゃうぅ、くぅッ！」

			腰を少し動かしただけで、彩は敏感に反応してしまう。

			人差し指の爪の先が、クリトリスを擦る位置にわざと移動させたのだ。

			たったひと擦りで、じゅんっと、ショーツにエッチなシミが滲んでしまう。

			指先から伝わるヌルヌルした愛液に、オナニーを手伝っているこちらも高ぶってきてしまう。こうしてオナニーを手伝うというのも、倒錯的で悪くない。

			我ながら良いアイデアだった。

			（さあ、心の中を覗いてみようか。今、彩はどう感じているのか、主人としてはしっかりと把握しておかないとな……）

			写真に触れると、彩の今感じていることがたやすく分かった。

			『す、すごい……き、気持ちいい……でも…ダメ…こんなこと、非常識……痴女よ、こんなことして喜ぶなんて……』

			身体のほうは素直に感じてしまっているものの、どうやら心の奥底にはまだまだ抵抗があるらしい。

			『わ、私はっ……ち、痴女なんかじゃ、ないんだからっ……し、しっかりしないと……こんなこと、早くやめて……』

			さすがに、今まで築き上げられてきた人格を破壊するのは難しいらしい。

			優等生である自分を、そう簡単に捨て去ることはできないのだろう。

			そんな葛藤は、無駄だ。

			嘲笑うように人差し指の爪で、ショーツ越しにクリトリスをリズミカルに擦って責める。

			「きゃぁ……あうぅん……うむう……！」
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			段々と高まってゆく快楽に、彩は顔を紅潮させた。

			（さあ、自分からも腰を動かせ）

			暗示によって、彩のほうからも指に合わせて腰を上下させはじめる。

			「ひ、……ひゃぁ……あぅ……ひぃぁ……」

			止めようとすればするほど、腰が淫らに動いてしまう。どんなに強く拒絶しようとしても、身体はいうことを聞いてはくれない。

			言わば、意識だけある操り人形状態。

			自分で動くことは決してできない。ただ、糸に操られるままに動かされるしかないのだ。

			「あぁ……んんむうう……ッ」

			しかし、彩は唇を噛みしめて、漏れそうになった喘ぎを押し殺した。

			まだまだ、理性が残っているらしい。

			大きな声を出してしまったら、他の生徒に気付かれてしまうかもしれない。授業中とはいえ、誰がこないとも限らない。トイレの前に教室だってあるのだ。

			こんなところで、大きな喘ぎ声をあげてしまったら、教師が異変を察知してやってこないとも限らない。

			『ああ、もしそんなことになったら私……絶対退学に……うぅっ……』

			それだけは絶対避けたい、と必死に思って、彩は心の力を振り絞って、喘ぎ声を押し殺していた。

			「あ……ン……うぅん……う……んッ……あ……」

			腰を動かしながらも、必死で声を抑える。そうやって耐えている姿が、剛斗の嗜虐心に火をつけた。

			（フフフ、これを耐えられるかな？）

			ショーツの上からでも解る程に、隆起してしまったクリトリスを、人差し指の先で強く弾いてみる。

			「ぁひぃいいっ！」

			そのまま爪の先で、肉芽の頭を素早く、かつ激しく擦り上げると、彩は目を見開きながら、全身を総毛立たせるように震わせた。

			「んはぁっ！　あ、ああっ、ああぁあっ！」

			縄に縛られた身体をガクガクと揺らして、軽く達してしまったようだ。

			『私……い、イっちゃった……の？』

			真っ白になった頭が、正気を取り戻してゆくにつれ、困惑とも罪悪感ともつかぬ感情が込み上げてくる。

			学校で──しかも授業中なのに、男子トイレでオナニーをして達してしまうだなんて、到底、許されることではない。

			「はぁ……はぁ……」

			荒い呼吸をつきながらも、冷静さを取り戻そうとする。

			しかし、そんな余裕を持たせるわけにはいかない。

			「ひいっ！」

			指先で更にクリトリスを責めると、彩は再び声を引きつらせた。

			「だ、だめ……も、もう、らめぇっ……い、イッたんだから……ああ、……今は、ゆ、許して……」

			口の端から涎を垂らしながら、哀願する。

			『やめて……こんなこと、しょ、正気じゃないわ……ああっ……夢よ、こんなこと……全部、ゆ、夢、なのよ……ああぁっ』

			どうやら頭が現実についていかないらしい。

			無理もない。

			昨日まで学園のアイドルであり、優等生として、充実した学園生活を送っていたのだ。剛斗とはほとんど話したこともない関係だった。

			それが、こんな関係になるだなんて──。

			理解の追いつかない頭と、今まで味わったことのない淫らな悦び。

			頭の中は混乱の坩堝るつぼだった。

			その反応ににやりと口元を歪めながら、剛斗は人差し指と親指でクリトリスを摘みながら、上下に動かした。

			「あ……、ゆ……許してぇ！」

			──もうこれ以上されたら、どうかなってしまうかもしれない。

			その恐怖に怯えながら、彩は我知らず腰を突き出していた。

			「フフフ、身体は正直だな。校則違反の罰はまだまだ償えてないぞ……、もっと激しく、はしたなく……イッてもらおうか！」

			「ああ、あひいいイィ！　あひィィッ！」

			「どんどん、充血して……尖って……彩のクリトリスがどんどんどんどん……敏感になってるぞ……。いつもの二倍……三倍……五倍、いや……十倍激しく、快感を感じる性感帯になってるぞ……！」

			写真を握って暗示をかけると共に、わざと声を出して彩の官能を煽る。そして、指の動きを更に速める。

			「ひ、ひいいっ、あっひいぃぃ……うぅん……あひいいいいいっ！」

			今までにない喘ぎ声を上げて、仰け反りながらも、本能的に腰を指に押し付けて小刻みに擦りつける。

			『し、刺激強すぎるっ……！　いやあ、助けて……死んじゃう……こんなに強い刺激……私……ひい……死ぬうっ！』

			このまま彩の心を覗いていたらこちらまでイってしまいそうなほどの快楽だった。男の瞬間的な絶頂と違って、やはり女は継続的に感じるようだ。

			あまりの快楽イメージに剛斗まで眩暈がして、思わず指が止まってしまう。

			「あ、ああぁ……きちゃう……学園で……ひとりぃ……えっちしてぇ……ダメになっちゃう……すごく、頭がおかしく……な、なる……だめ……らめなの……らめっ、に……なっひゃうぅぅぅぅぅぅああっふぅぅ！」

			今までにない乱れかたをして、彩は全身をのたうち回らせた。

			ギシギシという縄の音とともに、愛液と涎を派手に飛び散らせ、乳首をはっきりとわかるぐらいに固くさせる。

			「い、イク……あああああ、ダメ……もう、がまんできない……あああ、イくっ……ああああ、ダメ、身体の痙攣おさまらない……だ、だめ、だめぇっ……ああああああぁ、あ、……いくいく……あっきゃああぁぁぁぁぁぁ……！」

			縛られ、吊るされた身体をギシリと仰け反らせて、ビクンッ！ビクンッ！と痙攣させながら激しく絶頂を繰り返す。

			「ああぁっっはあぁああぁ……！」

			強制快楽の断末魔を叫ぶと、かくり、とあたかも糸の切れた人形のように、動かなくなってしまう。

			紅潮した顔に涙を滲ませ、ぐったりと脱力するさまは、美しいものがあった。

			「あ……あぁ……っ……はぁぁ……」

			肩で息をしながら、虚ろな瞳で床にこぼれた愛液を見つめる。

			剛斗は内心にやりとしながら、彩の心身を自由にしてやった。

			（これで終わりだと思ってもらっては困る）

			剛斗は個室のドアを開くと、彩に視線でその先を見るように促した。

			「……？」

			そこには、様子を見に来た男子生徒が五人ほどいた。

			剛斗も途中から気がついていたのだが、乱入しないように暗示をかけてそのままにしておいたわけだ。

			『い、いやあっ……!?』

			心の中で悲鳴をあげて、彩の意識は薄れていった。

			あまりの羞恥に気絶してしまったらしい。

			「フフフ、ちょっとやりすぎたかな？」

			学園のアイドル優等生には、少々刺激が強すぎたかもしれない。

			剛斗は、デバガメしていた男子生徒に他言無用の暗示をかけて、解き放った。

			


			


			気を失ったものの、彩の心は壊れなかった。

			美城彩が本当にただの優等生であるならば、あるいはもう自我を失ってしまったかもしれない。それは、つまり──、

			「彩には素質があるということだ」

			淫らになりたいという願望、そして、人に見られたいという露出性癖。そういうものが彩の心の奥底にあるのだ。

			「そうだろ？」

			空き教室。彩は目隠しをされて椅子に座らされていた。まるで催眠療法でも受けているかのようだ。

			「そ、そんな……そんなことは、ありません……」

			否定するも、剛斗の口からそう言われた瞬間、かぁっと身体が熱くなってしまったのを感じていた。

			『ち、違う……そ、そんなはず……ない……。私は、普通だもの……』

			そう言い聞かせるものの、彩自身も絶対に違うとは言い切れない気がしていた。

			学園アイドルとして皆に注目されることは決して嫌いじゃなかったし、優等生として振舞って教師たちに受けがいいのも悪い気はしていない。

			──だから、今の自分を、今の美城彩をずっと続けたい。

			「違うな」

			剛斗は彩の思考を冷たく否定した。

			「それは、偽りの美城彩だ。本当の美城彩じゃない」

			「そ、そんな……私は、私だもの……」

			「そう思ってるのは君だけだ」

			「えっ？」

			彩は目隠しをしたまま、きょとんとした表情をした。

			その姿を見ながら、剛斗は話を続けた。

			「皆が彩を見ているのは間違いない。ただ、君をアイドルや優等生としてだけ見ているわけじゃない。皆、彩を性の対象として見ているんだ」

			「そ、そんなっ!?」

			「フフ、彩は世間知らずだな……。世の男どもは美しい雌を見ると、例外なくそういう目で見てしまうものなのだよ……」

			そう言いながら、目隠しを外してやる。

			目隠し姿もいいが、やはりこの端正で美しい顔は、見られるためにあるのだと思う。

			「ほら、今日も胸で奉仕してもらおうか」

			すでにズボンから取り出していた肉棒を、顔の前に出す。

			「…………」

			しかし、まだまだ従順にすぐに奉仕を始めるというわけにはいかないようだ。

			（さ、やるんだ）

			「……は、はい。やらさせていただきます……」

			暗示を使うと、すぐに従順な言葉が返ってくる。段々と暗示にかかりやすくなっているようだ。

			早速、肉棒を乳房の間に挟みこむ。

			目隠しだけで興奮していたのか、彩の柔肌はしっとりと濡れていた。

			蕩けるような乳房の柔らかい感触に、肉棒が同化してしまいそうな錯覚を覚える。

			「俺のペニスはどうだ？」

			「んぁあ……あああ……おちんちん、とてもたくましい……です」

			胸を揺らして、いとおしげにペニスを包み込む。

			その柔らかな感触は、自分の手でしごくより何十倍も気持ちが良い。この快感を知ってしまったらオナニーなんて出来なくなってしまう。

			「ん……ああ……ああぁん……」

			胸の汗がローション代わりになって、段々と滑りがよくなっていく。

			肉棒を挟むのが気持ちいいのか、彩の口からも甘い喘ぎがこぼれてしまうようだった。

			先ほどの目隠ししながらの会話で、彩にも変化が起きつつあるのかもしれない。

			（余興のつもりだったが、効果があったようだな）

			「……ど、どうです……か？」

			胸を動かしながら、そんなことを聞いてくる。今までならありえない反応だ。

			「気持ちいいぞ……さすがは彩だな」

			「あ、ありがとうございます……ん、しょ……ああ……本当に……剛斗くんのとっても大きくて……今にも、私の胸からこぼれてしまいそう……」

			しかし、淫らな台詞を言うにつれて、段々と優等生である彩の意識が甦りつつあった。

			『えっ……、わ、私、……何してるの!?　いや、だめ……汚い……汚いよっ！』

			（やれやれ……さすがに学園一の優等生は、そう簡単に落ちないか……）

			彩の心の動きを追いながら、更に強い暗示をかける。

			「ん、んちゅ……ぢゅぱ……ぢゅる……んふ……ちゅぱっ……」

			鈴口を舌と唇で刺激させ、胸で荒々しくしごかせる。

			（でも、そうだな。行動はコントロールするが、心はそのままにしてみるか……。完全に操り人形というのも面白くないからな）

			心を解放してやると、すぐに彩の感じている葛藤が頭に流れ込んでくる。

			『きたないよ……ああ、きたないのに！　ああ、どんどん口の中、苦く……なってきちゃう……どんどん、私、変になるぅ……ッ！』

			しかし、現実の彩の動きや言動は、更に大胆になっていっている。このギャップが、またたまらない。

			「ちゅる……んふぅ……ねばねばひてて……おいひぃ……ンッ……！」

			どうやら、自らの行為に、興奮しはじめているようだ。押さえようとすればするほど、抑圧された性衝動が淫らな言動になって出てきてしまう。

			「ちゅるる……チュパッ……んぢゅ……じゅづづづづづづぅぅぅぅ……ンンンッ……ちゅぱっぱぁ……んふぅ……んぢゅぅぅ……んんっくううう……！」

			もし今この瞬間、この空き教室に誰かが入ってきたら、彩が自ら望んで激しく奉仕しているようにしか見えないだろう。

			「ちゅぱあ……ちゅぶ……んうう……うぅうん……ちゅるるる……チュパッ……ぢゅぶ……んぐ……ヂュルッ……ジュブッ……んぐ、んぐ……ぅぅ！」

			『どうして……いや、……なのに、こんなの絶対……気持ち悪い、だけなのに……っ』

			それでも、彩はペニスと牡液を口に含んで、胸で挟みながら感じてしまっているのだ。

			ショーツからはエッチな蜜が溢れてベトベトになり、今にも床に垂れてしまいそうだった。

			「ちゅぴっ……ぴちゅ、ぷちゃ……ちゅぅぅ……んぐ……ちゅばぁ……ばちゅつ……ぢゅぶ……んぐう……んふぅ……くっふぅぅ……ちゅぶ……ちゅぶ、ちゅぱ……ちゅるる……ちゅぶぶう……ンンッ……！」

			恥ずかしげに膝ひざをすりあわせながら、上半身を動かして奉仕を続ける。

			「むぐ……んぢゅ、ぢゅるる……ぢゅば……ちゅぷぅう……ちゅぱあっ……んく……んふぅぅ……んぢゅう……ッ！」

			奉仕運動をするたびに、口内と胸の谷間からぐちゅぐちゅという粘液の混ざり合ういやらしい音が漏れ出る。

			「くっ……」

			『ああ、大きくなった……ああ、出るんだ……またあの白くいやなものを、私に出すんだ……ああっ……！』

			写真から伝わってくる彩の心は、間違いなく淫らになりつつあった。意識の奥では、剛斗の精液を受け入れようとしているのだ。

			彩の艶かしい舌が、精液を迎えるように這って、くねる。豊胸を動かす両手も激しく上下する。精巣から白いマグマのような精液がこみ上げてくるのがわかる。もう、堪えようのないぐらいの快楽だ。

			「くっ、うぁあああ……出るっ……飲めよっ！」

			頭を押さえ込んで、腰を突き出す。

			「んぐうぅぅうっ！　……んぐっ……ウゥゥンンンンン！」

			目に見えるぐらいに喉を動かして、彩は出された精液をそのまま飲み下してゆく。
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			「んぢゅ……ぢゅる……ぢゅぱ……んぐ……んううぅ……うぅ……んぐ……ん……うぅ……んぐうぅぅ……ぢゅる……ぢゅるるるる……ッ」

			呼吸が苦しくなるのも構わずに、瞳を潤ませながら、ネバネバした熱い精液を飲み干していった。

			『あぁ……私……精液飲んじゃった……』

			今自分がしてしまったことや、思ってしまったことを後悔しながら、精液を一滴残らず胃に入れてしまう。

			『私、これからどうなっちゃうの……』

			ぼんやりとした頭で考えるも、答えなど見つかるはずはなかった。

			


			


			その夜。ビホルドの説明書を熟読していた剛斗は、充電している携帯に留守電メッセージが入っていることに気がついた。

			「来たか」

			初めての試みなので、うまくいくかわからなかったのだが。

			携帯を手にとって、録音を再生してみる。

			「はあ……うぅん……ああん……うぅん……ううふっ……むぅう……ンッ……！」

			そこには、彩の淫らな喘ぎが録音されていた。

			先ほど、『オナニーをしてその声を俺の携帯の留守電に吹き込め』と命じる念を送ってみたのだ。

			「ンウウッ……！　も、もうよして……んっ、ああんっ！　わ、私の身体……これ以上、おかしくさせないで……ぇ！」

			必死に声を押し殺そうとしているものの、オナニーを止めることはできないらしい。

			しかし、まだまだ言動に抵抗の色がある。

			せっかくの調教も、家に戻ってしまえば、いくらか後退してしまうのかもしれない。

			「……まぁいいさ。まだまだ時間はあるのだから」

			彩のオナニー声を聴きながら説明書の表紙を見ていると、『使用期限はあと十日』と書かれていた文字が九日にゆっくりと変わっていった。

			時刻は零時。もう、いい時間だ。

			ビホルドの力を使い出してからというもの、疲れやすくなっている。

			剛斗は布団に潜り込むと、今夜はもう寝てしまう事にした。

			『堕落せしめば全ては汝のものに、堕落させずに終われば汝が奈落に』

			

			──この文言を思い出しながら。
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			通い慣れた駅。もうホームのどの辺りに彩が並んでいるのかもわかる。

			この異常な状況で、彩は危機感から学校を休むことも、電車を変えることさえも、暗示の力によって完全に封じられている。

			また操られるかもしれないという恐怖に怯えながらも、こうして変わらない日常を強制的に送らされているのだ。

			昨夜も、父親から電話が来たときは何度も相談しようとしたのに──、今朝も、何度も学校を休もうと思ったのに──こうして、今、彩はいつもと変わらずホームの列に並んでしまっているのだ。

			剛斗は、まるであらかじめ決められたことであるかのように、彩の背後にそっと並んだ。　そして、素早く念じる。

			一瞬、硬直した彩だったが、そのまま振り返ることなく、自分の意思であるかのように踵を返して、駅構内の多目的トイレに向かった。

			彩がトイレに入ると、剛斗も一緒に入った。

			ふたり入っても、まだまだ余裕があるほどに広いトイレ──こんな場所が、一生忘れられない場所になるだなんて、昨日までの彩は思いもしなかっただろう。

			「彩、セックスはまだしたことないんだろ？」

			「は、はい……したこと……ありません」

			「そうか、じゃあ、俺が奪ってやる」

			「はい……お、お願いします……」

			従順に頷いて、自分から処女を奪われることを望む。

			無論、剛斗の手には写真が握られているのだが、こうして彩の口から返答を聞けると、嬉しいものだ。

			『あ、ああ……いやなのに……私の初めて、奪われちゃうのに……』

			貞操の危機でさえも、自分の身体は思い通りに動いてはくれない。プラットホームからトイレに移動する間も、助けを呼ぶことすら、できなかったのだ。

			もう、完全に自分は剛斗の支配下に置かれてしまっているのだ。

			現に、こうして床に横になって、股を広げ、男性器を受け入れる体勢を、自分から作り出してしまっているのだから。

			剛斗は学生服のズボンを脱いで、勃起して臍にまで達しそうなペニスを取り出すと、彩の股の間に腰を下ろした。

			『熱い……男の人のものって、こんなに熱くて、太いの……？』

			太ももに牡の怒張したペニスが当たって、その熱さに驚いてしまう。

			水泳部という部活柄、男子生徒のもっこりとした股間を知らないではなかったが、こうして勃起したペニスを眼前にすると、恐怖を感じてしまう。

			本当にこんなに太いものが、自分の中に入るだなんて思えない。我知らず唾を飲み込んで、彩は身体を震わせた。

			未知への恐怖、痛みへの恐怖──そして、心の奥底にある、自覚していない性への期待。

			「入れるぞ」

			「んぁ……あぁ……剛斗くんの……入れて……ください……」

			剛斗の声が、耳を通って鼓膜を揺すり、脳内を痺れさせる。気がつけば、甘い声を出して猛りきったペニスを持つ牡を誘っているのだ。

			しかし、一瞬後には正気を取り戻す。

			『わ、私、何を言ってるの……？　い、いやなのに、こんなひどいことされて、怖くて怖くて仕方ないのに……』

			その心の動きをしっかりと把握しながら、剛斗はにやりと笑って、学園アイドルの花弁に鉄のような肉棒を突き入れていった。

			『あっ、ああ……くる……入ってくるっ……アアッ！』

			引き裂かれるような激痛で、全身に衝撃が走る。

			彩は、水面に上がってきて酸素を求める魚のように、口をぱくつかせた。

			『い、いや、いやぁ！　い、痛いっ！　あ、あああっ、ああああぁっ！　だ、ダメッ！　い、痛いぃっ……！』

			「そおらっ！」

			苦痛に顔を歪ませる彩に構わずに強引に腰を突き入れると、ぷつりと何かを貫いた感触がした。

			処女膜を破ったのだ。

			人生で初めての高揚感を覚えながら、剛斗は腰を使った。

			破瓜の血のヌルヌルとした感触が、ペニスに未知の快楽を教えてくれる。

			その一方で彩は死んでしまうかのような痛みに、耐えていた。

			『……い、いやっ、いやああああああ……！　い、痛い……痛すぎるよぉ……！　アア、ああああっ！』

			叫ぶことができれば、痛みから気持ちを逸らすことが出来たかもしれない。

			しかし、強力な暗示の力によって、叫ぶことも、身をよじって悶えることさえもできないのだ。

			「彩っ！　彩彩あやあや！　あやぁ！」

			興奮のあまり名前を連呼する剛斗に対して、彩は心の中で涙を流すばかりだった。

			『わ、私のはじめて……う、奪われちゃった……こ、こんなところで、こんな乱暴に……あ、あぁ……ひどい……ひどいよぉ……ひっく……えぐっ……うぐっ……！』
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			逞しい肉棒は容赦なく膣内を犯し、全身を異物感が圧迫する。

			あまりの乱暴さに、身体が壊れてしまうかと思えるほどだ。

			『ああ、痛い……も、もっと……ゆ、ゆっくりぃ……！』

			そう思うも、股はしっかりと開かれ、ペニスを求めるように腰が動いてしまっているのだった。

			胸を乱暴に掴み、腰を激しくして、レイプそのものの動きで彩を犯す。

			それなのに、犯されている側の彩は抵抗することもなく、叫ぶこともなく、自分の意思に反して身体を開いてしまう。

			『ひ、ひどい……ひどいよ……なんで、私が、こんな……うぅ……』

			「彩ッ！　お前は、俺のものだ！」

			劣情のままに、叫び、腰を激しく打ちつける。

			『あああ！　いやっ！　痛いの！　そんなにされたら、壊れちゃう！　や、止めて！　痛い……痛いのッ！』

			写真を通して、彩の考えていることは全てわかっている。

			しかし、剛斗の心を支配していたのはドス黒い欲望だけだった。

			「血がすごいなっ！　ハハハハハッ！　これは、絶対に一生忘れられない初体験になるなっ！」

			そうして、更に激しく腰を使う。まったく相手のことを考えない、性に飢えた獣のセックスだ。

			『は……早く……早く、終わって……』

			激しい抽送に、犯される側はただ耐えることしかできない。

			まるで拷問にでもあっているかのような苦痛。いっそ、おかしくなってしまえたら、どんなに楽だろうか。

			「ぐ、ううう……すごい……締め付け具合だ……初めてなだけ……あるな……くうう……もう、ダメだ……イきそう……だ……！」

			痛みによって不規則に収縮する膣襞が、咥え込んでいる勃起ペニスの快楽を急激に高めてゆく。

			『あ……や、やっと……終わるの？』

			しかし、安心しかけたところで、剛斗は信じられないことを言った。

			「いくぞ、出すからな！　中に出してやるからな！」

			『っ!?　いやっ、ダメッ！　中には出さないで！　そんなことされたら……赤ちゃんできちゃうっ！』

			剛斗は、乳房を乱暴に掴みながら、思いきり腰を突き出した。

			「ん、おらぁあっ！」

			「……い、いやぁああああぁあああああああああっ！」

			ドビュドビュと熱く滾った精液が、鈴口から放たれる。

			膣内で脈動する肉棒の存在、排出される精液のあたたかさ、それがいやというほどに、わかってしまう。

			処女なのに、犯されて、中出しされたという紛れもない事実が、深く、深く身体に刻み付けられてしまったかのようだった。

			その一方で、学園一の美処女を犯して本懐を遂げた剛斗は、獣のように荒い息を吐きながら、今までにない満足を覚えていた。

			絶対に手が届かない存在だった学園のアイドルの処女を奪って、精液を子宮の奥まで注ぎこんだのだ。

			肉体的な快楽のみならず、精神的な優越感が込み上げてくる。

			（ハハッ……ついに、やったぞ……！）

			射精後の倦怠など感じずに、自分が犯した美少女をじっくりと観察する。

			乱れた髪、滲んだ涙、零れた涎、乱暴に揉まれて赤くなった乳房──そして、処女の証たる破瓜の血。

			牡の本能である征服欲を、思うまま発散することができて、実に愉快だった。

			その一方で彩は、絶望に打ちひしがれていた。

			『こ、これ……が、私の……はじめて……？』

			ジンジンと痛む、下腹部。

			まだ膣内にペニスが挿入されているかのような、異物感が残っている。

			「う……うぅ……えぐっ……ひっく……」

			瞳から、涙が溢れてくる。
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			こぽり、と破瓜の血と中出しされた精液が逆流して、膣から溢れた。

			


			


			その後、何事もなかったように彩と剛斗は学校へ向かった。

			当然、遅刻なのだが、剛斗が一瞥しただけで、教師は何か言おうとしたまま、不自然に授業を再開した。

			それは、クラスメイトも同じことだ。今までろくに話したこともなかった剛斗と彩が一緒に遅れて教室に来るなど不自然もいいところなのだが、それについての疑問を口にすることはない。いや、できない。

			次の休み時間。剛斗が席を立つと、彩も席を立って、後をついていった。まるで、そうすることが義務であるかのように。

			屋上にやってくると、当然のように、立ちションの体勢をさせられてしまう。

			先ほどの処女喪失と中出しによって、ショーツにはいちごミルクのようなエッチなシミがついてしまっていた。

			『あぁ……やっぱり……さっきのことは夢じゃないの……よね』

			こうして処女喪失の証を見てしまうと、自分は本当に犯されてしまったんだと思う。

			「フフ、彩のオマンコは本当にいやらしいな。そのヌルヌルしたのは、精液と血だけじゃないだろう？　見られて、感じてしまってるんだろ？」

			「そ、そんな……ち、違う……」

			犯された膣を見られて感じてしまうだなんて、変態だ。

			『私は、普通の女の子なんだから……』

			そう思うのに、股間が疼いて仕方が無い。

			「ハハ、嘘は良くないな。そして、我慢も良くない。ほら、放尿しなよ。俺がしっかりと見ていてやるから」

			見られながらの放尿──そんな恥ずかしいことはいやなのに、身体は準備をしてしまっているのか、尿意が高まってゆく。

			『彩、ダメ……そんなこと、ここは学園なのよ……』

			消えてしまいそうな理性を、必死にたぐり寄せる。

			「んっはあぁあああぁぁ……いやあぁぁぁん！」

			『いや、止まってっ……お願い、止まって！』

			葛藤と尿意の狭間で悶え苦しむ美少女を観察しながら、更に暗示をかける。

			学生服をたくしあげて乳房を丸見えにさせ、スカートをめくりあげさせ、ショーツも下ろさせてしまう。

			今や完全に下半身は丸見えであり、ヒクヒクと動く膣からは精液と破瓜の血と、ヌルヌルした愛液が糸を引いて落ちていた。

			「んっ……ンンッ……んぁっ……は……はあうゥッ」

			誰かに助けを求めたいと思っても、こんな姿はとても見せられない。痴女というレッテルを貼られるだけだろう。

			──美城さんって、優等生だと思ってたのに、こんなことする変態だったんだ？

			『あ、あぁっ！』

			クラスメイトに軽蔑されることを想像して、彩の心に衝撃が走った。

			『い、いやっ……いやよ……どうして……どうして、こんなにことになっちゃうの……どうしてえっ！』

			「フフ、どうやら混乱しているようだな。……ほらっ、無駄な抵抗をしてないで、出しちまえよっ！」

			写真を握って、放尿のイメージを強める。

			「あっ……あぅうっ！」

			彩の心に、トイレでしゃがんだ時のような安心感が湧いてきてしまう。偽りの解放感が意識を支配してしまう。

			「ああぁ……んふぅ……」

			思わず、陶酔したような声を漏らしてしまった。もうこうなってしまっては、放尿を止めることなどできない。

			（よし、間に合ったか）

			まさに彩が放尿をしようとしたとき、屋上に来るように暗示されていた生徒が数人やってきた。

			「……っ!?」

			当然現れた生徒に驚いて放尿を止めようとするも、もう、遅い。

			『ダメ！　止まって！　こんなとこじゃ！　あっあっ！　出ちゃう！　出ちゃう！　ああああああああっ……！』

			次の瞬間、彩の意識は真っ白になってしまっていた。

			ぷしゃぁあっ、と、我慢していただけに、勢いよくおしっこが噴出してしまう。

			「はぁーっ……ああん……うぅンッ……あ、あぁあっ……」

			その姿を見て呆然とする生徒達を前に、彩は半ば意識を失いながら露出放尿の快楽に浸っていた。

			その中で剛斗だけはにやりと口元を歪ませて、彩のその堕ちてゆく表情を見ていた。

			（……いい顔だ。学園のアイドルとして優等生ぶってるときには、絶対に見られなかった、いい表情だよ、彩）

			三十秒近くたって、ようやく放尿が止まった。

			その間、痴態を見せつけられていた生徒達は、彩に触れることも声を掛けることもできない。その中には彩の友人もいるのだが、ただ顔を赤くして、信じられないものを見ているような表情だった。

			「あ、あぁ……はぁあ……」

			『私の頭……私の、身体……全部、ぜんぶおかしくなってきちゃう……』

			ようやく正気を取り戻した彩は、自分のしたことが空恐ろしくなってしまった。友人も見ている中で、こんな淫らな姿で放尿をしてしまうだなんて──。

			泣いてしまいたいぐらいだが、感情が死んでしまったかのように、動かない。

			ただただ、絶望的な気持ちが心を支配していた。

			「解散だ」

			剛斗の言葉とともに、生徒達は振り返ることなく教室へと戻ってゆく。

			重い鉄の扉が閉められて、屋上にはふたりだけが残された。

			「戻るぞ」

			「……はい」

			あれだけのことをしてしまったのに、壊れてしまうこともできない。

			いっそ壊れてしまえれば楽かもしれないと思いながら、彩は事後処理をして教室へ戻るのだった。
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			「彩、よく似合うよ」

			今にも折れてしまいそうな細い首には首輪がつけられていた。

			彩は虚ろな瞳で剛斗を見ている。すでに彼女の意識は、剛斗の掌中にあるのだ。

			「さあ、散歩にでも行こう。四つんばいになって、な」

			放課後の廊下。ほとんどの生徒が下校したり部活に行っているこの時間帯は、廊下を通る生徒は疎らだ。

			ひんやりとした廊下は、先ほどまでの放課後の喧噪を全部呑みこんでしまったように静かだった。

			「彩、いいか。バイブはちゃんとくわえていなきゃダメだからな」

			「…………は、ぃ……」

			熱い吐息をこぼしながら、従順に頷く。

			「えらいえらい」

			スカートの奥、そこにはバイブがしっかりとはめられている。

			精液と、破瓜の血と、愛液と、尿の混じったオマンコにしっかりと栓をしているのだ。

			『ああ、私どうして……こんな犬みたいなことをしなきゃいけないの……こ、こんなの……いや……』

			暗示をかけすぎて感情が壊れてしまったかと心配したが、まだまだ彩の心は大丈夫のようだった。

			身体からは汗と愛液が止めどなく溢れ、ぽたぽたと床に落ちている。

			（まだまだ、これからだ）

			ヴヴヴヴヴヴヴヴ！　ポケットに入れたスイッチを押して、バイブを突然始動させる。

			「ンッ!?　　ンンンンンンンンンンゥウッ！」

			突然起こった刺激に、犬のように大きくお尻を跳ね上げさせる。
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            『ああ、いや何、これいやああ……だめえ……こんなの……ひいい！』

			初めてのバイブの動きに、パニックになってしまう。

			それに、彩は今朝までは正真正銘の処女だったのだ。こんな刺激に耐えられるわけがない。まだ、痛みだってあるのに──。

			剛斗はヒモをぐいっと引っ張ると、オマンコに埋まっているバイブをおもいっきり足で押し込んでやった。

			「んはあぁあっ!?」

			強烈な衝撃に、頭の中が弾けた。それとともに、さっきまで感じていた微かな痛みが消し飛んで、暴力的なまでの快楽が膣を貫いた。

			「ひぎっ……いっ……イクぅ……アアア、イクイクっ……！」

			『い、いやああ、だめ、だめえ……こんな変態みたいなことで、き、気持ちよくなるなんて、絶対にだめえええええええええええええええええええええええ……！』

			「イックウゥゥゥゥゥゥゥ……アアアアァァァ……らンめえぇぇぇぇぇぇぇ……！」　

			理性と快楽がせめぎあい、どちらも弾け飛んでしまう。

			もう、何も考えられなかった。

			大きく声を上げて、腰を突き出しながら、顎を上げて、ガクガクと全身を痙攣させてしまう。

			まるで、おっしこでもしてしまったかのように愛液が噴出して、床に水溜りを作ってしまう。

			「んぁっ……あっあ、あああっ……！」

			イってしまった身体をヒクつかせ、びくり、びくりと大きく震えた後、がくりと体勢を崩す。

			「はああッ……ああ……ンンッ……んふぅ……んうぅう……っ」

			彩は脱力した身体を横に倒しながら、幸せそうな表情でピクピクと痙攣していた。

			


			


			その夜。携帯には、昨日と同じように彩からの留守電が入っていた。

			早速、再生の操作をして携帯に耳を添えると、

			「きょ……今日は、剛斗くんに、多目的トイレで、処女を奪われました……んんっ、ああっ……あとは、屋上で友達に見られながらおしっこをして……放課後には、犬のような格好でバイブを押し込まれて、イッちゃいました……！　あ、あああっ！　気持ちよくなっちゃう……だめ、ダメなのに……！」

			今日のことを報告しながらオナニーをするように念じたのだが、忠実にその教えに従っているようだ。

			「フフ、明日が楽しみだよ、彩」

			明日の調教を考えながら、剛斗は眠りについていった。
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			通勤通学でごった返す駅のホーム。剛斗は階段を下りながら、いつも彩がいる辺りを見回した。

			（見つけたぞ……）

			整った美貌と、十代にしては発育のいい身体ですぐに見分けをつけることができる。

			周りの大人や学生も、ちらちらと様子をうかがってしまうほどだ。

			（悪いな、彩はもう俺のものなんだよ……）

			軽い優越感を味わいながら、悠然とした歩調で彩の背後に近づく。

			こんなに混雑した駅のホームでも、彩の存在感は群を抜いている。美しさと可愛らしさ、そして清楚さ──これで意識しない男はいないだろう。

			小さな身体に、若々しい四肢。スカート越しにも分かるほど、お尻は引き締まっていてツンと上を向いている。

			それに、水泳をやっているだけにあって、プロポーションが整っている。

			しかし、その身体はかすかに震え、耳は火照っているように赤い。よく見ると緊張に震えているのだ。これから起こることを期待して──。

			思わずにやりとしながら、声をかける。

			「……おはよう、彩」

			「あっ……」

			こちらに気がつくと、顔を引きつらせる。

			剛斗はわざと親しげな笑顔を見せながら、周囲の気配を探ってみた。

			他の学校の男子生徒や、若い男から嫉妬の視線をひしひしと感じる。

			（クク……羨ましいだろうな……そうだろうな）

			「お、おはよう……剛斗、くん……っ」

			彩は出来るだけ声を小さくしようと心がけているようだった。

			それはそうだ。大きな声を出せば、もしかしたらその声に甘いうめきが混ざってしまうかも知れないのだから。

			「……アレはショーツの中に入れてあるんだろうな？」

			耳に吐息を吹きかけて尋ねながら、周囲へ見せつけるように肩へ手を置く。

			手を置いた瞬間、小さな身体がぴくん、と跳ねた。

			「は……はい……お、奥に……当たるように……入れて……あります……」

			戸惑いと、羞恥の色を瞳にのせながら、頷く。

			そう、昨日の散歩のあとの別れ際に、バイブを入れてくるようにと指示をしていたのだ。

			身体のかすかな震えは、あたかも肉食獣を目の前にした小動物のようである。

			今にも気を失ってしまいそうな弱々しさ──そんな姿を見れば見るほど、牡の獣欲は大いにそそられるとも知らずに。

			「よし、試してやるからな……」

			必要以上に、彩の身体を撫で回す。当然、周りの連中も見ているが、もうすでに衆目への暗示はかけている。

			この上ない優越感を感じながら、ポケットの中に入れておいたリモコンを『ＯＮ』にする。

			「あっ！　……くっ……うぅ…………アァッ……」

			清楚な顔をして、敏感に反応してしまう。これまでの調教の成果が出つつあるのだろう。

			「上出来だ」

			周囲の視線を感じて、彩の体温が上昇してゆく。

			そのタイミングで、ホームへ電車が滑りこんできた。

			降りる客が出てから、電車に乗り込む。さきほど彩の痴態を眺めていた乗客も、続いて同じ車内に入って行った。

			反対側のドアに身体を押しつけるような体勢になった彩は、続いているバイブの振動に徐々に翻弄されつつあった。

			「ん……あっ……ああぁっ……」

			『お、お腹が……熱いよぉ……』

			最初はきつくて痛かったバイブも、今では濡れてしっかりと馴染んでしまっている。

			『あ、ああ……、身体が……また、勝手に……』

			胸をドアに押し付けるように動かしてしまう。固くなった乳首が擦れて、刺激されてしまう。

			「あぁっ……アッ……うぅ……ンッ！」

			（どうして、どうして私こんなことしているの……？）

			意識が朦朧としてきて、なぜ自分がバイブを入れているのかがわからなくなってきてしまった。

			電車の揺れに備えて脚に力を入れる度に、股間のバイブをきゅっと締め付けてしまう。　そうして、その固さに気持ちよさを感じてしまうのだ。

			もう、たまらなかった。

			下半身が、まるでおもらしでもしてしまったかのようにずっしりと重たくて、陰部はジーンと麻痺してしまっている。

			『だ、ダメ……もう、こ、このままじゃ……』

			全身が崩れてしまいそうな快感に、頭がぼうっとなってくる。

			乳首の擦れる刺激にも、もう耐えられそうにない。

			下腹部からこみあげてくる炎のような快楽に取り巻かれ、灼かれていく。

			『も、もう……ダメ……！』

			目をぎゅっとつむり、唇を強く噛みしめたその時、ゆっくりと電車が止まった。

			そして、目の前の扉が開く。

			『あ、ああ……よかった……』

			彩は命拾いした思いで、電車から外に出た。

			「……ま、朝からクライマックスってのもどうかと思うしな」

			全ては計算どおりだ。今回はこれぐらいで丁度良い。

			乗客の嫉妬の視線を感じながら、剛斗はククク、と愉快そうに笑って電車を降りて行った。

			


			


			午後の授業中。クラスメイト達が勉学に励んでいるなか、剛斗と彩は学園の裏庭に来ていた。

			「ね、ねえ……こんなところで……いったい、何をするの？……い、今は……授業中なのよ？」

			さすがに優等生。自分の身の危険よりも、学校生活のルールのことが気になってしまうらしい。

			今まで散々エッチなことをされたというのに、思考はまだまだ優等生というわけだ。

			こうして、首輪までつけているというのに、まだ逆らおうとしているらしい。

			（やっぱり、まだまだ調教が足らないな）

			「用がないなら、もう戻りましょう……今なら、まだ……」

			「待てよ、まだ用は済んじゃいないんだから」

			踵を返そうとする彩の腕を掴む。

			「や、やめてっ……！」

			ここにきて、ようやく意図を察したのか、その手を振りほどこうとする。

			今はまだ暗示の力を使っていないので、こうした言動も行動もできるわけだ。

			「フフ……、やはり素のままじゃ、まだまだ反抗的なじゃじゃ馬みたいだな……」

			ポケットの写真を握り、彩をじっと見つめる。

			（俺の言葉に従え）

			「い、いや……やめ……」

			拒絶の言葉を口にしようとしたところで、どくん、と空間が脈打つ。

			それとともに、彩から反抗的な態度が奪われ、身体がふらついてしまう。

			（犬のように這いつくばって、俺に尻を見せろ）

			「……。はい……」

			瞳から理性の輝きが奪われ、従順な操り人形になってしまう。

			「いぬ、みたいに、よつんばい、に……なります……」

			身体をガクガクと痙攣させて、ぎこちない動きで言われた通りの格好になる。

			お尻をこちらに突き出して、あたかも誘うように腰を振る。

			「ふふ、触って欲しいんだろう？」

			剛斗の手が尻に触れると、ビクンと身体を反応させる。

			しかし、決して逃げることはできない。拒絶の心も持っていても、暗示の力で捩じ伏せてしまうのだから。

			そのまま舐め回すように、手のひらでショーツ越しに尻を撫でると、彩は小さく息を吐いた。

			どうやら、感じないように気を張り詰めているようだが、そんなものは無駄な努力というものだ。

			ショーツに手をかけて、ゆっくりと下のほうにずり下げてゆく。甘酸っぱい雌の匂いとともに、濡れそぼった花弁が露になった。

			「すごいな、彩。すっかりエッチなお汁でベトベトじゃないか？　お尻を撫で回されただけで、そんなに感じたのか？」

			わざと驚いたように見せて、彩の羞恥を煽る。

			「……は、はい……お尻さわられるだけで、すごく……か、感じてしまいましたあぁ……あああ……も、もう我慢できないの……」

			そう言いながら、ペニスを欲しいとアピールするように、腰をくねらせる。

			『い、いや……、どうしてそんなこと言うの!?そんなのウソ……だめ……入れないで……いやああ……そ、そんなのだめ……な、なのに……！』

			彩の心の中の困惑が伝わってくる。

			（フフ、どんなに心が嫌がったって、お前の身体は拒否できない。そのうち、心だって折れるさ……）

			「そうか、そんなに欲しいなら……入れてやるさ」

			腰を引き寄せ、性器にあてがう。
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			そして、猛りきった肉棒を、ゆっくりと、突き入れてゆく。

			「アアアッ……ンンッ……あああぁあっははああぁぁぁぁぁぁ……」

			『だめ……深い……いや……きちゃ……だめ……！』

			濡れているとはいえ、かなりの抵抗がある。

			きつい中へとぐい、ぐいと入れると、愛液がじわじわと分泌されてくる。

			「ふぁああん……アアッ……ンンンッ……！」

			奥まで届くと、彩はたまらず身体をのけぞらせた。

			潤滑液で満たされ始めた中を、蹂躙していく。

			「アアアアッ……ああうぅぅ……うぅぅん……うぅうッ……！」

			愛液がおびただしく滲み出てくるのが分かる。

			溢れ出した液体が尻に垂れて、太ももを伝うほどだ。

			『ああ、いや、どうして……無理矢理されてるのに、どうしてこんなことになっちゃうの、いやよ、……いや、助けて……誰か、助けてえ！』

			心の中で必死の抵抗をするが、身体はセックスを愉しんでしまっている。

			「うぅ、出るッ……！」

			ペニスの先端に快感が集中し、限界がやってきた。

			「出すぞ、出すからな！」

			「ああああぁぁぁ……熱いッ、熱いのっ……はあああぁうぅぅぅぅぅぅぅ……！」

			膣の中へ、熱い迸りを流し込む。
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			彩は、びくんびくんと何度か震えると、脱力したようにその場に崩れ落ちてしまった。

			


			


			事後処理を終えて、ふたりは帰途についていた。

			水泳部の部活は、ここのところ調子が悪いということで彩はずっと休んでいる。

			見るからに憔悴してしまっている彩を見て、顧問も部長も心配しているほどだ。

			しかし、剛斗との関係は噂にもなっていない。

			屋上での放尿を目撃されてもいたし、男子トイレでの行為を一部の生徒に知られていても、暗示によって強く口止めされた生徒達は話すことができないのだ。

			地元の駅に降り立ち、改札で別れるところで、剛斗はあらかじめ買っておいたものを手渡した。

			「え？　こ、これ……なに？」

			「フフ、見てわからないか？　ローターだよ。ピンクローター」

			箱に入ったままのローターを見て、彩はきょとんとしていた。性の知識に乏しい彩にはこれがなんなのかわからないらしい。

			「これを、明日ショーツに入れてくるんだ。電車内で使ってやるから」

			「えっ!?」

			おぼろげながら用途を理解したのか、彩は驚きの声をあげた。

			「それと、今夜もちゃんと、留守電に今日の報告をしながらオナニーしている声を入れておくんだ」

			「…………」

			黙りこくってしまう彩。そこを剛斗は軽く念を込めて押し切る。

			「……いいな？」

			「は……はい」

			戸惑う表情が、またそそるものがある。

			こうして高嶺の花だった美少女を困惑させ、淫らに調教してゆくことは最高に楽しいものだった。

			


			


			その夜。携帯を見てみると、彩からの留守電が入っていた。

			「フフ……。今夜のはどうかな？」

			剛斗はゆったりと椅子に腰掛け、彩の淫らな喘ぎ声を堪能することにした。

			「あ、ああっ……きょ、今日も、電車の中で気持ちよくしてもらって、そのあと、裏庭で後ろから入れられて、イッちゃいました……あと、明日はローターを使ってくれるみたいで、すごく、楽しみです……ンンンッ！　イイイっ！　くふぅんっ！」

			だいぶ、羞恥心が薄れて、オナニーの快感に没頭できるようになってきたようだ。

			（もっともっと辱める調教をして、どこでも憚はばからずにオマンコを濡らし、自ら服を脱いでＳＥＸを求めるような、恥かしい女に、彩をしてやろうか……）

			これからの調教に思いを巡らせながら、ベッドに横になる。

			今まで妄想の中でしかできなかったことが、こうして実現できることに、この上ない満足を覚えていた。

			


			


			そして翌日。

			「よっ、ちゃんと入れてきたか？」

			背後からの突然の囁きに、駅のホームで電車を待っていた彩の心臓は爆発寸前に高鳴ってしまう。

			その言葉の意味を十分理解しているのを裏付けるように、恥ずかしさに全身の鳥肌を立たせていた。

			『あ、あぁ……な、何度も捨てようと思ったのに……どうして、こんなものをアソコに入れてしまってるの……？　こ、これから電車に乗るのに……』

			どうやらローターを使うのに、それなりの葛藤があったらしい。

			勉強と運動を頑張って、誰からも褒められるような良い生徒になる──それが彩の信条だったのに、今はこうして、毎日いやらしいことばかりさせられてしまっている。

			（そうだ……それでいいんだ。堕落しろ。退廃的になれ。性の虜になってしまえ）

			剛斗はほくそ笑みながら、彩の秘部への意識を上げるように念じた。

			「っ！　あ、んっ！　くぅん……」

			電流を流されたようにビクンと反応して、恥ずかしい声を出してしまう。今のは周りにいる何人かに聴こえただろう。

			『か、感じちゃダメ……、気持ちよくなっちゃったら……ダ……メ……』

			周囲に人が沢山居る駅のホームで、これ以上恥ずかしい思いはしたくない。

			だが、そう思えば思うほどローターの振動が強く感じられてしまう。

			バイブとはまた違った、小さいからこその気持ちよさがあるのだ。

			段々とアソコの感覚が麻痺していって、頭の中もぽーっとして物事を考えられなくなっていってしまう。

			このままローターを入れ続けたら、理性を失って恥ずかしい声を上げてしまうかもしれない。

			「いいか、彩。俺から離れるな。電車に乗ったらそのまま真っ直ぐ進んで電車の反対側の扉に向かうんだ」

			直接声で、彩に命じる。

			逆らおうとしても、彩の頭の中はもうほとんど真っ白で、身体がふわっと浮きあがるような感覚だ。

			あっという間に『何か』に浸食されて……別の『何か』が心を身体を満たしていた。

			（さあ……、行け……）

			頭に剛斗の言葉が響く。

			彩は操られているとは思えないぐらいしっかりとした動きで電車の中に入り、人混みをかきわけて、電車の開閉扉に身体を押しつけた。

			それでも次々と入ってくる乗客に押され、彩の胸は扉のガラス窓に思いっきり押し潰されていやらしく歪む。

			剛斗は、怯えた眼で辺りをうかがう彼女のすぐ後ろに立った

			『ああ……このローターだけじゃなくて……やっぱり……剛斗くんも私に何かするつもりなの……？』

			「ん、ふぅぅ……」

			電車が発車するときの揺れが、股間を刺激する。

			すっかり敏感になってしまったオマンコは、新たな愛液を次々と溢れさせる。

			なんとか唇を噛み締めて声を押し殺す。

			「彩……、快感を耐える仕草も……凄く可愛いぞ……」

			わざと吐息の熱が伝わるように、耳たぶのそばで囁く。

			ねっとりとした感触のその吐息に、彩は身体をぶるぶると震わせた。

			意地悪なことをされる嫌悪感と、ゾクゾクする背徳的な快感。汗を噴出させながら、彩は鞄をぎゅっと抱きしめて、耐えた。

			それでも、ブブブブ……と膣内で揺れる小さなローターの振動に、両脚が震えてきてしまうほど感じてしまう。
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			（彩……いいか、胸を扉に押しつけろ）

			心を締めつけてくるかと錯覚するような、得体の知れない強制力を持つ声が、全身を逆なでする。

			『いや……、そんなの……い、いやよ……』

			頑張って、拒絶しようとした。しかし、当然のごとく口は回らない。

			そればかりか、身体が意思に反して勝手に動き出す。

			勝手に動いてしまうその身体は、胸をぐいと開閉扉のガラス窓に押しつけていた。

			剛斗は背後から体を密着させて、お尻や太ももを撫で回した。制服越しに伝わる柔らかな感触に、こちらの股間も熱くなってきてしまう。

			更に密着して股間をお尻になすりつけながら、手のひらでも揉みしだく。

			「んぅっ……ん、あぁあっ……ダ、ダメ……クリトリス……も……おっぱい……も……お、お尻も……き、気持ち……いい……」

			『私……、何て声を出しているの!?　……い、イヤッ……は、恥ずかしい……こんな、こんな声ぇ……」

			彩の淫らな声に、車内の雰囲気が変わる。

			剛斗は素早く辺りに暗示をかけて安全を保った。そうして電車内での調教を継続する。

			『いや……だ……私……エッチな女の子に……なっちゃう………』

			彩は身体どころか顔まで熱くなってしまった気がした。恥ずかしくて、もうどうかなってしまいそうだ。

			そこを見計らって、剛斗は手を回してショーツの上からローターを強く押し付けた。

			「んぅう……っ」

			きつく目を閉じて、突き上げてくるような快楽に耐える。

			意識がクリトリスにいったところで、電車の揺れを利用して、後ろから彩の胸を窓に押し付ける。

			「ん、ぁあっ！」

			快感ですっかり固くなってしまった乳首が窓に擦りつけられて、大きな声を出してしまう。

			剛斗は更に身体を押し付けて、彩の乳首を窓に何度も擦りつけた。と同時に、固くなった肉竿をスカート越しに擦りつける。

			「あっ……い、いやぁ……。乳首も……お尻も、擦れて……」

			今では彩も、剛斗の動きに合わせて自分から身体を動かしていた。

			『い、いや、いやぁ……電車の中で、こんな……エッチなこと……』

			股間からとろり、と愛液が溢れるのが分かる。

			電車の中で、感じてしまっている。

			優等生だったはずの自分が、こんな痴漢まがいのことをされて──。

			「あっ……あぁ……ん……んう……んふぅっ！」

			無言の車内に、彩の喘ぎだけが響く。

			『これじゃ……まるで、私……、電車の中で……オナニーを……させられてるみたい……あっ……あっ……はあんっ！』

			尖りきった乳首がブラとこすれて、びりびりと電流のような快楽が何度も流れる。

			全身が熱くなり、汗が額に浮かぶ。

			吐く息はますます熱くなり、淫らな喘ぎ声を抑えることが出来ない。

			それも、満員電車の中なのだ。多くの乗客の視線を一身に受けてしまっている。

			恥ずかしくて気が狂ってしまいそう。それなのに──。

			『ああ、いや……こんな……私、どうしちゃったの……頭が、あああ……気持ち…良すぎて……あたまが、お、おかしくなっちゃうっ……』

			羞恥心よりも、気持ちよさが勝ってしまう。

			「あっ、あっ……あぁ……」

			意識が朦朧としてくる。もう、なにも考えられない。ここがどこだろうと、関係ない。

			（ククク……いけっ、彩っ！）

			剛斗が鋭く暗示をかけた途端、

			「あ、あああっ……くぅぅぅ……い、いっちゃう……よぉ……、ひっ……い、いくっイクイクイクッ……イッ……ふぁぁぁっ！」

			多くの乗客の前で、彩は電車内絶頂を迎えてしまった。

			『あ、ああぁ……』

			イってしまった。こんなところで、多くの人に見られながら──。

			


			


			「さあ、彩……」

			学校に着くや、空き教室に彩を押し込む。

			痴漢プレイで散々性欲を高めていたのだから、もう我慢できなかった。今すぐにでも彩を犯して射精してしまいたい。

			「い、いやっ……やめて！」

			レイプのように犯されることに抵抗を感じて、彩はもがいた。

			（抵抗しないで。俺に犯されろ！）

			しかし、性欲の高まりとともに強くなった暗示は強烈である。

			「あッ……」

			弾かれるようにビクンと身体を跳ねさせて、彩は固まってしまった。

			瞳から光が失われ、身体から急速に力が抜けていくのがわかる。

			「ああ……ぁン……」

			乳房を掴むと、先ほど抵抗していた口から、甘い喘ぎ声を出してしまう。

			「フフ、すごい……すごい、柔らかくて……いい感触だぞ……。やっぱり彩のおっぱいは最高だ！」

			ボリュームがありつつ、形の良い、釣鐘型の乳房。

			乳房を揉まれるたびに荒い息を吐く姿は、牡の劣情をドクドクと煽り、興奮をかきたててくる。

			こんな美少女を思い通りに操れるのだから、笑いが止まらない。

			「あぁ……はっ……あうぅン……うぅん……」

			鼻にかかった喘ぎ声を聞いていると、獣のようになっている心が、ますます凶暴になってゆくのがわかる。

			そのまま力任せに、制服を思いっきりずりあげて、乳房を露にする。

			「はぅっ……」

			たわわに実った果実のような乳房。

			白くつややかな肌は、ほんのりと上気していて、実においしそうだ。

			大きなカップにつつまれた、今にもこぼれてしまいそうな豊乳を前に、肉棒がますます興奮の炎に包まれ始める。

			海綿体に血流がなだれこみ、充血した勃起がズボンを押し上げる。

			無抵抗な腕を掴み、はちきれんばかりになっている肉棒へ、指を誘導する。

			「アッ……」

			肉棒に触れた瞬間、びくんと小さな身体が跳ねた。

			「どう、なっている？」

			手首を掴み、張り詰めた股間を触らせて、感想を求める。

			「……す、すごく大きくて、固くなって……ます……」

			白魚のような指の繊細な動きが、男根にびりびりとした疼きを加えてくる。

			先ほどの痴漢プレイで高まっているだけに、気を抜けば出てしまいそうだ。

			気を逸らすために、彩のスカートの中へ手を伸ばす。

			「ひあぁ……！」

			「どうした？」

			ショーツに手を添え、軽くまさぐりながら微笑む。股間には未だにローターが入ったままで、指にはその振動が伝わっている。

			「んうぅっ……ぁっ……はあぁ……う……ン……」

			「さあ、俺とこのままエッチしようぜ」

			「い、いや……」

			クチュクチュと、わざとエッチな水音を立てながら、愛撫を続ける。指を動かすたびにショーツに広がる染みは大きくなってゆく。

			「イヤ、じゃないだろ？」

			ローターを取り出し、代わりに人差し指を挿入すると、びっくりするぐらいにヌルヌルして熱を帯びていた。

			口ではいやといいつつも、身体のほうはすっかり準備ができているようだ。

			（さあ、俺に身体を捧げろ。俺にその身を汚させろ！）

			強く念じながら、ズボンを脱いですっかり固くなった肉棒を取り出す。

			静脈が浮きあがった勃起は、下腹にひっつきそうなほどに昂ぶっていた。

			「ぁ……ああ……ッ」

			顔を上気させて、彩は肉棒に見入ってしまっていた。

			虚ろともいえるし、これからされることに期待をしているともいえる表情。

			一歩間違えば壊れてしまいそうな、少女の脆さと美しさがそこにはあった。

			（やっぱり、彩は極上の美少女だ）

			秘裂へ勃起を押し当て、剛斗はにやりと笑った。これからこんな美少女を肉棒で貫けると思うと高揚してくる。

			「ああっ……！」

			ショーツを脱がされて、床に押し倒されてしまった彩は、あたかも行為を受け入れるかのように、両脚を広げてしまっていた。

			もう、自分の意思なのか、操られてしまっているのか、判断がつかなくなってきつつある。自分の身体なのに、自分のことがわからくなってしまっているのだ。

			「いくぞっ！」

			わざと宣言してから、肉棒を膣口に押し当て、ゆっくりとその熱の籠った蜜壷に挿入してゆく。

			「はあぁ……ああっんッ！」

			いきなりの深い挿入に、思わず仰け反って叫んでしまっていた。

			本当に嫌だったら、挿入の瞬間にこんな声を上げるべきではないだろう。

			でも、こんな気持ちよさの前に、喘ぎを抑えることなどできはしないのだった。

			怒張した亀頭が、子宮口にグイグイと押しつけられる

			「ん、あぁっ……はあぁ……アウゥンンン！」

			『あ、だめ……ああ……き、きちゃうぅぅ！』

			挿入しながらも、彩の心を探ってみると、やはり嫌がることはなく、快楽に翻弄されているようだった。

			性の快楽で思考が奪われ、ただただ気持ちよくなってしまう。

			「フフフ、そうだ、それでいいんだ！」

			腰を振りながら、快楽に歪む美少女の表情を見る。

			学園一の人気を誇るアイドルで、教師はおろか同性の女子からも受けの良い優等生で、学生のみならず、男が見たら誰もがやりたいと思う美城彩をこうして今、犯している。

			（ククク、最高だ……。最高の気分だ！）

			精神的な充実感を覚え、今までにない気持ちになる。

			ズチュ、グチュッという、聴くだけで淫らな気分になる水音を立てながら、激しく肉棒を出し入れする。

			「あん、んぅううっ！　はぁあっ！　ああんっ！」

			『……気持ちいいっ！　気持ちいいよぉっ！』

			もう彩の頭の中は、快楽のことだけでいっぱいになってしまっていた。

			どんなに美少女でも、どんなに優等生でも、膣にペニスを挿入される快楽の前には、あまりにも無力なのだ。

			膣奥からはエッチな粘液を溢れさせ、ますますペニスの滑りを良くしてしまう。

			『はぁぁっ、アソコが熱いの……いっぱい出し入れされて、私の頭、おかしくなっちゃうぅっ！』

			彩は無意識のうちに、両手を剛斗の背中にまわして、きつく爪を立てていた。

			「ハハハ、そんなに気持ちがいいのか！」

			美少女を性的に堕落させる満足を覚えながら、腰の動き速める。

			「あんっ！　ああんっ！　んぅうう！　ひぃいっ！　ダメッ……ダメェ！　そ、そんなに激しく……したら、あっ、あぁああッ！」

			顔を真っ赤にして、首を激しく左右に振る。

			「くっ……ほら、いけよ！　派手に、いっちまえよ！」

			不規則な収縮を繰り返す膣に、こちらもそろそろ限界だ。

			「くぅっ、お、おおおおおっ！　出すぞ！　顔にかけてやるからな！」

			「あっ……イ、イクッ！　イクぅうううッ！

			咆哮し、射精すると共に、彩も身体を思いっきり仰け反らせて、派手に達した。

			「くっ、あぁあ……」

			一度中に出したあとに、ペニスを引き抜いて彩の顔にザーメンをかけてゆく。
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			「い、いや……あ、熱い……」

			ネバネバした精液に顔を汚されてしまって、泣きたくなってしまう。

			それでも、生臭い牡の匂いを嗅いでいるうちに、身体が火照ってきてしまう。

			「……フフ、精液ぶっかけられて、随分と気持ちよさそうじゃないか？」

			意地悪く笑う剛斗に、彩は恥ずかしそうに顔を背けた。

			なにしろ朝からローターを入れられ、電車の中では痴漢プレイまでされていたのだ。

			これで気持ちよくならない女の子なんていない。

			（どうやら、だいぶ堕ちてきたようだな……）

			しかし、まだまだこんなものでは堕落したとはいえない。

			ふたりの時だけ乱れているのでは、普通のカップルとなんら変わることはないのだ。

			本当の意味で、彩を堕落させねばならない。

			それは義務ではなく、剛斗が望むからだ。

			そして、心の底では、彩も──。

			


			


			学校とは実に退屈なところだ。友人もほとんどいない剛斗にとっては、授業のみならず、休み時間も含めて、すべてが苦痛な時間でしかなかった。

			次の授業は体育ということで、男子生徒は早々にクラスから出されてしまう。女子の着替えのためだ。

			「彩、着替えたら、体育倉庫に来るんだ」

			教室を出る前に、彩の耳元で囁く。

			念じるだけでも来るだろうが、こうして直接耳元で命令を出すほうが興奮する。それは、彩も同じだろう。

			ビクッと身体を震わせたのち、剛斗にしかわからないぐらい小さく、頷いた。

			今まで体育の時間はだるくて仕方が無かったのだが、このビホルドの力を手に入れてからは授業はサボり放題だ。

			いくらサボっても、暗示の力で教師も生徒もコントロールしているので、問題になることは全く無い。成績が落ちることもない。

			「まったく便利な力だ。こんなものがあるのなら、早く手に入れたかったな」

			毎晩のように彩の部屋を覗きに行っていたのが、バカみたいだ。長時間かけても、せいぜい下着姿を撮れるかどうかだったのに。

			扉を開く重い音がして、体育倉庫に彩が入ってきた。指示通り、ちゃんと体操着に着替えている。

			「さあ、俺達の授業を始めようか」

			「……。は、はい」

			一テンポ遅れたものの、暗示の効果はそこそこといったところだろう。

			まずは背後から手を伸ばして、体操着越しに乳房の柔らかさを味わう。

			「んっ……」

			直に触るのとはまた違った感触。揉めば揉むほど、もっと揉みたくなる。

			そのまま飽きるまで、胸を揉み続ける。

			その間、彩は　抵抗することなく、されるがまま乳房を揉まれ続けていた。

			『はぁぁ……おっぱい……すごい、触られてる……あ、あぁ……』

			段々と身体が上気してきて、汗ばんでしまう。

			「次はこっちだな」

			今度はブルマ越しにお尻を撫で回す。痴漢プレイで制服のお尻を触るのも楽しいが、やはり体操着──特にブルマは他には無い魅力を備えている。

			「フフ、いい尻だ……」

			雌の香りを漂わせる形の良いヒップを、思うさま堪能する。

			『い、いや……そんな……い、いやらしい手つきで……触らないで……あぁっ……んぅっ、んぅうっ』

			まるで痴漢のような撫で回されかたをして嫌悪感が込み上げてくるが、すぐに快楽にとって変わられてしまう。

			「フフ、まだまだ、これからだよ……」

			体操着をたくし上げ、豊かな両乳房を露にする。

			汗でしっとりと濡れた乳房は、おいしそうな果実を連想させる。

			更にブルマも脱がしてしまい、鞄から縄を取り出す。

			『ま、また……縛られちゃうの？』

			どくん、と胸に縛られたときの、痛くも気持ちのよい妙な感覚が甦ってくる。

			「クク……いい。やっぱり美少女は縛られなきゃ……」

			またたく間に、開脚拘束の格好で縛りあげられてしまう。

			折れてしまいそうなほど繊細な細腕は後ろ手に回され、手首を交差する形で縛りつけられる。

			彩は細面の顔を真っ赤に染め、あたかも何周も校庭をまわったあとのように息を荒げて、腰をもじもじとさせた。

			その度に、つやつやと輝くポニーテールに結わえられた髪がふらふらと揺れる。

			「さあ、彩の好きなローターを乳首につけてやるよ」

			ポケットからローターをふたつ取り出して、両乳首につける。

			「あとは、バイブだ」

			強引にバイブを突っ込んで、中に押し込んでゆく。

			「ん、ぁあああっ！」

			さきほど中にも出しただけに、それがローション代わりになって、こちらが驚くほどスムーズに奥まで入ってしまった。

			「はぁっ……はぁっ……はぁっ……」

			荒い息を吐きながら、気を落ち着ける彩。

			「フフ、入れられただけで、イキそうになったな？　まだ、リモコンのスイッチを入れてないんだけどな？」

			コントローラーを見せつけるようにして、スイッチをオンにする。

			ヴィイン……。………。ヴィィン……。……。ヴィィイン。

			スイッチをオンにしても、すぐにまた止めてしまう。そして、またそれを繰り返す。

			「はぁあっ…………んんんぅ！　……くぅうう！」
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			「ほらほら、どうしてほしいんだ？」

			『い、いや……そんなこと言えない……』

			唇を噛んで、こらえる彩。どうやらまだ完全には理性が飛んでいないらしい。

			「フフ、たいしたもんだよ。だが、今、楽にしてやる。さぁ、思っていることを言うんだ」

			念を込めると、ビクンッと彩の身体が震える。

			そして、か細い声で、今感じていることを口にした。

			「ぁああ……お、お願い……じ、焦らさないで」

			「動かして欲しいか、彩」

			「あ、は、ぃ……おまんこに……あああっ……当たっていて……気持ちよくて……んふぅぅ……はあぁう……も、もう我慢できないんです」

			「そら、ご褒美だ」

			「中」の強さでローターとバイブのスイッチを同時に入れる。 

			「はぁあああ！　んんんんっ！　くふぅうううんっ！」

			両乳首とクリトリスへの刺激に、激しく身をよじって感じてしまう。

			「ああぁ……ンンッ、……アアアッ……んあぁ……ひぅんっ！」

			じわじわと太腿を流れ落ちてゆく愛液を見ながら、舌なめずりする。 

			まさかこの学園の誰も、才色兼備のアイドルの美城彩が授業に出席もせずに、こんなカビくさい体育倉庫で肉悦をむさぼっているなど考えもしないだろう。

			（フフ、もっとじっくり責めてやるか……）

			「おらっ。誰が好きに動いていいと言った？　身体の奥底まで快楽を感じろ！」

			「んっ……！　ああん……うぅん……ンフッ……はううぅぅぅン……っ」

			暗示によって、今度は快楽で身悶えすることすら禁じられてしまった。

			気が狂いそうなほどの快楽を受けても、身をよじらずに我慢しなければならない。

			「んっ……ふぅう……はぁ……ぁああ」

			声だけは自由に上げさせているが、その目は段々と虚ろになってゆき、ビクビクッと痙攣するだけの異様な状況になる。

			「そうだ。我慢しろ。好き勝手に気持ちよくなれると思うな」

			あたかも飼い犬に対するように、厳しく躾ける。

			「フフ、そうだ、耐えろ」

			言いながら、今度はスイッチを全部「中」と「強」の中間まで上げてやる。

			「んぐうぅ……は、あ、ああ、あ……ひぃいいい」

			『いや、やめて……おかしくなっちゃう……そんなにっ！』

			自由に身をよじることすら禁じられて、彩は苦悶の表情を浮かべていた。

			その間も、容赦なくバイブがブルマの中でうねり、ローターが両乳首を刺激する。

			身動きを封じられても、オマンコだけは自由にさせていた。

			だから、全身を動かせずに欲情を発散できない分、オマンコに快楽の熱が集まってしまうのだ。

			歯を食いしばって、苦悶の表情を浮かべている彩に、にやりと微笑む。

			そうして、とどめとばかりに、全てのスイッチを全部「強」に上げる。

			そして、同時に、写真を握って、念じる。

			「よし、動いていいぞ」

			「っんんん！　んんんぅううっ！　はあああああぁっ！」

			途端に、彩は激しく喘いで身をガクガクガクと激しくよじった。

			情けないぐらいに口を開いて、涎を垂らしながら、全身を振るわせる。

			「イクぅううっ！　あっはああぁぁぁぁっ！　イク！　イクイク！　イクふぅゥゥゥゥゥゥゥゥゥッ……！」

			喘ぎ声は叫びとなって、頭の中が真っ白になる。

			その瞬間、バイブがずっぽり入った膣から大量の愛液が、尿かと思われるほど勢いよく噴出した。

			それでも全身の痙攣は収まることなく、足の指先までピンと伸ばしてブルブルと震える。

			「ふあぁぁ……アアアッ……アアァァ……ンンンンッ……！」

			何度も何度も全身を痙攣させて、涎を垂らし、汗を噴出させ、おしっこのような愛液を噴出しながら、彩は派手にイキ続けた。

			「クク……すごいな、これは……」

			指示をしていないのに、自らの意思で腰を突き出しながら、壊れたように愛液を噴出させる。

			ブルマはもうすっかりビチョビチョになってしまい、体操着はすっかり汗で透けてしまっていた。

			ローターのピンク色が体操着越に透けて見えて、実にいやらしい。

			「クク、次はブルマを取ってやろう……」

			「あ、あぁあ……ん、ンンンンッ！」

			そのあとも調教は、体育の時間が終わるまでたっぷりと続いた。

			「はぁ……はぁー……はぁー……」

			チャイムが鳴り、ようやく解放される。

			すっかり自分の体液でびちょびちょに濡れ、虚脱したようにがっくりと首を折った。

			気がおかしくならなかったのが、不思議なくらいの異常快楽だった。

			


			


			放課後。まだ生徒が学校に残っている時間だが、あえて剛斗は調教を開始することにした。そろそろ彩の痴態を生徒に見せつけるのも悪くはない。

			『恥ずかしい……こんな格好……いや、なのに……』

			首輪をつけられた制服姿の彩は、廊下を四つんばいで歩かされていた。

			人通りが少ないとはいえ、たまに通りかかる生徒が、じろじろと彩の姿を見る。中には驚きのあまり目を開いたまま、あんぐりと口を開けてしまう生徒もいる。

			しかし、声を上げて驚くなどの反応を示す者はいない。一瞬後には、何事もなかったように通り過ぎてしまう。

			こんなものを目撃したら、普通なら大騒ぎになるだろうが、暗示の力で見て驚くだけに留めることができるのだ。

			学園アイドルを犬として扱い、散歩させる。

			この上ない優越感を味わいながら、ヒモをグイッと容赦なく引っ張る。

			「うぐっ……ンンッ……こほっ……けほっ……」

			急に締まった首輪に、咳き込んでしまう。

			『や、やめて……私は……い、犬なんかじゃないの……』

			心の中で抵抗を示すも、行動には反映させられない。

			ただただ、従順に校内散歩を受け入れてしまう。

			羞恥に熱くなる身体。膣では奥まで押し込まれたバイブが低い唸りを立てて、グリングリンと、尻尾のように動いている。

			学園のアイドルであり優等生の彩が、こんな淫らな姿で散歩をしているだなんて、誰もが信じがたいことだろう。

			「ンッ……あああっ……んふぅぅ……あんッ……！」

			こうして淫らな喘ぎを上げている雌犬と化した美城彩を目の前にして、皆一様に、呆気にとられてしまうのだ。

			幸い、クラスメイトは誰も通りがかっていないが、学園一の美少女である彩のことは、学園の多くの生徒が知っている。

			「んはあ……はああっ……んく……んふぅ……っ……」

			すれちがう生徒に、無言でじろじろと見られることにも、今では感じてしまう。

			（ククク、いい反応だ……だいぶ、心の抵抗がなくなってきたようだな）

			「彩」

			『え、な、何……なにをするの……!?』

			剛斗は、おもむろに胸へ手を伸ばした。

			「ひゃ……!?」

			彩の表情が恐怖に歪む。

			そのままブラをたくし上げると、ぱちん、と弾けるように胸がこぼれ落ちた。

			「はうあうあうう……！」

			四つんばいの体勢でおっぱいが露出され、動く度に大きくゆれる。

			『こ、こんなに揺れちゃうなんて……は、恥ずかしい……わ、私の身体、なんて恥ずかしいの……』

			まるで制服の束縛から解放されて、悦んでいるかのようですらある。

			『ああぁぁ……そんなに揺れないでぇ……ダメぇ……いやらしいから……そんなに、揺れないでぇ……！』

			そろそろ頃合いと見て、バイブのスイッチを「強」にする。

			「ンッ、ンンッ……ああぁぁ……はあぁうぅ……うぅ、ふうぅんッ……！」

			葛藤も羞恥も、バイブの快楽の前には無力だ。

			露出散歩で濡れてしまっていた膣は、すぐに快楽を増幅させてしまう。

			「ああん……うぅん……はっきゃうンッ……あうぅ……っ！」

			膣内で起こるバイブの鈍い音に、粘着質な水音が混じり始めた。

			ぽた、ぽた、と、溢れた愛液が太ももを伝い、廊下に点々とエッチなシミを作ってゆく。

			『なんて……はしたないの……私は……こんなに濡らしてしまって……』

			多量の愛液は、太ももどころか、ニーソックスまで濡らしてしまう。

			「はっ……アアアッ……ンンンッ……あむぅ……ンッ……んんふぅぅぅぅ……ンンッ！」

			声を上げながら、壊れた玩具のように、がくんがくんと何度も体を揺らす。

			身体を支えきれなくなって、そのまま上半身を汚い廊下に沈ませる。

			あたかも、誰かにひざまずいて許しを請うような卑屈な格好だ。

			「ああん……うぅ……ッ」　

			胸が床に潰れて、楕円に歪む。

			それなのに、股間からは止めどない愛液を、唇からは涎を垂らして、ビクビクと感じ続けてしまう。

			その痴態を、その後も数人の生徒が目撃し、過ぎ去って行った。
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			朝。すっかり日課となった痴漢プレイの時間だ。

			満員電車での通学というものはストレスの溜まるものだが、今はこうして彩を弄んでいればすぐに学園の最寄り駅に着いてしまう。

			「……制服をたくし上げて、おっぱいを見せてくれよ」

			念を込めずに、直接、耳元で囁く。

			「ああ、いや……そ、そんなことしたら、他の人に見られたら……アアアッ……そんなこと、で、できなぃ……」

			暗示を全くかけていない状況では、やはり常識を逸脱することに抵抗を感じてしまうようだ。

			ここで念を込めて強制するのは、たやすい。しかし、それでは面白くない。

			「……そんなことないさ、今まで人前で、いっぱいエッチな姿を見せてきたキミなら全然大丈夫だよ」

			わざと念を使わず、おどけるように明るく囁く。

			「で、でも……」

			そうして、俯いてしまう。どうやらこれ以上は無理のようだ。

			（ちっ、やっぱりまだまだ、だめか……）

			ぐずぐずしていたら、駅に着いてしまう。

			（さあ、やるんだ……）

			不本意であるが、やはり念の力に頼るしかない。

			ドクン、と空間が脈打ち、世界が剛斗の支配下に置かれる。

			彩は操り人形のように動き出し、制服から豊かな乳房を解放した。

			扉のガラスに、たぷんたぷんと節操なく揺れるおっぱいが映る。

			乗客の視線が集まり出す。

			常連のようになっているサラリーマンから、初めて見て驚いているらしい女子校生まで、様々な感情の籠った視線が彩に向けられる。

			『ああ、私、なんてことをしているの……こ、ここは電車の中なのに……こんな、いやらしいこと、していいはず、ないのに……っ』

			すれ違う電車からも、制服をたくし上げて、おっぱいを丸見えにしてる姿が、はっきり見えることだろう。

			彩はもう、抵抗する気力を失っていた。身体の自由が奪われる感覚に身を任せてしまっている。

			それは、諦めの気持ちに似ていた。

			『あぁ……また、私……こ、こんなにたくさんの人の前で……エッチなことをしちゃうんだ……』

			初めて電車の中でショーツを見せつけた日から数日。まさかここまでエスカレートしてしまうとは思わなかった。

			今朝も入れることを強要されていたローターの振動が、膣奥で響く。

			理性も、自我も、関係ないというかのように、快感の悦びが身を冒していく。

			「んぁ……ああん……！」

			呼吸がうわずってきて、震えてしまう。

			無機物の冷たいローターが、今では熱くなってしまっている。

			その感覚が何とも言えない甘美な波紋を、身体の中へ響き渡らせた。

			「あッ……ああっ……ンンッ……んふぅ……ンッ！」

			全身が性感帯になってしまったかと思えるぐらいに、気持ちがいい。

			後ろから剛斗に密着されるだけで、どうしようもないぐらいに身体が火照って、吐息まで熱くなってしまう。

			硬直で足が引きつり、全身が汗で濡れてくると、シャンプーの香りと、雌のフェロモンがふわっと広がった。

			「んん……いい匂いだぞ……、彩。気持ちよくて濡れてるのか……？　フフ……ろくに触っていないのに、ひとりでそこまで感じるとは、実にいやらしい雌だ」

			耳元で下品に囁き、彩の羞恥を煽る。

			「ほら、男どもは、みんな肉棒をおっ立てているぞ？」

			『い、いや、恥ずかしいの……き、気持ちいいの……ああ、いや……とまんない……おっぱいを押し付けるのが……、乳首を……擦れるようにするのが……皆に見られるのが……ああ、ああぁッ！』
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			露出狂的な快楽が精神に広がってゆく。

			窓に映った乗客の視線で、感じてしまっているのだ。

			『おかしい……見られて感じるなんて、私、どうかしてる……』

			自己嫌悪と裏腹に、ローターの振動はジンジンと秘所を熱く疼かせる。

			全身が燃えるように昂ぶり、まるで生理のときのように乳房が内側から張ってきてしまう。

			『ああ、恥ずかしい……！』

			窓にしっかりと映った自分の乳首と、それに集まる乗客の視線──意識すればするほど、羞恥で頭がおかしくなりそうだ。

			「あああ、ダメなのに……きちゃう……私……ああ、あああああっ……あぁぁ、ふぁ……あうぅぅうンンンン！」

			声を出して、電車内絶頂を迎えてしまう。

			辺りを異様な静寂が支配した。

			『あ、ああ……恥ずかしい声、出しちゃった……』

			窓に押し付けられた乳首に集まる乗客の視線。

			ひとり、剛斗だけがにやり、と笑っていた。

			その微笑を見た瞬間、彩の心の中で何かが弾けた。そして、また、ビクンッ！と身体をつっぱらせて、達してしまう。

			駅を前に、ゆっくりとスピードを落としていく電車。

			「フフ……彩、いい見世物だったよ」

			剛斗の声を聴くと、なぜか満たされた気持ちになってしまう。

			彩は、自分の熱い吐息で、すっかり白く曇ってしまった開閉扉を見た。

			これが開けば、また今日も学園での一日が始まる。

			期待に、ローターを入れた膣奥がジュン、と濡れた。

			


			


			休み時間。彩は、廊下に連れ出された。いや、剛斗に一瞥されただけで着いてきてしまったのだから、自分から来たといってもいいだろう。

			（さあ、ショーツを脱いで、スカートを持ち上げるんだ）

			「は、はぃ……」

			従順に頷いて、言われた通りに下半身を露出する。放課後と違って休み時間は移動教室の生徒で人通りが多い。ここでそんなことをするということは、多くの生徒に自分の痴態を見られるということなのだ。

			早速、女生徒が三人並んで歩いてきた。そして、彩の痴態に目が釘付けになる。

			しかし、驚きの声を発することもなく、そのまま通り過ぎていってしまう。

			『あ、あぁ……は、恥ずかしい……み、見ないで……これじゃ、私……頭のおかしい女の子だよ……』

			今度は、教師が歩いてきた。よりによって、生活指導をしている真面目で融通の利かない堅物教師だ。

			『あ、ああ……ダメッ……！』

			耐えられずに、キツく目を閉じる。

			しかし、その教師もまた、下半身を露出している彩をじっと見てはいるものの、何事もなく通り過ぎていった。

			「フフ、生徒も教師も、ただのギャラリーに過ぎないね。さすがはビホルドの力だ」

			他言無用の暗示がかかっているので、噂になることもない。

			「さあ、バイブを入れてみようか」

			『い、いやっ……！　そんなものを入れてるところ見られたら、恥ずかしくておかしくなっちゃう……！』

			しかし、無情にもバイブは挿入されてしまった。しかも、暗示の力で膣に力を入れるように強制されているので、落とすこともできない。

			今度は、剛斗も見知った生徒が廊下の向こうからやってきた。クラスメイトの女子生徒だ。
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			「ほら、彩の友達じゃないか、あの子」

			「っ！」

			赤くなっていた顔が、一気に青ざめていく。彩とよく話している仲の良い女生徒だったのだ。

			「あ、あぁ……」

			股間にバイブをしっかりと咥えこみながら、身体を震わせる。

			こちらに気がついた女生徒が目を丸くして、彩の痴態に釘付けになった。それでも、歩を止めることはない。

			ヴヴヴヴヴヴ……。

			バイブの低い唸りが、確かに彼女にも聴こえたはずだ。そして、しっかりと膣でバイブを咥え込んでいる彩の姿も──。

			『い、いやぁ！　もうだめ！　もう、この学校にいられない……！　恥ずかしい！　もうだめぇっ！』

			心の中で取り乱すも、こんな状況を見られたらどう言い訳しても、暗示の力でこんなことをさせられている、だなんて信じてはくれないだろう。

			そもそも、彩はこのことを友人に相談することも封じられているのだ。一生、弁解することすらできないかもしれない。

			もう、どこか自分のことを誰も知らない場所へ逃げ出してしまいたい思いだった。

			しかし、ビホルドの力が消えない限り、彩は自由になることができない。

			心の中で涙を流しながらも、マネキンのようにポーズを保ったまま、廊下で痴態を見せつける。

			「フフ……すごいな……乳首が制服から浮かび上がっているぞ……」

			「……はい、彩は今日……、下着を……履いてないので……いつもよりも、興奮しているんです……」

			『あぁ……もう、だめ……私が、私じゃない……』

			今では、自分が自分なのかわからなくなりつつある。

			「あはっ……、ああっ……」

			もう、なにも分からない。

			それでも、快楽だけが道しるべのように、彩に行動を与えていた。膣でバイブをキツク咥えるという淫らな行動を。

			「んふぅ……あぁ……アアッ」

			きもちいい。やっぱり、バイブは、きもちいい。

			「そうだ。堕ちろ。堕ちちまえば、楽になれる」

			剛斗は、膣内でうねるバイブの振動をさらに強くした。

			愛液でとろとろになってしまった膣を、ぐちゃぐちゃにかき混ぜるバイブの感触に、思わず自分からも腰をくねらせてしまう。

			（気持ちいい……あぁ……すごく、き、気持ちいい……ッ！）

			廊下の左右から生徒が歩いてくる足音。いいタイミングだ。

			「ンッ……あっ……アアァッ……」

			通りがかった生徒は、なんと、ふたりともクラスメイトだった。ひとりは、学級委員長の眼鏡女子、もうひとりは、クラスの女子から一番人気のある男子生徒だ。

			『あ、あぁああ……！』

			もう、心の中ですら言葉を成さない。

			混乱と快楽、このふたつに支配されているばかりである。

			「ンンンンアァァァッ………！！」

			羞恥が臨界点を突破して、情けない喘ぎ声を発してしまう。

			通りすがったふたりは、当然、彩の痴態を見ていた。

			「あっ、くふぅううう！　ん、んんぅうううう！　あ、はあああああっ！」

			ビクンビクンビクンと、派手に三度身体を跳ねさせて、彩は立ったままバイブ絶頂を迎えてしまった。

			プシャッ、と、尿が噴出し、廊下に水溜りを作る。

			「ククク……派手にやりやがった」

			クラスメイトはそれでも、何事もなく通り過ぎていってしまう。

			「あ……あぅ……あぁ……」

			『や、やっちゃった……クラスメイトの前で、こんなこと……あ、ああぁ……』

			そこで予鈴が鳴った。

			「さあ、次の休み時間は、もっと多くの人に見てもらおうか」

			「あ、あぁ……んん……」

			ショックが大きかったのか、どうやら聴こえていないようだ。

			予鈴が鳴り終わると、バイブの音だけが、虚しく廊下に響くのだった。

			


			


			昼休み。剛斗は、クラスの連中に『今すぐ教室に来い、面白いものを見せてやるよ』という文面のメールを一斉送信した。

			やがて、学食や中庭などに行っていた生徒も教室に集まってくる。

			「さて、彩……今度はもっとたくさんのクラスメイトを前にオナニーショーをやってもらおうか」

			「……はい……」

			諦めてしまったからだろうか、もう彩に抵抗する意思は消えつつあった。

			開脚するように縄で縛られ、両手は上に吊られている。

			クラスメイトは全員無言で、彩のことを見ていた。

			あらかじめショーツを脱がされていたので、ピンク色のアソコが露になっている。

			（ククッ。観客どもの口を自由にしてやるか……彩も見られているだけでは、もう物足りないだろうからな……）

			剛斗が念を込めなおすと、クラスメイトに表情が戻った。

			「おっ、おい……マジかよ……これ……！」

			「美城のオマンコ、すげぇ綺麗だ……」

			「み、美城さん……？」

			「あ、彩ちゃん！　な、何してるの!?　正気に戻ってよ！」

			男子生徒も女子生徒も、それぞれが彩に言葉をかける。

			しかし、そんなものは彩の興奮を煽るスパイスにしかならない。

			「んはぁ……ああ……うぅん……あぅん……っ」

			剛斗は、動けない彩に変わって、中指の先を膣穴に入れて、クチュクチュと音を立てて掻き混ぜてやった。

			あまりに淫靡な光景に、教室がまた静かになってしまう。
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			暗示を止めているのにも関わらず、だ。

			そんな異様な雰囲気の中で、指を動かし続ける。

			『あ、あぁ……みんな……すごい……見てる……』

			男子も女子も、彩の姿に釘付けになってしまっている。

			興奮、衝撃、嫌悪、呆然……様々な感情の籠った視線が、彩の下半身に突き刺さっている。

			身体だけの快楽のみならず、精神的な快楽が彩のアソコから止めどなく愛液を分泌させてしまう。

			（それだけじゃないな……）

			『……他のクラスや職員室にもこの事を言いふらして、もっともっと沢山の人を呼んで来て欲しい……』

			心の奥底では、そんなことまで考えてしまっているのだ。

			しかし、これは深層心理に近いので、彩自身はこの感情を認識していないかもしれない。

			（やれやれ、とんだものを解放してしまったのかもしれないな……）

			露出願望があると思ってはいたが、まさかここまでとは。

			いくらビホルドの力で連日調教していたといっても、やはり心の奥底には歪んだ願望があったのだろう。

			学園アイドルゆえの、優等生ゆえの、歪みきった願望。

			水泳部に入ったのも、心の底では、皆に自分の綺麗な身体を見て欲しいという秘められた願望によるものなのかもしれない。

			『ああ、こ、このまま……クラスのみんなに囲まれて、痴漢みたいに触られちゃったりするの？　そ、それとも……床に押し倒されて、無理やりペニスを入れられて、代わる代わる輪姦されてしまうの……？』

			どうやら、彩の妄想力は思ったよりも強いらしい。

			（ククク……やはり彩は淫乱だ。学園一の美少女優等生が、これほどまでに淫らな妄想をできるとはな……）

			やはり、自分の目は間違っていなかった。

			美少女の中に秘められた淫性を見極められたからこそ、こうして謎の老人からビホルドを授けられたのかもしれない。

			「あ……ぅ……。た、垂れてきちゃう……」

			アソコからとろりと熱を帯びた粘液が糸を引いて、床にこぼれていった。

			（フフ……ほら、そんなもんじゃないだろ？）

			──こうなったらとことんまで堕としてやろう。

			そう決めると、更に念を強めて、手伝ってやることにした。

			「あぁ……だ、ダメ……ああ……」

			剛斗は、左手を股間に伸ばしてゆき、薬指と人差し指でビラビラを押し広げながら、右手の中指でクチュクチュと音を立てつつ、オマンコの入り口を掻き混ぜてやった。

			「あっ……はぁっ……ああっ……いい……ああんっ……」

			通りがかった生徒や隣のクラスの生徒など、ギャラリーが増えてきつつある。

			暗示で襲いかかるようなことは制限しているが、これだけ多人数になると、力を行使し続けるのも難しい。

			しかし、だからこそ、やりがいのある調教だ。

			『私、すごく、ぬ、濡れちゃってる……あぁ、どきどきしてる……皆に……オマンコ、見られちゃってるのに……すっごく感じてるっ……！』

			「あっ……ああっ……くぅっ……ダメッ………！」

			彩の声がずいぶんと大きくなっている。

			アソコからこみあげてくる蜜に促されるように、身体が震え始めているのだ。

			どれだけ唇を噛んで声を出さないように努めようとしても、いやらしく鼻が鳴ってしまう。

			「アアッ！　ヤッ！　やだ、ヤダヤダッ！　……ダメ…きちゃう…あっ……あっ……ダメッ……い、いっちゃふぅっ！」

			教壇の上で派手にビクンビクンと股間を突き出して、衆目にその痴態を余すところなく見せつけながら、イってしまった。

			「あ……あぅ……ん、んぅ……は、ぁ……」

			ポタポタと溢れた愛液が教壇から床に垂れて、エッチな水溜りを作ってゆく。

			「クク、ご褒美をやるか……」

			壇上の脇の教師用のパイプ椅子に立ちながら、剛斗はバイブを彩の膣に入れた。

			「あ、あぐぅううう！」

			指の代わりに入れられたバイブに悲鳴を上げてしまう。

			「上の口にもご褒美をやらないとな……そらっ！」

			そして、今度は上の口にペニスを突っ込む

			「んむぅううっ！」

			横を向いた姿勢で、肉棒を奥まで突っ込まれる。

			「おらっ、バイブを咥えながら、チンポをしゃぶってるところを、みんなに見てもらえ！」

			「ん、んぶっ、んうううっ！　んむぅうう！　はぶっ、あ、ひいっ、んぐっ！」

			『いやあっ！　み、皆の前なのに……！』

			フェラチオをしているところを見られるなんて、あまりにも恥ずかしすぎる。

			それでも、今までにない羞恥に、身体がどうしようもなく火照ってしまう。

			「んっ、んぅううっ！　んぐっ、んむっ、ぷはっ、あっ、あむぅっ！　んんんっ！」

			バイブの入ったオマンコをクラスメイトに見せつけながら、フェラチオ姿まで披露してしまう。

			快楽よりも羞恥が勝っているようで、気持ちいいというより、身体の熱さだけが彩を支配していた。

			そして、それは剛斗の狙い通りでもあるのだ。今回は快楽よりも、羞恥を最大限にまで高めることが調教の目的なのだ。

			「フフ、いいぞ、このまま、綺麗な顔に精液をぶっかけられるところを、クラスメイト全員に見てもらえ！」

			「ん、んっ、んぅっ！　んむっ、あむっ、ぺろっ、ちゅっ……はむっ、んぐっ！　ん、ンンンンンゥッ！」

			「おらぁっ！」

			「んぶっ、ぷあぁっ！」

			強引に口からペニスを引き抜いて、彩の美麗な顔に向かって、射精する。

			大量の精液が、一筋、二筋と彩の顔を白く汚してゆき、すっかりザーメンまみれになってしまった。

			『ああっ、熱い……精液、熱いよぉ……それに、すごい匂い……』

			口に出されるのとは違った感覚に、戸惑いつつも興奮してしまう。そして、

			『はぁあ……みんな、すごい目で、私のこと見てる…………』

			意識するとともに、バイブの挿入されていた膣からは、また愛液が溢れ出し、教壇を湖のようにしてしまった。

			


			


			放課後の散歩に、彩を裏庭に連れ出した。

			首輪姿もだいぶ馴染んできて、サマになっている。

			しかし、犬に服はいらない。邪魔だ。

			「ほら、脱げ……犬は犬らしくしないとな」

			彩は羞恥の表情を浮かべながらも、四つんばいの姿勢のまま、そのままゆっくりと服を脱いでいく。

			ぱさり、ぱさりと制服を地面に落し、ブラを外し、ショーツまでをも脱ぎ去った。

			脱いだばかりの下着を手にとって、わざと彩の目の前で匂いを嗅いでみせる。

			「……ククッ、美人でもこんな匂いをさせるんだな」

			彩は顔を赤らめて、目を背けた。

			『あぁ、下着の匂い、嗅がれてる……私のおしっことか、愛液とか……いっぱいついた……ああ、すごい……なんだか恥ずかしいのに……気持ち……いい……』

			度重なる調教ですっかり良い具合の思考になっている。

			まさしく、淫乱で変態な思考だ。

			『人に見られて……見られてしまうかもしれないのに、こわくて……いやだったはずなのに……ど、どきどき、して、もう、たまらない……』

			木々があるとはいえ、ちょっとのぞけば彩の体は丸見えだ。放課後なので生徒はほとんどいないだろうが、庭の手入れをしている用務員や教師がいるかもしれない。

			「んはあっ……ああっ……ンッ……」

			想像してしまったのか、だらだらと愛液が太腿を伝う。

			こうして全裸で散歩させられることが、恥ずかしい。でも、うれしい。

			病みつきになりそう。

			彩の感情はぐちゃぐちゃに入り混じり、絡みあい、螺旋を描いているかのようだった。

			乳首はしこりの具合を強くし、バイブで刺激され続けている陰部は淫密を溢れさせながら充血しており、クリトリスは今にもはちきれんばかりに勃起してしまっている。

			「んふうぅぅぅ……はうぅ……うぅん……ああんッ……感じすぎて、ああん……すごい……すごすぎて、も、もぅ歩けなくなっちゃう……！」

			身体を揺さぶると、乳房がぷるんぷるんと節操なく揺れる。その頂きにある乳首も見て分かるぐらいに、びんびんに勃起している。

			「んふ……乳首ぃ……ン……ふぅぅ……ッ」

			『こんなに私、乳首しこってる……感じちゃって……乳首、ああ……男の人のあそこみたいにビンビンになってる……』

			剥き出しの乳房の柔雪のような肌が、やがて真っ赤に染まる。

			「ほら、歩くの遅くなってるぞ、彩」

			ぐいっと首輪のヒモを力強く引いてやる。

			『はっ……あ……強く引っ張らないで……っ』

			「あうぅ……ぅ、む……ンンッ……ああっ……」

			バイブを入れている下半身がいうことをきかないのか、鈍重な動きだ。

			「ンッ、んはぁぁぁっ……っはあぅっ！」

			動くと中に入れられたバイブの位置が変わったのか、下半身が震えた。

			「もっとかわいらしくお尻を振れよ。本物の犬みたいにな」

			バイブのスイッチをいれ、振動の強さをさらに上げる。

			「はあああううぅぅぅぅぅぅ！」

			股間からくぐもった音がして、愛液が数滴、地面に落ちた。

			『ああ、いっぱい……押しこんで……私のおまんこをいっぱいにしてえ……私を気持ちよくして、お願い……ああ、もっと気持ちよくなりたい……ああ、いぃ……深く……もっと深く、私のおまんこをえぐってッ！』

			最初に散歩したときは嫌がっていたはずなのに、今では快楽を受け入れ、心の底から悦んでいる。

			もう立派な淫乱雌犬だ。

			（ハハッ……ハハハハッ！）

			おかしくて、しょうがない。

			『はうぅ……うぅん……ふうぅ……あン……アアッ……ンッ……！』

			おまんこから愛液がぴゅうぴゅうと勢いよく噴き出す。

			尋常でない量だった。

			「おら、わんわんなけよ。犬みたいに」

			（身も心も動物になっちまえよ、美城彩！）

			「わ、……ん……」

			「もっと聞こえるようにだ！」

			ブブブブブブブブッ！　バイブを最強にする。

			「わん……わぅん！　わん……きゃぅん……感じます…わんッ！　……きゃうぅん……わんわん……はうぅぅ……わぅんぅぅぅん……！」

			『あ、ああああ……わ、わんわんって……ああ、本物の犬みたい……。それもすごく発情して、すごくエッチな犬……）

			「ワンッ……わ……わあん……わん……うぅぅん……くふうぅぅん……！」

			犬のように吼える度に、畜生に堕ちてしまったかのような、異様な感覚が心に広がってゆく。

			「わうぅ……ん……わん……わあぁん！」

			まさに、忠実なるペットだ。

			いやらしいペット、彩。

			「よくできた。ほら、ご褒美だ」

			後ろからバイブを靴の裏で押し込む。

			「わぅんわあぅうん!?　きゃふぅぅぅぅん！　か、感じちゃいまふぅう！　わあうぅぅぅぅぅぅぅうんんんんん！」

			悦楽の表情で、歓喜の甘い声を上げる彩。

			これだけ派手に喘げば、校庭や部活棟のほうまで聞こえているだろう。

			自らの痴態を、皆に伝えたくて仕方ないのだ。

			自分が、犬であると。

			「わうぅぅぅん……はっきゃうぅぅぅぅん！」

			ひと声大きく鳴くと、下半身から崩れおちて、その場でひくひくと震え始めた。

			その表情はとても、満足そうだった。

			「ほら……誰が失神して良いっていった？」

			パァン！　平手で思いっきりお尻を叩くと、彩はビクンと身体を腰を突き出して、目を覚ました。

			パーン！　更にもう片方の手で叩くと、ビリビリと全身を痙攣させる。

			「あ、ああん……」

			「ほう……」

			彩の思考は全て筒抜けだ。

			どうやら、尻をスパンキングされて、感じているらしい。

			新たな性感の発見に彩は胸は高鳴らせてしまっている。

			（美少女の皮を被った淫乱雌犬めっ！）

			興奮しながら、更に一発、二発と尻を思いきり叩く。

			その度に、ビシュッ、グチュッと、オマンコから愛液を噴出させる。

			こんな淫靡な姿を見て、興奮しない牡などいない。

			散歩だけに留めるつもりだったが、この異様な高ぶりは目の前の雌犬を犯すことでしか発散できない。

			「おらぁっ！」

			尻肉を掴んで膣口を広げ、バイブを抜くと、一気に奥まで肉棒を突っ込む。
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			「はぁああああああうううっ！」

			深く挿入されただけで、背を反らせて、腰をブルブルと震わせてイってしまう。

			「本当に、どうしようない雌犬だなっ！　おらおらおらぁっ！」

			「あぐぅっ、ひいいっ！　おおんっ！　んんうっ！　あぐううううっ！」

			獣のような声で鳴きながら、涎と愛液を派手に垂らして快楽を貪る。

			『あぁ……もっと、もっと私のおまんこをえぐりながら、お尻を激しく叩いて欲しいっ！　お願い、お願い、お願いぃい！』

			「おらっ！　入れられてるだけじゃ足りないのか!?」

			力任せに尻を叩きながら、すかさず腰を叩きつけるように交尾する。

			「あああん！　ア、ン……アアンン……ひいぃんン！」

			『もっと、お尻叩いてぇ！　いっぱい、私、叩かれると感じちゃうの！　……ああ、変態……私……とっても変態なのぅぅ！』

			「クハハッ、お望みどおりに、してやるよ！オラッ、この変態ッ！　もっと締め付けやがれ！　もっと腰を振りやがれ！」

			「ああんっ！　んうううっ！　すごいのぉ！感じすぎてぇ！　あああんっ！　し、死んじゃいそうなのぉっ！」

			こんな動物的で乱暴な性交をしながらも、彩の陰部は愛液をたっぷりと分泌して、じゅぶじゅぶといやらしい音をたてている。

			いや、こんな性交だからかも知れない。お淑やかな美少女だなんて、周りが作ったイメージなのだ、それにいつしか彩も縛られていたのだ。

			本当は、この姿こそが、美城彩なのだ。

			剛斗の方も、そろそろ快感が頂点に達しようとしていた。

			「くっ……う、おおぉおおおああああああっ！」

			「ああああアアアアアッ……イク……アアッ、イク、イックううぅぅぅぅぅぅッ！　すごいぃいい！　さい、最高ぅううぅっ！　ひゃああああああああああああ……！」

			膣奥深く精液を注ぎ込むと、彩は歓喜の声を上げて、絶頂に達した。
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			「ひぃ、ぁああ……熱い……あああ、いっぱい……中に、もっと、出してえぇ……いっぱい……ほしいのぉ……ああふぅぅいぃい……！」

			獣のような荒い息をつきながら、すっかり淫らに蕩けきった表情でおねだりする。

			「くっ……はぁ……はぁ……」

			この異常な性交に、剛斗のほうも息が上がってしまった。焼きついてしまった砲身のように、肉棒が異様に熱い。

			「あうぅん……はぁあ……うぅ、ンッ……うぅ……っ」

			彩は歓喜に声をうわずらせ、前のめりに倒れこんだ。

			乳首がひしゃげるのにも構わず、草に顔を埋もれさせて、肩で息をつく。

			『すごい……きもちよかった……』

			今まで味わったことのない快楽に、彩は身体が軽くなるような解放感を覚えていた。
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			「はぁ……ああん……」

			通学時の電車内。彩は夢遊病者のように虚ろな表情で、混雑してる車両の中央に立ち尽くしていた。

			バイブを膣内にしっかりと咥え込み、その上にショーツを履いている。

			それでも、低いモーター音が電車内にこだましていて、異様な雰囲気を作っていた。

			男性の乗客はみな一様にズボンの股間を膨らませて、彩のことを見ている。

			視線を感じることで、彩は恍惚としてきてしまう。アソコがすごい濡れてしまって、たまらなくなってきてしまう。

			「……なあ、彩。そろそろスカートを、持ちあげてみせてやれよ」

			待ち焦がれていた指示を囁かれ、命じられた通りにスカートをめくってゆく。

			「ほら、もっとスカートをもちあげて、腰を突き出すんだ……」

			「はい……わかりました……」

			自らスカートを持ち上げ、腰を前にせりださせる。乗客の視線が更に熱っぽくなった。

			恥ずかしくて恥ずかしくてどうかなりそうなのに、気持ちがよくて仕方ない。

			「フフ、すっかりびちょびちょになってるな……どんどんオマンコが淫乱になってるみたいで、調教のしがいがあるぞ……」

			『ああ、言わないで……そんな話、今ここでしないで……聞かれちゃう……』

			しかし、心の中ではそれを望んでいるのだ。電車内で、自分が淫らな調教をされているということを。

			そんな彼女の心の奥にある願望を汲み取って、バイブを『強』にしてやる。

			「ああっ……！　くっ……！　ああん……！」

			『ダメ……そんなに掻き混ぜないで……い、いや…、何で……こんな…敏感に……ひぁ…、ヒイイイイイイイイ……ッ』

			「フフ、みんな見てるぞ……？」

			「っ!?」

			彩の姿を視認できる全ての乗客が、彩のことを見ていた。

			それを理解した瞬間、甘い波紋が心の中に広がって、また身体の奥底からエッチな粘液が分泌されてしまう。

			『ああ……いや……私の、あそこ、すごい、し、締まっちゃう……！』

			粘膜が伸縮して、バイブをさらに奥へ取りこみ、愛液をしぶかせる。

			「はふぅ……、あっ、あっ……あああっ……」

			『ああん……あぅぅん……うぅ……イ……イっちゃったわ……あっと言う間にイっちゃったの……っ……ああッ……私、電車の中でバイブに気持ちよくされて……皆が見てる前でイっちゃった……』
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			羞恥と快楽で上半身も下半身も熱っぽくなってしまった。まるで風邪でも引いてしまったかのように、身体がぶるぶると震えてしまう。

			そのとき、ガクンッと電車が揺れて、徐々にスピードを落として停止した。

			「えっ!?」

			イったタイミングと同じだったので、驚いたらしい。

			やがて、車内アナウンスが流れた。

			「……お急ぎのところ、ご迷惑おかけしまして、大変、申し訳ございません。ただいま、前を走る電車から緊急を知らせる信号を受信したため、この電車も停止いたしました。詳しいことがわかり次第、アナウンスいたします……」

			「電車が動き出すまで、イったばかりのその格好を見てもらうんだ。いいな……」

			わざと乗客に聞こえるような声で指示を出す。

			『あ、ぁああ……は、恥ずかしいよぉ……』

			電車が止まって静かになった車内に、バイブの低いモーター音だけが響く。

			そして、乗客は更に熱っぽい視線で彩の姿を視姦していた。

			「ふぁあ……ああんっ……んんぅ……」

			こんなときに声を出せば、周りに聴こえてしまうと分かっているのに、それでも気持ちよくて声が出てしまう。

			電車が動き出すまでの間、彩は視姦されながらのバイブ振動を夢中になって味わってしまったのだった。

			


			


			朝のホームルームが始まるまでの時間。

			階段の死角で、彩の欲しがっているものをくれてやることにした。

			「ほら、欲しかったんだろ？　乗客の肉棒までじろじろ見ていやがって。お前が咥えていいのは俺のだけなんだからな」

			「ああっ、熱い……」

			ズボンから露になった逞しい肉棒に跪き、しっとりと湿った乳房で挟み込む。

			「ンッ……ハアァッ……アアンッ……」

			よほどペニスに飢えていたのだろう、身体ごと胸を上下させてしごきはじめる。

			「んッ……はぁっ……うぅん……」

			甘い吐息を亀頭に吹きかけながら、いやらしく両手で胸を押しつぶして肉棒を包み込む。

			体温が心地よくて、まるで肉棒をマッサージされているかのようだ。

			たちまち、我慢汁が鈴口から溢れてくる。

			「んっ……んちゅ……ちゅぱっ……」

			そのねっとりとした汁を、指示もしていないのに、彩は舌先で掬う。あたかも、美味しいものでも舐めるかのように。

			『あぁ……すごいよぉ……おいしい……』

			彩の心の中は、間違いなく我慢汁を舐めとって興奮していた。

			亀頭を咥え込んで、本格的なフェラチオを開始する。

			「んッ……ぢゅぱ……ぢゅるっるう……んふぅ……ヂュパッ……んぢゅるるる……！」

			「おいしいか？　彩」

			「ん、はぃ……ヂュッルウッ……ン、フゥッ、ぢゅぱあぁ……おいひい……です……ああぁん……いっぱい、エッチなお汁……ぢゅる……ぢゅぶ、……んん……おいしいぃ……ああうぅん……ぢゅるるるるる……ッ」

			我を忘れてしまったかのように、熱心にしゃぶる。それでも、美しい顔立ちは崩れることはない。

			こんな美少女が、進んでこれほどまでの奉仕をするようになったのだ。

			（フフ、ちょっと前まではこんな風になるとは想像もできなかったのにな……）

			腰を突き出して、彩の喉奥までペニスを突っ込む。

			「んむぅっ！　ん、んん……ふぁ……んぢゅっ……ぢゅる……はむぅっ！」

			一瞬顔をしかめるも、すぐに一生懸命に口腔奉仕に熱中する。両手で胸を動かして肉竿を刺激することも忘れない。

			実に優秀な性奴隷だ。

			「んぢゅう……ちゅるるるるる……ぢゅっ……んふぅ……ちゅっるうっ……ちゅぱ、ちゅぱ、ぢゅぶ、ぢゅぱ……ンンッ……んふぅぅ……ンッ、ふぁ……ああうぅん……ぢゅっぱ、ぢゅっっぽ、んぐっ、んはぁぁ」

			息継ぎを忘れているんじゃないかと思うぐらいに、肉棒から口を離さずにしゃぶり続ける。口元から垂れた涎が、肉竿を伝い、胸にこぼれてローション代わりになる。

			『あぁ……苦しい……でも、気持ちいい……こうして息苦しいのが、いいのぉ……！』

			すっかり変態的な思考になってしまった彩が、とても愛おしく思える。

			「クク……いいぞ、彩。ほら、もっとだ」

			頭を押さえつけて、こちらからも腰を使う。

			「んぐぅっ！　んぢゅうっ！　ちゅうるるるぅぅぅ！　ンチュ、チュパッ！　チュゥゥブッ！　んぐっ！　チュパッ！　んふぅぅう！」

			『ああ、剛斗くんのが私の口をいっぱいにぐちゃぐちゃってかきまぜてる……ああ、すごいよぉ……苦しいぃ……か、感じてきちゃうっ！』

			顔を真っ赤にしながら、懸命に主人への奉仕を続ける。

			ますます口と胸の動きは早くなっていって、精液を搾り出そうとするかのようだ。

			それは奉仕でありつつ、彩自身も快楽を貪る行為になっている。

			苦しければ苦しいほど、気持ちがいいのだから。

			「チュルルッルウッ……ジュブッ……ちゅぷ……チュパッ……んぐ……んぢゅ……じゅるる……うぅん……ぢゅるるるる……ちゅっぱああぁぁ！」

			はしたない音を立てて、自分で自分の聴覚をも犯す。

			「んぢゅぅぅぅぅぅうるるるる……んぢゅ、ぢゅば……んぐ……く、くるひぃ……ああ…くるひぃのにぃ……んちゅ……チュパッ……チュプッ……ンフゥ……ンンンッ……！」

			「く……激しい……う、うまくなったな……彩……」

			『う、うまいなんて……言わないでぇ……うれしくない……うれしくなんかないよ……』

			それは、嘘だ。本当は褒められて心が甘くなってしまっている。

			「ああ、も、もう、出そうだ……出そうだぞ、彩ぁっ！」

			「あぁ、たっぷり、出してえ！」

			気がつけば、心から叫んでいた。

			欲しい。精液を喉の奥の奥にまで出して欲しい──。

			ラストスパートをかけるように、彩は激しく顔を揺すり、胸でしごきあげて、射精を促した。

			「んぢゅうるる……ぢゅぶ……ぢゅむ……んぐ……ぢゅうるるるるるるる……んぐ……ぢゅる……んぐ……ぢゅうううぅぅぅぅぅ……ンンンンッ！」

			「ぐうっ！」

			腰を思いきり突き出しながら、彩の口内に射精する。

			ドクンドクンと脈打ちながら、学園アイドルの口腔に精液をたっぷりと満たしてゆく。

			「んぢゅ……ぢゅるる……ぢゅぶ……んぐうう……んふ……ンンッ……ん……うぅん……うむ……ンッ……んはああ……」

			しっかりと肉棒を咥え込んで、一滴残らず絞りとってゆく。

			「く、ううっ！」

			乳房を睾丸に押し付けられ、さらに射精を促される。

			「ん、んちゅっ……ん、ん、んん……んむ」

			新たに出てきた精液も、あますところなく吸い出す。

			「い、いいぞ……彩ぁ」

			頭を押さえつけながら、ブルブルと腰を振るって、最後の一滴まで射精する。

			「ん、んぅ……んくっ……ごくっ……んはぁ……んぅう……はぁぁ……」

			口に溜まった精液をゆっくりと飲んでゆき、甘いため息をつく。

			『あぁ……剛斗くんの精液……たくさん飲んじゃった……』

			今の彩にはもう迷いがない。

			すっかり精液の味に満足する変態に成り下がっていた。

			


			


			（さて、どうしたものか……）

			もう十分に彩を堕落させた気もするが、ビホルドはまだ足りないと言っているような気がしてならない。

			休み時間にそんなことを考えていると、隣のクラスの演劇部の部長が彩のところにやってきた。

			なにやら「先月の劇はありがとう」だとか、「また何かあったら助っ人を頼むよ」だとか喋っている。

			そうだ。彩は中学の頃は演劇部だったらしい。それで、部員が不足している演劇部が経験者である彩に助っ人を頼むことがあったのだ。

			（水泳部で水着を見せるだけじゃなくて、演劇でも自分を見せたいのか）

			なるほど、どちらも人から注目される。

			（クク……いい案が浮かんだぞ）

			剛斗は早速、準備に取り掛かることにした。

			


			


			そして、昼休み。彩は体育館で演劇の練習をしていた。といっても、本物の演劇部の練習ではない。

			剛斗が台本を作り、役者は暗示によって集めた生徒達だ。本職の演劇部員はいない。彩のファンとも呼べる男子生徒を集めたのだ。

			「さあ、彩。お前はこれから〝レイプされる少女〟の役を演じるんだ。学園祭の演劇ではよくある話だろ？」

			そんなはずはないのだが、強力な暗示の力で彩は疑問に思うことを封じられていた。

			『そうよね……学園祭の演劇では……レイプされるのは、よくあるシーンよね……うん、頑張って演じないと……』

			彩は心の底から『普通のお芝居で普通の役柄を演じるだけ』と思い込んでいる。

			そして、『練習中に実際にレイプされてしまう』ということすら、ごく自然に受け入れている。

			普段は暗示の力だけで生徒を自由に操ることまでは難しいのだが、彩に対して性的な気持ちを抱いている男子生徒のコントロールは楽だった。

			「さぁ、始めるか……いくぞ、彩。まずは裸になれ」

			『ああ、でも、やっぱり……恥ずかしい……ああ、……演技をしながら……裸にならなきゃいけない……なんて……あうぅん……』

			いつもとは違ったシチュエーションに、彩の心は以前のように、抵抗を感じてしまっているようだ。

			『で、でも受けたんだから……い、いやがらないで、頑張って演技しなきゃ……』

			彩は健気にも、『レイプされる少女』を演じきる覚悟を固めた。

			「ん……ああぁ……はああぁ……」

			相当にドキドキしているようで、吐く息もうわずっている。

			「ククク……、さて、じっくりと鑑賞させてもらうかな」

			パイプ椅子に腰掛けて、彩と、その周りを取り囲む生徒達を見つめる。

			写真を握り締めて、彩の心理をしっかりと観察する。

			『演技……お芝居よ……実際にやらなきゃ、演技なんだもん……演じないと……部長さんがせっかく、私のことを誘ってくれたんだもの……っ』

			『演技なのに実際に犯される』という、心の中の『常識』を破壊されて、矛盾を矛盾と感じる事すらできなくされた彩は、純粋に自分を誘ってくれた演劇部の厚意に応えるような演技をしようと、自分を奮い立たせているようだった。

			「今日はまず、彩ちゃんの役づくりとして、犯されちゃう女の子の心境を理解する為に、みんなの精液をいっぱい浴びる練習をしよう、大丈夫かな？」

			操っている生徒のうちの一人、偽の演劇部部長が、さも当然の事のように言う。

			先ほど休み時間に本物の部長と会ったにもかかわらず、彩はこの偽部長を完全に信用しきってしまっていた。

			「は、はぃ……っ」

			『そ、そうよ……いやらしい気持ちを抱くなんてダメ……だって、みんな……あんなに真剣な顔をしているのに……っ』

			彩は心の中で、現状の正当化に必死だ。

			『自分の気持ちに逆らって身体が動く』という状況で彩の心を覗くのも楽しいが、こうして自分がされてしまう恥ずかしい事を、『これは恥ずかしくもなんとも無い事』と自己正当化している彩の心を覗くのも楽しい。

			「さぁ、脱いでくれ」

			「……はぃ」

			彩は両足を広げて座ったまま、ゆっくりと体操着をたくしあげて、豊かな両乳房を丸見えにした。

			「あん……やあぁああぁん……」

			体育館の冷たい空気が乳首をねっとりと撫で、偽の部員たちの視線が、早くも尖ってしまっている両乳首に注がれる。

			その視線を受けて、彩はぴくぴくと小さな肩を何度もびくつかせた。

			『私、乳首すごく勃起しちゃって……なんていやらしいの……ああン……』

			身体をびくりびくりとしならせながら、震えあがっている。

			近くに居たら吐息が熱くなって、興奮していることが露骨に見て取れることだろう。

			そして、丸見えになった両乳首は、まるで今までも摘つままれて、揉まれていたかのように勃起してしまっている。

			「いいよ彩ちゃん……、凄いエッチな乳首だ。これならみんなで……、彩ちゃんに、精液をいっぱい……ぶっかけられ……そうだよ……」

			彩の周囲を、ペニスを露出させて情けなく擦っている偽部員たちが取り囲む。

			『いやらしい……こんな……みんな、一生懸命こすってる……ああぁ……こんないやらしいこと……私……っ！』

			演劇の練習というより、ＡＶの撮影というほうがしっくりくるような光景だ。

			それでも彩は、これは演技のためと心に言い聞かせながら、射精の瞬間を固唾を飲んで見守っている。

			「くうぅ、出る！　も、ぅ……出るッ！」

			偽部長が、早くも限界を告げる。

			「え、で、出るのっ!?　きゃあああああああっ……！」

			目の前に突き出された勃起が次々と限界を迎え、幾筋も真っ白な体液をかけてゆく。

			『あああぁぁぁ、熱い……ひいい……いやあ……熱い……熱いッ……ひッ……ヒイイッ……ひいいぃぃ……！』

			大量の精液を全身で受け止めながら、彩は心の中で悶えていた。

			『ああ、いやらしい……臭いでいっぱい……こ、こんな……これが……本当にこれが……お芝居なの……？』
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			精液を実際に浴びるに至って、ようやく、今されてる事への疑問が、湧きあがってきたらしい。

			しかし、その疑問もここまでだ。暗示の力でこれ以上深く考えることはできなくなっている。

			『私、また……いやらしい身体になっちゃう……精液の……男の人の匂いがしみついて……ああ、で、でもどうして……？　胸のどきどきが、おさまらなぃ……』

			度重なる調教で免疫が出来たのか、もう何が起こっても彩の心はそれを受け入れるようになっていた。

			「ああ……熱い……ああぁ……っ」

			それどころか、精液のネバネバした感触に、淫らな声を上げてしまう。

			「ああ、彩ちゃん……」

			「す、すごいよ……」

			偽部員たちも満足そうだ。

			「フフ、今日の練習はここまで」

			そう告げると、偽部員たちはゾンビのようにふらふらした足取りで体育館から出て行ってしまった。

			「ククク、まだまだこんなもんじゃないからな……。次はそうだな、水泳部にも顔を出してやるとするか……」

			「あぅぅ……」

			強烈過ぎる暗示と大量の精液をかけられたショックで彩の意識はかなり混濁しているようだ。しかし、そんなことはどうでもいい。

			一度始めた調教は完遂してこそ意味があるのだ。

			


			


			放課後になり、彩は人気のないプール棟に競泳用の水着姿で歩いてきた。

			『あ、あれ？　私、どうしてこんなところに……』

			どうして、ここにいるのか、これから何が起こるのか、彩にはわかっていない。

			剛斗の姿も見えず、不安が募る。

			『ああ、私、どうなっちゃうの……？』

			肩や膝が小刻みに震える。迷子になった子供のように、落ち着かなく辺りを見回す。

			「あっ……っ」

			そして、気がついた。薄ら笑いを浮かべた水泳部員が数人、彩のほうへ歩いて来るのだ。　たちまち、取り囲まれてしまった。

			「彩ちゃん」

			「最近、部活に来ないから寂しかったよ……」

			「たっぷり俺たちがかわいがってあげるからねえ、彩ちゃん」

			突然、下卑た言葉を浴びせられ、彩の目は恐怖に怯える。

			しかし、逃げることも叫ぶことも出来ない。

			『ああ、いやあ……！』

			水着姿の男子たちはギラギラした目つきで、彩の身体を嘗め回すようにして見ている。

			剛斗はやや離れたところから、彩の姿を観察していた。暗示の力で、彩がこちらを見ないように操っているので、視界に入ることはない。

			この水泳部員を操っているのも、無論、剛斗である。

			真面目な部員ではなく、女子部員目当ての邪な理由で兼部しているような不良部員や幽霊部員を操って、こうして彩を囲ませているのだ。

			『こ、こわい……』

			彩は三人の目つきを見て、これからされるであろうことを察したのか、今にも泣き出しそうな顔になる。

			「さあ、ここに寝てくれよ……」

			部員のうちの一人が、彩に声をかける。

			彩には、三人の言葉に対しても逆らえないように、暗示をかけてある。

			「は、はぃ……」

			首を振ろうと思ったのに、頷いてしまった。

			拒否したいのに、逃げ出したいのに、身体も口も思った通りに動いてくれない。

			心の中での必死の抵抗も空しく、自分から床に横になってしまう。

			『床、冷たい……』

			そのまま、まるで手足に杭を打たれてしまったかのように動けなくなる。

			男子生徒を見上げるような形になった彩は、すぐにその下半身に目が行ってしまった。

			ぴちぴちの競泳パンツから飛び出してしまいそうな肉棒。それが、三本とも彩のほうを向いていた。

			『い、いや……き、汚いよぉ……こんなところで……ああぁ、……あ、いや！　身体……身体、うごかない！』

			必死で身体を動かそうとしているが、仰向けに横たえた身体はそのままピクリとも動いてはくれない。

			それでも必死に精神力を振り絞って、身体を動かそうとするが、わずかに身体をくねらせるだけで、モジモジと恥ずかしがっているかのような動きにしかならない。

			その動きは、かえって牡の興奮を煽るだけだ。

			「お、なんだよ、彩ちゃん。もういじってほしくなっちゃったの？」

			「おおっ、おっぱいがぷるぷるしてて、まるでプリンみたいだぜ。超特大のおっぱいぷりんだな！」

			水泳部員たちは、いやらしくヒヒヒと笑う。

			『い、言わないで……胸が、ぷ、ぷりん……みたいだなんて言わないで……ああ、恥ずかしい……こ、こんなのひどいよう……！』

			自分の胸をそんな風に言われしまって、なにかとてつもなく恥ずかしい気持ちになってしまう。

			「ヒヒヒ、そんな彩ちゃんに俺たちからのプレゼント！」

			男がプラスチック製の細長い容器を取り出すと、キャップをくるくると回して外し、そっと傾けてくる。

			「え、な、なに……それ……？」

			「すぐにわかるよ」

			「ああ、冷たい……！」

			『な、なに、これ……？　気持ち悪い……ねとねとして……身体にはりついて……ああ、いや、水着に沁みこんできちゃうぅ！』

			紺の競泳水着が、その液体を含んで、じっとりと色を深くする。

			ヌメヌメした液体のせいで、身体は気持ち悪いような、気持ちいいような、奇妙な気分になってしまう。

			「どう、彩ちゃん？　ひんやりしてて気持ちいいだろう？」

			「うっひょー！　いつも以上になんかいやらしいぜ〜！」

			『あぁ……なにぃ……これぇ……』

			「ヒヒ、やっぱり彩ちゃんにはわからないよねぇ？　ローションだよ、ローション。こうするとすげえ気持ちいいんだぜ〜？」

			部員たちはにやにや笑いながら、動くことのできない身体へ好き勝手に手を伸ばしてくる。

			『い、いや、触らないで！　やめて……いやよ、触らないで！』

			頑張って逃げようとしても、身体は動かない。

			「あ、あぁんっ！」

			くちゅくちゅ……。水泳部員の手が水着越しに乳房へ食い込んでくる。

			ローションで濡れた水着は、いつもよりも胸を敏感にしてしまっていた。

			「うへえ、すげえ気持ちいいよ、彩ちゃん！」

			「おっぱいがぷるぷるってして、俺の手ではじけそうだぜ！」

			それは、触っている部員達も同じようだ。ローション越しに触る胸は柔らかくてヌメヌメしていて最高に良いらしい。

			それでも、更にローションを染み込ませるように、彼らの手つきはいやらしく水着の上を這い回った。

			『いやっ、ローションがぬるぬるして……ああ、だめえ……気持ち悪い……身体に沁みこんでくるみたいで……ああ、ぬるぬるいやぁ……ッ！』

			「ああ、いや……うぅん……はぁ……あああん……だめ、あっ……はあぁ……っはあぁ……アアァンッ……」

			心では拒絶しているつもりでも、実際に口から漏れるのは、感じている声そのものだ。

			調子に乗って、乱暴に揉んでいる部員もいるというのに、拒絶することができない。

			『さ、触らないで……そんなにいやらしいさわり方されたら……だ、だめ……き、気持ち悪い……きもちわるいのう……っ！』

			どんなに頑張っても、少しだけ身をよじらせることぐらいしかできない。

			それでも、動け、動けと念じ続ける。

			そうでもしなければ、感じてしまっている自分を認めてしまうことになるのだから。

			「ヒヒヒ、ここが彩ちゃんのおまんこかあ……結構、彩ちゃんの肉土手って大きいよね。ぷにぷにしてて、肉まんみたいだ」

			「ああ、はあぁ……！」

			下腹を撫でられながら、そんなことを言われ、恥ずかしさでますます身体が熱くなる。
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			「や、やっぱりまだ男性経験とかはないわけ？」

			プライベートなことを聞きながらも、手の動きは止まることはない。

			体温と手のひらで温かくなったローションはますますネットリしてきて、触られるたびにゾクゾクしてきてしまう。

			『あぁ、い、いや……そ、そこ、さ、さ、触らないでえ……あ、うぅ……ンッ！』

			秘裂をなぞられると、ローションとは違う、ヌルッとした液体が膣内から出てきてしまう。

			「ひ、ひいっ……あ、だ、だめ、だめぇっ！」

			執拗に割れ目をなぞる指に、声を押えきれなくなってきてしまう。

			最初は嫌悪を覚えていたのに、今では快感に変わってきてしまっている。

			こんないやらしい不良部員相手だというのに。

			『でもぉ……これ、気持ちいいよぉ……！』

			ローションというものが、こんなに気持ちがいいとは思わなかった。

			普通に手で触られるのとは比べものにならない。

			「おおぉ……ヒヒ、彩ちゃんの乳首、どんどん大きくなってるぞ？　やっぱり彩ちゃん感じちゃってるんだ」

			下卑た声で言われているのに、悔しさよりも気持ちよさが勝ってしまう。

			「ほら、ツンツンだぜ？　乳首が水着を突き破りそうだぜっ！」

			ローションが泡立つほどに、胸を力強く撫で回される。

			『あああっ、た、助けて……誰か……はふぅ……もう、そんなに刺激されたら……私……わたしぃっ！』

			電流が流れたかのようにびくり、びくりと小刻みに身体を震わせる。

			「あうぅ……んふぅ……ンンッ……ぁああぁぁ……ッ」

			口からは明らかに感じてしまっている恥ずかしい甘い喘ぎを漏らし、身体は悶えずにはいられない。

			「ヒヒヒ、彩ちゃんのおっぱいは最高だなぁ……」

			「彩ちゃんのオマンコに触ってると思うと、射精しちまいそうだぜー」

			部員がいやらしい顔つきで、思うさま彩の身体を堪能する。

			『い、いやあ、ダメえッ……それ以上、だめっ、やめて……や、やめてぇ……！』

			水着越しに乳首を手のひらで押し潰されると、身体が引き攣った。

			『さわんないで、そんなにいやらしくやめてえ……助けて、こんなこと……ああ、しないで……も、もうぅ……だめ……本当に我慢できなくなっちゃう……！』

			彼らの手が乳房を思いっきり潰し、股間への指先の擦りつけを激しくした。目がギラギラして完全に理性を失っているかのようだ。

			『も、もうだめえ……もう、これ以上……ああ、き、きちゃう……くるくる……くうるぅぅぅぅぅぅ……！』

			こんな下品な男子達に好き勝手触られてイってしまうだなんて、淫乱もいいところだ。

			そう思うも、昇り詰めつつある身体は言うことを聞いてくれない。

			「あ、あああぁぁぁぁッ……！　んくううう……ンンンンンン……ッ！」

			高く声を上げると、背筋を仰け反らせ、細かく痙攣して、果ててしまう。

			「……んふぅ……ぁ……ん……んうぅ……うぅぅン……」

			『あ、あぁ……イッちゃった……』

			絶頂の中に、後悔が混じる。

			女の子の水着姿を見たいがために水泳部に入ったような男子部員に、好き勝手に触られて絶頂を迎えてしまうだなんて、悔しいし、悲しい。

			それなのに──。

			「んは……はあぁ……あふぅン……っ」

			鼻にかかった甘ったるい声を出している自分は、明らかに感じてしまっている。

			『わ、私、おかしくなっちゃったの……？』

			こんなに淫らではなかったのに、毎日の調教で異常性欲になってしまったのかもしれない。だって、イッたばかりだというのに、もう身体が次の快楽を欲しがってしまっているのだから。

			「……フフフ、こんな連中に好き勝手触られてイッちまうだなんて、とんでもない変態だな、彩……」

			ずっと様子を観察していた剛斗が、横たわっている彩の前に立った。

			「ご、剛斗くん……」

			他人に触られてイってしまった姿を、剛斗に見られたことがわかると、また身体に衝撃とともに快楽が広がった。

			『あ、あぁ……わたし、剛斗くんに見られてたんだ……』

			なぜかそれだけで、心が甘くなってしまう。

			「フフ、よし、お前らは帰れ。今のことは他言無用だからな……」

			水泳部員達は、ふらふらとゾンビのように男子更衣室へ戻っていった。

			「さあ、今日はまだこれから調教してやるからな。さっさと着替えろ」

			「……は、はぃ」

			彩は股間をグショグショに濡らしながら、頷いた。

			


			


			そうして、やってきた商店街。

			この時間ともなれば、学園の生徒や他校の学生、買い物に来ている主婦でかなり賑わっている。

			その最も人通りの多い真ん中で、彩は制服を脱いでゆく。

			胸を露出し、スカートをめくり上げると、そこにはショーツはなく、代わりに太いバイブが挿入されていた。

			『あ、ああ……こ、こんなにたくさん人がいるところで……私……エッチな姿、見せちゃってる……』

			学園で露出するのとはまた違った刺激がある。

			興奮した様子で眺める学生もいれば、不思議そうな表情をした子供もいる、可哀想な子を見るような目で見る女性もいる。

			『あ、ああ……すごい、すごいよぉ……』

			侮蔑の視線や憐れみですら、そのまま快楽になってしまう。

			乳首を固く尖らせて、股間からはポタポタと愛液を垂らす。さきほどのローションで全身が敏感になってしまっているだけに、容易に感じてしまうのだ。

			「フフフ……相変わらず、大きくて綺麗なおっぱいだな……。こんなに乳首も勃たせやがって……ほら、もっとみんなに見てもらえよ」

			暗示の力で周りの人間は彩に声を掛けることや触ることはできないが、いくらでも自由に見られるようにしてある。

			主婦も、老人も、若い男女も、視界に入る全ての人間が彩の痴態を見ていた。

			『ああ、すごい見られてる……私の恥ずかしい格好、見られてる！』

			バイブから伝ってポタポタと地面に溜まってゆく愛液の量が、みるみる増えてゆく。

			「フフ、鼻を近くに寄せなくても、愛液のいやらしい匂いが分かるよ……すごい感じてるんだろ……？」

			彩の心理は手に取るように分かるが、あえて聞いてやる。そうして、さらに羞恥を煽ってやるのだ。

			「あッ……あぁっ！　んんっ！」

			耳元で囁かれるだけで、脳髄に快楽波動が広がってしまう。

			大量に噴出した愛液が、両太ももを伝って、靴下までをも濡らしてしまう。

			「フフフ……声が大きいぞ、彩。買い物中のお客さんに迷惑だろ……。本当に、はしたない女だなぁ、お前は……」

			「は、はい……ご……ごめんなさい」

			わざとらしい剛斗の言葉にも、素直に謝ってしまう。そうさせている張本人は剛斗なのだが、もう彩の頭はまともな思考ができない。

			「はぁ……はぁ……ん、んぅう……」

			身体の奥で振動するバイブの快楽に耐えながら、鼻にかかったいやらしい吐息を漏らす。

			「ほら、少し下がってきてるぞ？」

			バイブの底部に手を動かして、グイッと奥に押し込む。

			「アッ……はあぁんッ！」

			「ダメだよ、そんな声出したら……」

			『あ、いや……押しこまないで……エッチな音がたっちゃう……』

			通行人の視線が、バイブに弄られるオマンコに集まり、彩は、まるで快感と期待が入り混じったような嬌声をあげてしまっていた。

			「どうして……、あんな声を出してしまったのかな……？　ほら、正直に理由を言ってみるんだ……」

			クイクイとバイブを動かしながら、意地悪く尋ねる。

			『あ、ああ……みんな見てるのに……そんな恥ずかしいこと言えないよぉ……』

			そう思ったのに、口からは破廉恥な言葉が出て来てしまう。

			「ああっ……見られながら……Ｈなことされちゃうのが……すごく……すごく、気持ちいいからです……」

			言ってしまった唇が、喉が、ジーンとしてしまうほど気持ちがいい。

			「フフ……じゃあ、もっとやってやろうか！」

			バイブの底部をしっかりと握って、グリグリとこね回す。

			ぐちゅぐちゅという淫らな水音に、ギャラリーの視線がより一層、集中した。

			『や、やめて……！　ああ、いや、そんなにぐりぐりしたら……ダメ……すごく、気持ちよくなっちゃう……こんなところで、ダメなのに……私のあそこ、すごく熱くなって……頭おかしくなっちゃうっ！』

			心の声を聞きながら、溢れ出る愛液を撹拌するように、バイブを動かす。

			「ああ……いい……あそこ……擦れてっ……いぃのぉっ……！」

			スカートをしっかりとめくり上げて、公然に痴態を晒しながら、喘ぎ声を発する。

			「変態だな、彩。こんなところで、バイブでいじられて、まんこを抉られて、気持ちよさそうな顔をするなんて……フフ、もし、知り合いに見つかったら、どうするんだ？」

			『あ、あぁ……み、見つかったら、見つかったらぁっ！』

			意地悪な言葉責めでさえも、快楽を高める一要素にしかならない。

			もう理性的な思考は消失してしまっていた。

			誰に見られるか分からない状況で、バイブを突っ込まれて、派手に感じてしまっている。

			「ああ、凄い……もっと……気持ちよくなりたい……ああん……もっと、もっと奥までちょうだい……ぐりぐり、してえ……！」

			うわ言のように呟きながら、腰をくねらせる。

			『はぁあ……Ｈな事……言うと……気持ちいいよぉ…………！』

			身体の奥底から込み上げてくる異様な快楽に抗うことなど出来ず、心と身体が淫ら一色になってしまう。
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			「どうかしそうなぐらい気持ちいいんだろ？　分かるよ、バイブ越しに、彩のおまんこがすごいぴくぴくって震えちゃってる……もう、イくんだろ、そうなんだろ？」

			「は、ぃ……イ、イきそうです……すごく気持ちよくて……ああん……アアッ……かきまぜられると、何も考えられなくなっちゃうぐらい最高になっちゃうんです……！」

			「そうか……ならイけ！　イっちまえよッ！」

			そう言いながら、バイブを力任せに奥まで突っ込む。

			「あ、ああぅ、あっ、あぁあああーっ！」

			商店街中に響く快楽絶叫。

			この場にいる全ての人間の耳目を集めて、彩は公然絶頂を迎えてしまった。

			静寂が、周りを支配する。

			その中で、離れて見ていても分かるぐらいにバイブをキツク締め付ける。

			蠢く膣が、とてもいやらしい。

			「あ、あぅああ…………あ、はぁあ……」

			ごとんっ、と音がしてバイブが地面に落ちる。

			そして、ぷしゃあっ、と音をたてて、熱い液が剛斗の手にかかった。

			「尿？　いや、潮のようだな。フフ、この恥知らずめ。商店街で潮吹きするなんて前代未聞だ」

			『ああ、あ、あ、あ、あ、……きもち……いいよぉ……』

			羞恥心はもうどこかへ行ってしまっていた。股間から淫液を噴出しながら、恍惚としてしまう。

			一瞬で牡を発情させてしまうような、雌のいやらしい香りが、商店街のアーケードに漂っていった。

			


			


			夜になった。彩は今日も携帯電話を片手に、オナニーをしてしまっていた。

			「はぁはぁッ……きょ、今日は、色んな人に、エッチな姿を見られて……んんぅっ！　はあぁ……き、気持ちよかったですッ！　あぁんっ！　あ、明日も、え……エッチなこと、いっぱい……して、下さいぃっ！　ああっ、イクッ、イクゥッ！」

			剛斗の携帯に淫らなメッセージを吹き込みながら、もう片方の手でローターを押し付ける。

			こうして、記録に残る形でエッチな声を吹き込むというのは、その場限りで消えてしまうものとは違って、精神的な衝撃が大きい。

			だからこそ、こんなにビショビショになるほどに感じてしまうのだ。

			「ああっ、いいよぉ……オナニーも、気持ちいいっ！」

			電話が切れたあとも、自慰に没頭する。

			今日の調教を思い出し、明日の調教に想いを馳せながら、再び激しい絶頂を迎えるのだった。
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			「さあ、朝のホームルームを始めようか」

			剛斗は教壇につくと、クラスメイト達に告げた。

			すでに暗示をかけているので、誰も異議を唱えることはない。無言で、剛斗と、窓際のカーテンの脇に立っている彩のことを見ている。

			『あ、あぁ……クラスのみんなに、見られてる……』

			そう思いながらも、彩は陶酔したような表情で制服に手をかける。

			朝のホームルームでストリップしろという暗示をかけられたときに、拒絶したい気持ちよりも嬉しい気持ちになってしまった。

			恥ずかしいのに、見せたい。恥ずかしいから、見せたい。

			性に直結した思考になってしまった彩は、もはや快楽を求めずにはいられない。

			クラス全員の視線が、服を脱いでゆく彩に集まっていた。

			もどかしくブラを外し、艶やかな乳房を露にしながら、尖ってる乳首をわざと指先で弾き、ショーツを下ろした後、クリトリスやビラビラを軽く撫でる。

			『ンッ……ああ……すごい……あそこ、気持ちいい！　おっぱいもしこって……コリコリして、か、感じちゃう……ッ！』

			彩の乳首はすっかり充血して尖り、指先で触るだけで全身に痺れが迸るほどの快楽になっていた。

			その快感は写真を介して、剛斗にもビンビンと伝わってくる。

			「おっぱい、気持ちいい……ああ、気持ちいい……！」

			すっかり開発されてしまった身体を悶えさせ、クラスの皆に見せつける。

			無言とはいえ、顔を真っ赤にしている女子生徒もいれば、興奮しているような男子生徒もいる。

			しかし、彼らは決して動くことができない。この場の支配者である剛斗には逆らうことはできないのだ。

			「ああ、感じちゃう……感じすぎて……ああ、すごいのぉ……！」

			そんな中、彩の嬌声だけが室内に響く。

			見られるだけで、ここまで感じてしまうなんて異常だ。

			今にも血液が沸騰してしまいそうなほどの疼きに、全身の感度はますます上昇し、オマンコがぐっしょりと濡れてゆく。

			「んんぁ……はあっ……やぁ……あん……もう、だめぇ……あ、ああんっ」

			我慢できずに、ついに彩は自分から指をアソコに滑らせてしまう。

			公開ストリップショーの次は、公開オナニーショーだ。

			「ああっ、いいっ！　すご……いいい！」

			最初からクチクチクチと激しく指を出し入れさせて、オナニーに没頭する。

			「ああっ！　あん！　気持ちよすぎて……おしっこ、出ちゃうっ……見られながら……おしっこ……おしっこ出ちゃう！　ああああっ！」

			いやらしく腰を突き出して、これから放尿する自分の女陰を見せびらかすようにする。

			「見て！　みんな見てぇっ！　ああ、私……こんな所で……おしっこしちゃうの！　ああああ見てぇっ！」

			そのとき、担任の教師が教室に入ってきた。すかさず、剛斗は暗示をかけて動きを封じる。

			『せ、先生にも見られちゃうぅ！』

			優等生である自分のことを信頼してくれている男性教師の前で、これから放尿をしてしまうのだ。

			胸が苦しくなってしまうぐらい、興奮してしまう。

			「あああああああっ！　おしっこ出るっ！　彩のおしっこ！　クラスの皆と先生に見られながら出ちゃう！　あああああああああああああああああッ！」

			プシャアアアアアア……！　

			この上なくはしたない音を立てて、彩は放尿をしてしまった。
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			「ンンッ、ンンンンンッ！」

			だらしなく快楽に顔を歪ませ、腰をブルブルと痙攣させて、最後の一滴まで絞り出す。

			教室内に、尿と愛液の混じった雌の匂いがたちこめた。

			「やれやれ、朝から随分と盛大にやったな」

			これでは、後始末も大変だ。

			だが、剛斗は心の中でにやりと笑っていた。

			（やりやがった）

			なぜか嬉しくなってしまう。

			さすがにこの放尿ショーを見て、クラスメイトは皆一様に衝撃を受けている。

			彩のことを好きだった者がいたとしても、この淫ら極まりない放尿姿を見てしまっては、そんな気持ちを失うだろう。

			しかし、剛斗はそんな彩を褒めてやりたい気持ちがしていたのだった。

			


			


			昨日に引き続き、偽演劇部の練習が始まる。

			今日は、レイプシーンだ。

			クラスメイト達は、教室で練習を始めようとする彩を見ていた。

			「さて、始めるか。今日は教室だしな。特別に俺も参加してやる。彩、しっかりと演技しろよ？」

			「は、はい……」

			「よし、開始だ。……おらぁっ！　股開けよっ！」

			押し倒して、そのままペニスをショーツに押し付ける。すると、彩は興奮のあまりペニスを握ってしまっていた。

			「ああぁ……うぅん……熱いっ……っ……やぁ……あうン……」

			勃起を握った瞬間、彩は心臓がきゅうと何かに締めつけられるような切ない感覚を覚える。早く、入れて欲しい。

			「ダメダメ。まだシーンが始まってないのに、そんなに興奮して積極的じゃ、レイプの雰囲気が出ないよっ！」

			偽部長が台本をバンバン叩きながら、指摘する。

			「あああ……ご、ごめんなさぃ……」

			思わず謝る彩に、部長は「もっと真剣に！」と注文をつけていた。暗示とはいえ、すっかり監督することにはまってしまっているようだ。

			『え、ええと、私は…………ひ、ひたすら……お、犯されちゃう……あぁんっ……』

			犯される、という言葉を頭に浮かべた瞬間、脳がスパークして快楽が走る。

			レイプされるという、女性にとって最も屈辱的なことでさえ、甘美な想像になってしまっているのだ。

			「それじゃ、もう一度。スタート！」

			そうしてまた、ペニスが押し付けられる。

			「え、な、なに……？」

			妄想に浸っていた彩は、今度は突き出されたペニスに対して反応できなかった。

			「おい、さっさと握れよー！」

			偽部長の声に、彩は顔を強張らせた。

			「に、にぎるんですか……？」

			「そうだ、早くしろ！」

			「早くしないと、舞台が進まないだろうがッ」

			他の偽部員からも怒声があがる。

			いつもとは違った殺気立った偽部員に、彩の心に恐怖心が芽生えてきた。

			『あ、ああ、怖い……で、でも……こ、これも演技……演技のため……っ』

			怖々と、それこそ本当に脅されているかのように、そっと男根を掴む。

			『やあぁ……う、うそ……すごく熱いぃ……』

			まるで溶けきっていない蝋のようだ。

			「おい、そんなんじゃ、全然気持ちよくないだろーがー！」

			「もっとちゃんと握りしめろよっ！」

			「は、はい……ご、ごめんなさぃい……！」

			指示されるがままに勃起して熱くなった性器を手の中におさめる。

			燃えあがる灼熱感が手のひらいっぱいに弾け、彩の身体がブルッブルッと震えた。

			（ククク、たまにはこういうのもいいな……）

			すっかり淫らになってしまったからこそ、こういう反応が新鮮に思える。

			「おらっ！　しゃぶれよ！」

			「んぶぅっ!?」

			彩の頭を押さえつけて、ペニスを口の中に突っ込む。

			そして、腰を使って、強制イマラチオをさせる。

			「んぐっ!　んぶっ！　んっうう！　ぷあっ！　あぐっ！　げほっ！　ごほっ！　んぶぅうううっ！」

			しぶきと先走り汁が飛び散り、彩の端正な顔立ちを汚す。

			『ああっ！　苦しいっ！　息、できないよぉ……！』

			吐きそうになるぐらいのハードイマラチオに、涙が出てきてしまう。

			「おらっ！　おらおらおら！」

			それでも、一切妥協することなく、剛斗は腰を突き出して、口腔を激しく犯す。

			「んぶっ！　んぐゅっ！　ん、ンンンッ！　はぶぅう！　あふっ！　げほっ！」

			十分な固さになったところで、ペニスを引き抜く。

			「はぁっ！　はぁっ、はぁっ……」

			荒い息をついて、呼吸を整える彩。

			「さあ、しっかりと俺のものを受け止めろよ」

			「っ!?」

			呼吸を整えることに集中したせいで、股に割り込んでくるペニスに気がつくのが遅くなっていた。

			確かな膣襞の感触を感じながら、肉棒を侵入させる。

			犯されるというのに、膣内はすっかり熱くなって、愛液を分泌させていた。

			「ひ、ひぃいっ！」

			今までとは違ったシチュエーションでの挿入に、彩はもがいた。傍から見れば、本当にレイプされているかのようだ。

			そんな彩のことを、教室に残っているクラスメイトは見ている。その視線がまた、彩の心の奥のマゾ的な部分を刺激した。

			『あぁっっ！　ああ、いやぁ……はいって……く、くるぅう……！』

			粘膜をめくりあげる勃起の勢いに、思わず身体全体を仰け反らせる。

			「あ、あうぅうっ！」

			『はくぅぅう……いきなり強く突かれたのに……でも、すごく……気持ちいい……！』

			しかし、いつまでも挿入の余韻に浸ってはいられない。

			「おら、おら、おらぁ！」

			性に飢えた牡の、強烈なピストン運動が始まった。

			「あぁあっ！　あ、あああん！　はあぁんっ！」

			『ああ、すごい、剛斗くん……い、いつもより男らしい……！』

			あまりの快楽に腰を引こうとすると、それを追い詰めるように力いっぱい自分の腰を打ちつけてくる。

			息が止まるかと思うぐらいの激しいピストン運動に、声にならない喘ぎを上げることしかできない。

			「あぐうっ！　あ、ああ！　んうぅ！　ひ、ひぃいいいっ！」

			『やあああぁぁぁ……ああ、いっぱい……いっぱいになっちゃうぅぅっ！』

			怒張したペニスはぎっちりと膣内を満たし、凄まじい力強さで膣壁を擦り上げる。

			普通のセックスではとても得られない、暴力的な快楽だ。

			『あぁ、こ、このままじゃ、私……犯されて感じる変態になっちゃう……！　いやっ、だめぇ！　そんなの、おかしいよぉ！』

			最大の陵辱行為であるレイプですら、感じてしまうなんて救いようのない変態だ。

			「ああっ、うううっ！　い、いやぁっ！　きもち……いいっ！　でも、やっぱり、気持ちいいのぉっ！　ああんっ！　はああぁっ！」

			心の中の葛藤は、今や完全に消え去ろうとしていた。

			人間は、快楽の前には抗えない。

			「くっ……おぉ、いいぞ！　……最高だっ、彩っ！」

			「ああ、熱いよぉ！　身体、熱くなっちゃう！　アソコがジンジンして、精液欲しくなっちゃうぅっ！」

			「く、くううぅぅ……あ、彩ぁっ！　出すぞ……！　お前のマンコに、精液をいっぱい出してやるからなっ！」

			『ああ、出されちゃう……精液、中に出されちゃうのぉ！』

			子宮まで注がれる精液の熱さを想像して、さらに膣内を収縮させる。

			「おおらあああっ！」

			白く濁った欲望を思いきり子宮の奥に注ぎ込む。その刹那、

			「ひいいぁああああああぁぁ……イク……ああああぁ……らめえ……熱い……精液がいっぱい熱くて……ダメ……いくいくっ……あっきゃあああああああああああああああッ！」

			教室はおろか、校内中に聞こえるような声で、絶頂を叫ぶ。

			天に昇ってしまいそうな強烈な快楽に、四肢をピンと伸ばして、身体を痙攣させる。

			「おらっ、顔にもかけてやる！」

			発射の途中でペニスを引っこ抜き、彩の端正な顔立ちにも射精してやる。

			「ん、ああっ！　……せ、精液ぃ……ん、うぅう……！」

			恍惚とした表情で、精液に塗れる彩。

			クラスメイト達には刺激が強すぎたのか、誰もが唖然とした表情で、淫獣のようになってしまった彩を見ていた。
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			つい先日まで、学園のアイドル、クラス一の美少女優等生として、男子はおろか女子からも好意を持たれていたのに、堕ちたものだ。

			「んっ、んぅう……犯されるの、気持ちいいよぉ……精液、おいしいよぉ……」

			静まり返った教室の中で、彩のうわ言だけがいつまでも響いていた。

			


			


			放課後。彩は水着に着替えて、プール棟に来ていた。ここに来れば、気持ちいいことをしてもらえるからだ。

			「お、来たね彩ちゃん」

			「ヒヒヒ、今日も楽しませてもらおうかな……」

			昨日と同じ不良部員達が、すっかり待ちかねていた。

			早速、横になり、ローションを垂らされる。

			そのまま、がっつくようないやらしい手つきで胸や股間を水着越しに触られまくる。

			「ああぁ……ンッ……んふぅ……ああぁんっ……！」

			乳首を手のひらで転がされ、筋に沿うように股間を指で擦られる。

			「ああぁ……！」

			その声は、物欲しげな、熱っぽい淫蕩の調子を帯びている。

			『き、気持ちいい……ああ、乳首も、クリトリスも……感じちゃう！』

			三つの突起を弄られて、面白いように身体を跳ねさせてしまう。

			しかし、急に部員達は手を動かすのをやめてしまった。

			思わず、彩は部員達のほうを切なげに見てしまう。

			「ヒヒ、勝手に一人だけ気持ちよくなるなんてダメダメ」

			「そうそう、どれだけ気持ちいいか、俺たちに教えてくれなきゃ」

			「あ、あぁ……」

			思わず甘い吐息をついてしまう。

			意地悪されることが、気持ちいいのだ。

			心の中のマゾ性が解放されて、恍惚としてきてしまう。

			「む、胸が……さ、触られて……き、気持ちいいんです……」

			「胸のどこさ？」

			また部員たちの指先が、胸のさきっぽを左右いっぺんに刺激してくる。

			「はあぁぁん……ああん！」

			たまらず悶えてしまう彩に、部員は執拗に聞いてくる。

			「ねえ、どこ？」

			「ああぁ……む、胸の……ああ……さ、先っぽ……ああぁん……！」

			「先っぽじゃないだろ？　もっと言い方があるだろ？」

			もっと恥ずかしい言葉を言わせようとしているのだ。それを感じて、ますます彩は昂ぶってしまう。

			「ち、乳首っ、です！　……ああぁ……やぁぅン！」

			「そうそう。そう言ってくれたほうが、俺たちもわかりやすいよ」

			両乳首を、さっきよりも力をいれて、潰してくる。

			競泳水着に擦れて、今まで感じたことのない強い刺激が乳首を襲ってくる。

			『ああ、乳首そんなに刺激されたら……ああっ……きゃうぅん……ひっ』

			「あっひぃぃぃ……！」

			乳首を触れているのに、股間を突き出すように下半身を跳ねさせる。

			「ヒヒ……やっぱり、ここも触って欲しいんだね？」

			先ほど下半身を指先で弄っていた部員が、にたりと笑う。

			「はあ……ああ……そ、そこ、か、感じちゃうの……うぅん！」

			「ねえ、ここはなんて言うところなのかな、彩ちゃん、教えてよ？」

			股間に顔を近づけて、秘裂の上の充血したところを、意地悪く突っつく。

			「ふぁわぁ……や、やめてぇえ……そこ、そこぉ……び、敏感だからぁあっ！　ひ、ひいぃぃいっ！」

			秘部から甘酸っぱい淫液が溢れ出て、太ももを伝い、プールサイドを濡らしてゆく。

			「敏感って、ここ、なんて言うか知ってるの？」

			あくまで、彩に言わせようというのだ。

			彩はぴくりと反応すると、そのまま物欲しげな顔で、液体で濡れた男子の指を見た。

			少しだけ開いた口から可愛らしい舌先が見え、涎が唇を濡らしている。

			もっと、欲しいのだ。

			そんなことは、誰の目から見ても明らかである。

			「ほら、言わないの？」

			「ひ……ひいっ……そ、そこ……あぁ、く、クリ……クリトリス……で、す……あぁッ……ひゃぁぅ、うぅぅンッ……！」

			「へへへ……よく言えました。ほぉら、ご褒美だぜ？　クリちゃんもっと刺激してあげるから」

			「だ、だめやぁああうぅぅぅぅぅン！」

			クリトリスを思いっきり潰され、あっという間に肉体が愉悦に飲み込まれていく。

			『あ、だめ……！』

			「やああぁうぅぅ！」

			ぬるんと水着越しにクリトリスの包皮が剥けてしまう。

			『きちゃう……やぁぁ……ああぁ、く、くる、き、きちゃうぅ！』

			息が荒くなり、激しく首を左右によじる。

			「イク……ああぁ、だめ、イク……イクイクイク……いっくううぅぅぅぅ……きやああぁぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

			絶叫とともに、股間から潮を吹く。

			水着越しに液体が染み出てくる光景は、実にいやらしい。

			「あぅう……うぅっ……んっ……」

			そのままビクビクと余韻に浸る彩。

			「……やれやれ、他人の手でこんなに派手にイキやがって」

			剛斗は彩の死角からずっとこの様子を観察していた。

			暗示でコントロールさせつつも、今回はかなり自由にやらせてみたのだ。

			暗示を解けば、部員達は彩を陵辱してしまうことだろう。

			「まぁ、お前らなんかにはもったいないからな……。お触りできるだけでもありがたく思うんだな」

			剛斗は彩の前に来てズボンを脱ぐと、肉棒を取り出した。

			そして、水着の隙間から強引に挿入する。

			「あ、あああうううっ！」

			ローションと愛液ですっかりヌルヌルになっていた膣内はすんなりと肉棒を受け入れてしまう。

			「フフ、すっかり中が熱くなってるじゃないか。この淫乱が！」

			罵りながら、水着越しにぷっくりと膨らんでいるクリトリスを指で摘み上げる。

			「ひ、ひぃいいい！　ダメッ、ダメェッ！」

			そのままクリトリスをぎゅうぅと摘んだまま、ピストン運動を繰り返す。

			「あ、あひぃいいっ！　い、いやぁっ……ら、らめえっ！　らめなのっ！　おかしくなるっ！　刺激、強すぎるのぉっ！」

			一突きごとに、膣内の温度が上がり、新たな愛液を溢れさせて、水着をヌルヌルにしてゆく。

			「フフ、お前ら、またさっきみたいに乳首をいじってやれよ」

			待機状態になっていた部員に暗示をかけて、また乳首を弄らせる。

			「あ、あううっ！　乳首ぃいい！」

			今度は両乳首を同時に抓ってより強い刺激を彩に与える。

			「おらっ、クリトリスもだ！」

			「ひぎぃぃっ！」

			肉芽を強く抓られて、もう頭がどうかなってしまいそうだった。

			『い、痛いのにぃ……痛いのに……なんで……気持ちいいよぉ……痛いのが、気持ちいいのぉぉ……！』

			ローションで全身の性感を高められた身には、これぐらいが丁度良いらしい。

			「フフ、すっかりマゾになったみたいだなぁ、彩っ！」

			膣内をえぐるように、肉棒を突き出し、ピストンする。

			「あぐううっ！　ひ、ひいいいいい！　きもちいいいいいっ！」

			絶叫とともに、きゅうぅうう、と膣が急激に締まり出す。

			「く、ううう……！」

			まるで手で強く握りしめられるかのような締め付けに、ペニスも急速に限界を迎えてしまう。

			「あっ、く……ううっ」

			そのまま精液を放って、ローションまみれの彩の上に倒れ込んでしまう。

			冷たかったローションはすっかり温かくなってヌルヌルしていた。

			「あ、あぁ……中にいっぱい出てる……アソコが、熱いよぉ……クリトリスも乳首も、すごい、熱っぽいぃ……」

			恍惚の表情で、彩は呟いた。もう下半身はどこまでがローションで、どこからが愛液なのかわからないぐらいだ。

			


			


			プール調教の帰り道。公園に差しかかると、剛斗は足を止めた。つられて、隣を歩いていた彩も立ち止まる。

			「ご、剛斗くん……？」

			この公園は、自然を生かした広い公園なのだが、草木が鬱蒼と生い茂り、その中に浮浪者や日雇い労働者のブルーテントやダンボールハウスが不法に建てられている。

			年に数回はレイプ事件が起きるような場所なのだ。

			そんな場所で、剛斗はズボンを脱いだ。

			『え？　こ、こんなところで……するの？』

			もし性交をしているところを目撃されようなら、たちまち男達が群がってきてしまうだろう。

			そして、輪姦されてしまう。

			『ああっ、そんなのダメェ……！』

			汚臭を放つ浮浪者達に慰みものにされる自分を想像して、ゾクゾクしてしまう。

			「フフ、そんなに輪姦されたいのか？　呆れた雌だ」

			そう言いながら、彩のスカートをめくりあげ、ショーツを脱がし、立ちバックの姿勢で挿入する。

			「はあああぁ、入ってくる……あああぁ、剛斗くんのおちんぽ、ぶっといおちんぽ、いっぱい、くるうふうぅぅぅぅぅぅぅ……！」

			暗示をかけていないのに、そんな台詞を口走ってしまう。

			「ハハハッ、どうしようもない淫乱だなぁ！」

			「あああ、いいの。いっぱい、子宮をたたいてぇ！　私の子宮をえぐってええ……あああ、いい、気持ちいい……ふぁああああああン！」

			腰の動きに合わせ、身体を跳ね上げ歓喜する。

			「ンッ……はあぁ……いいのぅ……感じちゃう……もっと頂戴……いっぱい、私の中に入れてえ！」

			（やれやれ、こんな場所でこんなに声を上げるとはな……）

			剛斗は珍しく呆れながら、周囲の気配を探った。

			まだ夕方とはいえ、こちらをじっと見ている男が何人かいる。暗示を使って対処していなかったら、それこそ本当に襲われていたことだろう。

			「おらっ！　お前の痴態を見せてやれよ！」

			ジュブッ、ジュグッ、グチュ、ジュブブ！　

			わざと抜き挿しをして、音を立てる。

			「んんぁ……もっと突いて！　突きあげてえ！」

			快感が快感を呼び、今どこにいるのかすら忘れて快楽を貪っているようだ。

			「ンンァッ……あぁ……イィッ……いいの……か、感じちゃウゥ！」

			「おらっ！　おらおらおらっ！」

			突き上げるように肉棒を前に出して、思いっきり腰を尻に叩きつける。

			「ああぁん……いぃ……よ、良すぎて……も、もうぅ……あ、ああぁぁぁ……！」

			涎を垂らし、オマンコから愛液を垂れ流しながら、野外で犯され続ける。

			「くっ、いいぞ……この角度、締まる……！」

			立ちバックの挿入という、いつもとはまた違った感覚によって、早くも出そうになってしまう。

			「ひゃあぁ……いやらあ……ま、まらあ……まら……らめえぇぇ……！」

			絶頂に痙攣するおまんこのことを考える余裕もなく、今にも暴発してしまいそうなペニスを、力いっぱい出し入れする。

			「んっ……はあぁっ……やぁ……ンンッ……んっくうぅ……ふぁわあぁぁ……そ、そんなことしたら、また、すぐ……ダメ……イ……イきそうになるぅぅ……！」

			膣が、悲鳴をあげるように、収縮を繰り返す。

			「あ、ああぁ、あっっきゃあぁぁぁぁぁぁぁぁ……！」

			「出すぞ、中に出すからな！」

			「は、はいっ……出してえ……いっぱい、出してっ！　私に、種付けしてえええええ！」

			「う、おおおおおっ！」

			彩の腰を引き寄せて、思いっきり肉棒を突き上げる。

			頭の中が真っ白になってしまうような快楽とともに、射精が始まる。

			「あああああっ出てる……精液いっぱい、最高っ！　最高なのう！　も、もうらめえ……も、頭、おかしくなっちゃう！　ああぁぁ……イクいくぅ……！」

			壊れてしまったかのように収まらない射精に、彩はさらに快楽の高みへと昇っていってしまう。

			『ああ、公園で、中出し、すごいのぉ……！』

			舌をだらしなく出して、ブルブルと震わせる。

			さすがに、彩のこの凄まじい乱れっぷりに、公園のギャラリーも度肝を抜かれたようだ。

			暗示をかけるまでもなく、退いてしまった。

			


			


			その夜。携帯の着信音が鳴って、彩からの留守電が届いた事を知らせる。

			もう完全に恥女のような、はしたない女になり下がってしまった彩だが、こういう『報告』で、その恥かしさを自分の口から語らせるというのは、普段の調教の成果がより実感できて実にいいものだ。

			留守電を再生するといきなり叫び声のような、激しいオナニーボイスが飛び込んでくる。

			「ああッ！　今日もいっぱい恥知らずでエッチなことができて、彩は幸せですぅう！　んんぅううっ！　今もオマンコぐちょぐちょになっちゃって……指がビチョビチョに、なっちゃって……アアッ！　あっあっあっ……イクイクイクのぉイクゥ！　イク声聞いてぇっ！　アアッイクゥッ！　ん、ンゥウウウッ！」

			吹っ切れてしまったような、絶叫。

			身体を震わせながら絶頂の快感に打ち震えてる姿が目に浮かぶようだ。

			「フフ、かなり淫らになったようだな……」

			それに応えて、もっと淫らな調教をするのが、主人である自分の務めだ。

			「そうだ、明日はもっと大勢の人間の前で辱めてやるか……」

			剛斗は自分から彩の携帯に留守電を入れて、明日の指示をしてやることにした。

			そうして、返事も聞かずに寝てしまう。彩が拒絶することなど、絶対にないからだ。

			


			


			「ほら、着いたぞ」

			目的地である秋葉原駅についたので、彩を促して下車する。

			「はぁ……あぁ……」

			電車に乗ってから、ずっと痴漢プレイをしていたので、彩はすっかり出来上がってしまっていた。今すぐに挿入してもいいぐらいだろう。

			だが、それでは面白くない。

			多くの人でごった返す駅前に出ると、剛斗は紙袋の中からゲームのヒロインのコスチュームを取り出した。演劇部の倉庫から拝借しておいた、新品だ。

			「さあ、今すぐ着替えろ」

			「えっ、ここで……？」

			多くの通行人がいる。メイド姿の女性もいれば、オタク風の男性客や、呼び込みをしている店員も、他には親子連れだっている。

			「ほら、さっさと着替えるんだ」

			「は、はい……」

			『す、すごい……こ、こんな駅前で、私、着替えちゃうんだ……』

			こんな場所で着替えをしたら、当然、多くの注目を集めてしまうだろう。近くの警察署の警官に逮捕されてしまうかもしれない。

			「はぁ、あぁ……み、見られてる……」

			それでも、彩は甘い吐息をつきながら、恍惚の表情で制服を脱いでいった。

			当然、多くの通行人が、彩の始めた公開着替えショーに注目し始める。

			全身が火照ってきてしまい、痴漢プレイで敏感になっているアソコが濡れてショーツにシミを作ってしまう。

			「はぁ……はぁ、はぁ」

			興奮から荒い息をつきながら、なんとか渡されたコスチュームに着替える。胸が強調されて、とてもいやらしい服装だ。

			すでに、多くのギャラリーが集まってきている。さすがに、こういうことには敏感な街だ。

			「す、凄い……人がこんなに集まってきて……恥ずかしい……」

			口ではそんなことを言っているが、本当は嬉しいのだ。

			見られて、嬉しい。そして、どうしようもなく感じてしまう。

			「フフ、少々ここは狭いからな、ちょっと移動しようか」

			剛斗と彩が移動すると、ギャラリーも一緒になってゾロゾロとついてくる。その数、すでに三十人はいるだろうか。

			中央通りを歩くと、たちまち多くの通行人が彩に注目した。そして、後ろからついてくる客を見て、自分達もその列に参加してゆく。

			露出系コスプレの撮影だとでも思っているのだろう。やはり、この街は食いつきが良い。

			「よし、ここでいいな」

			歩行者天国の丁度真ん中のあたりにやってくる。ここなら人が多くても狭いということはないだろう。

			「せっかくだ、御期待に応えて撮影会といこうじゃないか」

			百人以上に膨れ上がったギャラリーを見て、剛斗も高揚していた。

			これだけの人間を暗示で操ることは力を使うが、それだけに、彩を多くの衆目に晒せるのだ。やる価値がある。

			この集団の中には、歩行者天国をパトロールしている警察官も混じっているが、彼らは注意することができない。暗示の力は実に強力だった。

			暗示の力は、使えば使うほど強くなっているようだ。

			「さあ、お前の痴態を皆、期待しているぞ。やれ、彩」

			『あぁっ……名前、呼ばないで……』

			こんな状態で自分の名前を呼ばれて、恥ずかしさが込み上げてくる。

			それでも、彩は剛斗から渡されたバイブを受け取って、自らの口に咥えた。

			『ああぁ、見てる……皆の見てる前で、バイブ咥えちゃってる……』

			百人を超える視線が、自分に集まる。それは、例えようのない快感だった。

			その快感をひしひしと肌に感じながら、コスチュームの前垂れを片手で持ち上げて、ノーパンの股間を晒す。

			皆、声もない。突然の公開オマンコに、見入ってしまっている。

			『あぁ、そんなに……見ないでください……は、恥ずかしい……』

			「フフフ、今日ここに来ていた奴はラッキーだったな。彩のマンコをこうして見られるんだからな……ほら、次はバイブだ」

			「は、はい……。ん、んぅ……」

			唾液で濡らしたバイブを自ら膣に挿入する。

			群集は一様に息を呑み、彩の股間を凝視していた。

			「フフ、そうだな。今日はいい天気だし、サービスしてやるか。さあ……、撮影だけなら自由だから。好きに撮ってくれ」

			「えっ!?」

			剛斗の告げた信じられない言葉に、気が動転してしまう。

			今まではカメラやビデオで映像に残るようなことがないから、安心して痴態を晒せたという面がある。

			それが、カメラやビデオで撮影されてしまったら、取り返しがつかない事態になってしまう。

			剛斗の言葉を受けて、ギャラリー達は一斉に、携帯のカメラやデジカメで撮影を開始した。
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			パシャパシャと写真を撮られる音や、ウィーンというレンズの起動音ですら、彩の官能に火をつけていってしまう。

			『ほ、本当は、こんな姿を撮られたらいけないのに……、あぁ、もう、この街を歩けないよぉ……それに、インターネットとかで晒されたりしちゃったら……ああぁ、そんなのダメェッ！』

			バイブからポタポタと愛液を垂らしながら、そんなことを考えてますます快楽を高めてしまう。

			「フフ、こんなもんで満足してもらっては、困るな。おら、咥えろよ」

			ズボンから肉棒を取り出して、彩に見せつける。

			「あっ……あぁ……オチンチン……剛斗くんのぉ……」

			潤んだ瞳で、肉棒を愛おしげに見つめる。そして、そのままおしっこをするような姿勢で足を広げながら腰を下ろして、ペニスを咥えてしまう。

			一斉にカメラのシャッターが切られ、フラッシュも無数に光る。

			「んむっ……はぁ……んちゅ、ぺろ……はむっ……ふむぅ……んん……」

			咥えたり、舌を下から跳ね上げるようにしたりして、まるでギャラリーに見せつけるような奉仕をする。

			その間も、バイブはしっかりと股で咥え込んで、愛液の水溜まりを路上に作ってゆく。

			「クク、随分と恥知らずになったもんだなぁ、彩」

			髪を撫でながら、腰を使って彩の口内を犯す。

			「んぶっ、んんぅ！　んむっ、ぷあっ、あむっ！」

			発情した目つきでこちらを見る彩。やはり、口だけで収まりそうにない。無論、最初から挿入するつもりだったのだが。

			「……おらっ、こっちにケツを向けろ」

			「ぷぁっ、ん、うう…………」

			フェラチオを中断して、彩はお尻を突き出した。立ちバックの姿勢だ。

			だが、剛斗にはいつも通り挿入する気はなかった。

			「今日は特別だ。こっちの穴に入れてやるからな」

			「……えっ!?」

			もう、遅い。

			彩がその意味を悟る前に、剛斗は彩のアナルに肉棒を侵入させていた。

			「あっ、きゃぁああっ！　ん、んぅううううっ!?」

			めりめりと腸壁を押し開いて入ってくるペニスに、さすがの彩も慌ててしまう。

			ここは、公然なのだ。

			『はぁあっ！　皆が見ているのに、お尻に入れられちゃうッ！』

			今やギャラリーは二百人近いだろう。その衆人環視の中で、初めての肛門性交を見られてしまう。

			「あ、あぐ……ん、うううッ！」

			「ククッ、いい締りだ！」

			ついに、根元まで彩のアナルにペニスを入れてしまった。

			手加減なしに強烈に締め付けてくるその気持ちよさに、思わず入れている側もゾクゾクしてきてしまう。

			ギャラリーも興奮に息を荒らげながら、シャッターを切っている。こんな美少女のアナルセックスなんて、当然、見るのは初めてだろう。

			「いくぞ……おらっ、おらっ……！」

			尻肉を、爪を立てるほどに掴み、きつい直腸を力強く犯してゆく。

			「ひっ、ひぃいいっ！　あぐうううう！　い、ぎぃいいっ！」

			獣のような声を上げながら、涙と涎と愛液を飛び散らせる。

			ヌチッヌチッという、膣とは違った生々しい挿入音が、周囲をより一層、淫らな雰囲気に変えてゆく。

			『ああ、すごい……！　私のお尻の中に、太いオチンチンが、いっぱい入ってくるぅ……！　ああ、見てる、入ってるところ、すごい見られてる……！　お尻も、身体も、頭の中も……すごい熱くなってる……！』

			「くううっ、すごい締め付けだ……」

			膣とは比べものにならない締め付けに、ペニスが悲鳴を上げる。

			肉棒が大きくなればなるほど、キツクなる。それでも、渾身の力で美穴を犯し続ける。

			「ひぃいっ！　あううううっ！　んぅううっ！　ひ、ひぎぃいいっ！」

			激しく快楽を貪る彩の姿に、ギャラリーも熱の籠った撮影を続ける。

			身体の奥底を揺さぶれるような快楽と、身体の表面を撮られて見られる快感に、頭も身体もどうかしてしまいそうになる。

			『だ、ダメッ……も、もう、私、おかしくなっちゃう……！』

			心も身体も、もう本当に、限界かもしれない。

			「あ、あぅうう……あ、あ、あっ、あっ、イ、イク……イッちゃう……もう、ダメッ！　ダメェッ！　すごいいぃ！　あぅううう！　あ、はああああああっ！」

			「う、おおおっ……!?」

			まるで壊れてしまったかのように全身を痙攣させると、アナルも物凄い勢いで収縮を繰り返した。

			彩の頭は真っ白になり、絶頂が身体を包み、意識が飛ぶ。

			それは、剛斗も同じだ。全身の力が抜けてしまうぐらいに、ペニスをアナルに締め付けられ、強制的に射精させられる。

			「……は、ぁああああ……」

			崩れ落ちそうになる身体を剛斗に支えられて、彩は前屈するような体勢で身体を震わせていた。

			『……お、お尻の中に、精液出てる……ああ、すごい……あったかくて、すごく気持ちいい……』

			直腸内を満たしてゆく熱い精液に、陶酔した気持ちになってしまう。

			ぷしゃっあっ……。

			そして、バイブが挿入されたままの秘部から、歓喜に溢れた尿を噴出させてしまう。

			「……クク、本当にお前は、すごいな……」

			剛斗は、心の底から感心していた。

			これほどのことを公衆の面前でやってのける女はそうはいないだろう。なぜか、誇らしげな気持ちになってしまう。

			ギャラリーもそのあまりの激しさに茫然としてしまったようで、尿を垂れ流している彩の痴態を、ただただ見ているだけであった。

			一時的に、暗示が解かれてしまっている状態にもかかわらず、だ。

			


			


			電気街での公然アナルセックスから数日後。今日は、調教が始まってから九日目の夜だ。

			自室のパソコンに接続したＷＥＢカメラの前で、彩はゆっくりと股を開いていた。

			「せ、聖遼学園……一年……水泳部所属……あン……」

			自分のプロフィールを口にすると、早くも感じてきてしまう。

			このアダルト画像チャットでは登録上の都合で仮名にしてあるもののチャット中では本名と本当の学園名を言うようにしている。

			「わ、私は……水泳部に所属しています……み、美城……彩、です……はあ……ああんっ……うぅん……！」

			カメラの前で、ベリーダンスのように腰をくねらせる。もうアソコからは愛液が垂れてきて、太ももまで濡らしてしまっている。

			「見てて下さい……」

			パソコンの向こうにいる多数の男たちに呼びかけ、人差し指でクリトリスを擦り始める。

			「っはあぁあぁ……ンンッ……」

			グチュグチュと淫らな水音を立てて、早くも粘液を泡立たせる。

			この画像チャットを見ているのは彩の淫乱さに耐えられる者だけだ。顔が可愛いからといって見に来たような者は、そのあまりの淫乱さに来なくなってしまう。

			コアなギャラリーだけが彩の痴態を見続けているのだ。

			肉芽、ビラビラ、膣口……と、画面に見せつけながら、オマンコを指先で丹念にこねまわす。

			「んっ……はぁ……うぅ……ンッ……」

			すっかりアソコは洪水状態で、ビショビショになってしまっている。

			「あああ……見て……見てください……」

			股を大きく広げ、指で蜜の溢れる花弁を広げる。

			モニターの中で自分を写してるウィンドウには、自分自身のアソコが大写しになる。

			それを見て、また彩の興奮は煽られるのだ。

			『いやらしい……私のおまんこ……すごい、濡れちゃって、いやらしい……』

			クリトリスがぷっくりと膨れ上がり、割れ目から粘液がとめどなく溢れてくる。

			もう、肛門のほうにまで垂れてしまっているほどだ。

			「んぁ……あああっ……」

			『ああ、気持ちいい……ネットで不特定多数の人におまんこ見せるの、気持ちいいよぉ……最高ぅ』

			画面の向こうでオカズにしてもらってると思うと、身体に電流が走ったように感じてしまう。

			「み、皆さん……見えて……い、いますか……？」

			花弁をなぞりながら、鼻にかかった甘い声を漏らす。
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			「ここが……小陰唇です……あぁん……今は、こんなに充血しちゃって……いやらしくなってますけど……ンッ……はあ……前はもっと小さいびらびらだったんです……んんぁ……でも私があんまりエッチだから……ンッ……こんなになっちゃいましたあ……」

			さらに指を伸ばして、自分の性器の解説を続ける。

			「こ、ここの小さな穴が……お、おしっこの出る穴です……ああん……ここから、私は毎日、うぅん……おしっこをいっぱいだします……あ、ンッ……んふぅ……。おしっこ出すのも、見られるのも、好きです……」

			そして、すっかり充血してしまった肉芽をこねくりまわすように弄る。

			「これはクリトリス……。ああん……こんなにふくらんじゃって……私はオナニーするときは……いつも、これをいじります……だから、すぐ皮も剥けて……すごくエッチになっちゃってます……ああン！」

			詳細な自慰の告白を終えて、彩は「んぅぅ」と呻きながら、軽くイってしまった。

			剛斗はその様子を部屋の隅で見ながら、にやにやしていた。

			今ではこうして、彩がオナニー中継をするのを見てやるのが、日課となっていた。

			彩は指先をいやらしくくねらせて秘孔に添えて、こじあける。

			ぬとっ、と糸を引く愛液が実にいやらしい。

			「ンッ……ああ……見てぇ……私の……いやらしいおまんこの中ぁ、奥の奥まで、いっぱい見てぇ……！」

			中指を突っ込んで、ぐちゃぐちゃとかきまぜる。

			膣壁はその指にちゅうちゅうと吸いついてきて、ますます愛液を分泌する。

			「ああ、すごい……私のおまんこのひだひだ、すごく指にからみついてきて、いやぅン……これだけで、もうすごく……き、気持ちよくなっひゃうぅぅ……！」

			閲覧人数が増えるたびに、快感が倍増するようだった。

			ネット越しに自分の痴態を見られていると思うと、本当にたまらない気持ちになってしまう。

			『あぁ、流出しちゃうよぉ……私の恥ずかしい姿、皆に見られちゃって、私、この町に住んでられなくなっちゃう！』

			妄想は留まることを知らず、飛躍してゆく。

			「見てぇ！　私のこと……あ、ああんっ……いぃっ、気持ちいい！」

			破滅的な思考でさえ、今の彩には快楽の要素だった。

			「はぁ……あぁあ……今から、……私、はあ……このいやらしいおまんこに……ンッ……アアアッ……んっ、っはあぁっ……これを、い、入れます……！」

			画面上の男たちに向かって、極太のディルドーを見せる。

			それは全長二十センチ、太さ四センチほどもある重厚感のある、最近買ってもらった玩具だ。

			「ああ、い、いれます……これ、今日も入れちゃうの……んっ……ああああぁ……くるッ……んぁあ……入ってくるぅ……！」

			ここ数日、毎日使っている極太ディルドーなのに、それでもやっぱり挿入するときの快楽は凄まじいらしく、何度も身をよじって悶えながら捻じ込んでゆく。

			「ああぁッ……ふとぉッ……うぅん……太いぃ……ああぁん！　やっぱり、このおもちゃ、すごくいぃ……ああん……太いぃ……！」

			まるでネジを回すように、ゆっくりとディルドーを回転させながら奥の奥まで押し込んでゆく。

			「あはああああぁぁぁ……きたああぁぁ……あああん……ぶっといのが……奥まで、きたのぉう！」

			子宮口が押し潰される快楽に、涎を垂らして快楽を叫ぶ。

			「ふああぁぁ……っはあぁっ……うぅん……い、いぃよぉ……ディルドー、最高ぅに……気持ちいいのぉ……！」

			両手で底部を掴み、ゆっくりと押し込んでは、引っ張る動きを繰り返す。

			その動きは、段々と速くなってゆく。

			「ああん……いい……最高ぉおお……おまんこ、子宮をずんずんって叩いて……ああんっ……いいい……気持ちよすぎちゃう……最高……さいこうぅぅ……ッ」

			ディルドーで愛液をかきだして、粘膜という粘膜に擦りつける。

			そうして、その乱れきった淫らで、恥知らずな痴態を多くの人に見てもらえる──それはこの上ない幸せだった。

			頭の中で背徳感と幸福感が快楽を増幅して、膣奥から噴水のように愛液が何度も噴き上がる。

			「はあ……ああん……うぅん……あああっ……いぃん……気持ちよ、よすぎちゃう……ああん……最高……ウゥッ……んんっ！」

			手の動きをさらに加速させる。もっと貪欲に快楽を求めるために。

			ジュブッ、ズブ、ヌププ、ジチュ！　

			集音マイクはその淫らな水音をあますところなく拾い上げ、ネット上に流す。

			「おまんこ壊れちゃいそう……ふぁん……すごい……ずんずん、ってこのおもちゃ、すごいのう……皆……見てる……？　私のおまんこ、この玩具がぐちゃぐちゃにしてるの……すごく気持ちよくて……あ、ぅン……死んじゃいそうッ……！」

			恥知らずな台詞を吐きながら極太ディルドーを突っ込み、それにも飽き足らず、すっかり膨らんでしまった肉芽を自分の指で抓る。

			「ンンンゥッ！」

			普通の女の子なら痛いであろう刺激も、彩にとってはこの上ない快楽になってしまう。

			マゾ的な快楽に目覚めてしまった身体は、生半可な刺激では満足できなくなってしまうのだ。

			「あぐぅううっ！　ダ、ダメェ……ああ、……い、イク……イクゥ……アアッ……もう、イっちゃいそうなのぉっ……！」

			無数の人間にオカズにされている快感に、身体のみならず精神的な悦楽が加速してゆく。

			段々と物事を考えられなくなり、心身の制御が効かなくなってしまう。

			「あ、ああ、アアアアッ……イク、イクイクイクイクウゥゥゥ……ダメ、だめになる……頭、お、おかひくなっへえ……いや、いやら……らめ……ひい、ひいぃぃ、イクイクイクウゥゥゥゥッゥゥウゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥゥ！」

			絶叫しながら、全身をピーンと硬直させる。

			一瞬後、腰を上下に激しく震わせながら、激しく潮を噴出した。

			あまりの勢いに、ＷＥＢカメラにかかってしまったほどだ。

			「んぁ……ああ……ああっ……ああ……す、すごく……あぁ……はああ……よ、良かったぁ……ああん……っ」

			玉のような汗を全身に浮かべながら、少し離れて痴態を見ていた剛斗に視線を合わせる。

			「はぁあ……んんぅ……」

			画像チャットオナニーの快感を伝えるかのように、甘く上擦った声を漏らす。

			パソコンの前で乱れる姿をこうして、同じ部屋で剛斗に見られるということが、興奮を高めているのだった。

			『あぁ……私、やっぱり変態なのよ……こんな、見られて……感じて……それもいっぱいいろんなエッチな台詞まで言っちゃって……ああ……っ……変態……変態……私、美城彩は、変態…………』

			公開ディルドーオナニーを終えた彩を観察しながら、剛斗はしかし、今までにない違和感を覚えていた。

			写真から伝わってくる彩の心が、段々と消えていってしまうかのような、奇妙な感触を覚えたのだ。

			「あは……、早く……皆に……犯して……もらわな、きゃ……」

			彩は、ふらふらと立ち上がると、焦点の合わない目で、そのまま部屋を出て行こうとする。

			「ん？　おいっ」

			暗示を強めて、動きを止めようとするも、効果がない。

			「犯されたい……輪姦されたいよぉ……レイプされて……滅茶苦茶にされたいよぉ……」

			虚ろな瞳で、うわ言を繰り返す。その様子は、明らかに尋常ではなかった。

			「彩っ！」

			「……えっ？　あ…………剛斗……くん？」

			剛斗が大声で名前を呼ぶと、急に夢から覚めたような顔をして、きょとんとする。

			どうやら、今、自分が何をしようとしていたのか、何を言っていたのかが分かっていないようだ。

			（……力を使いすぎたのか？）

			確かに、ビホルド説明書の最後のほうに書いてあった。『対象者に負荷がかかりすぎると、壊れてしまうこともあり得る』、と。

			


			


			剛斗が謎の老人からビホルドを渡されてから十日目の夜。時刻は二十三時四十分を回っている。

			彩はひとり、公園に現れて、犯してくれる人を待っていた。

			「ああ……、早く誰か来ないかな……。彩の恥ずかしいおっぱいや、オマンコをいっぱい見てもらいたいのに……」

			服を脱いで半裸になりながら、きょろきょろと辺りを見回す。

			「あはっ……犯されるの……想像してたら、もう、オマンコがグチョグチョになっちゃってる……ううん……」

			自分の指で大陰唇を触ると、糸を引いて愛液が垂れていった。

			「もっと……もっと、彩の恥ずかしい姿……、たくさんの人に……見てもらいたいよぉ……見られるの……大好きなのぉ……視線でイッちゃう……変態なのぉ……早く、誰か来てぇ……」

			うわ言を口にしながら、辺りを彷徨う。
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			「あぅん……視線……大好きぃ……、もっと、みんな見てぇ……軽蔑して……欲情して……彩を見てぇ……あっ、あっ……あっ……イッちゃう、彩……視線だけでイッちゃう……、変態の彩……おっぱいと、オマンコ見られてるだけで、イッちゃう……！」

			誰も見ていないのに、すでに彩には幻覚が見えていた。もう、完全に精神が崩壊してしまうのも時間の問題だった。

			「あああん……、もっと……見てください……、凄く……感じちゃうんです……。彩のエッチな姿……見て下さい……」

			幸か不幸か、今この場には人がいなかった。もし男がいたら、たちまち犯されていただろう。

			「ああっ！　見て見て！　恥ずかしい彩を見て！　見られてるだけでグチョグチョのオマンコもいっぱい見て！　あああんっ凄い！　あうん！　視線で、視線でイクッ！　ああああっ！　イクッイクッ！　みんなに見られながら……イッちゃウウウウウウウッ！！！」

			そのまま、ひとりで絶頂を迎えてしまう。

			「おいっ……誰がイっていいって……許可した？」

			いつものように言いながらも、剛斗は両手を膝について、肩で息をしていた。

			学校を休み、携帯の連絡も取れなくなっていた彩を、ずっと走り回って探していたのだ。

			電車にも現れず、教室にもこない彩に、嫌な予感を覚えていた。そして、昨夜の画像チャットオナニー後の彩の異変。

			──本当に、彩は壊れてしまったのかもしれない。

			そう思ったときには、いても立ってもいられず、教室を飛び出していたのだ。

			女を探して走りまわるなんて、柄じゃない。

			それでも、誰かに彩が犯されてしまう前に確保したかった。

			「……？」

			彩は、剛斗のことが誰だかわからないような様子で、じっと見つめていた。

			「ほら、帰るぞ」

			いつまでもこんなところにいたら、本当にレイプ魔に襲われてしまうかもしれない。この辺は治安も良くないのだ。彩の手を取って、引っ張る。

			「ね、ねぇ…………犯して……」

			それでも、彩は犯されることに固執していた。

			「っ……しょうがねぇな」

			このままで埒が空かない。それに、先ほど彩を見つけたときに、あまりに淫靡な姿に、股間が熱くなってしまっていたので、準備は出来ている。

			剛斗はそのまま、立ったままの姿勢で正面から彩に挿入した。

			「あんぅうううっ！」

			歓喜の叫びを上げながら、その場に崩れてしまいそうなほどに両脚をガクガクと震わせる。

			すぐ目の前で快楽に表情を歪ませる彩は、やはり可愛らしい。

			「くっ……すっかり濡らしやがって、この淫乱が！」

			「ああっ、ひいぃっ！　い、いいぃいっ！」

			腰を突き出してやると、本当に嬉しそうな顔をして、こちらに抱きついてくる。押し付けられた乳房の柔らかさが、本当に心地よい。安心感を覚える。

			「おらっ、おらおらおらっ！」

			本当にこのまま、彩が壊れてしまっていいのだろうか。自分の手を離れ、不特定多数の男達に犯され、性欲処理奴隷として生かされる。

			「ああんっ！　ああっ、んぅううっ！」

			乱れる彩を抱きながら、ペニスを膣奥に突き立てる。

			熱くて、柔らかく、いやらしい膣襞の感触──この温もりを他の誰かに味わわせることには……抵抗を感じる。

			やはり自分は、彩のことを、性の対象以上に見ているのだろうか。

			「い、いい……きもちいいよぉ……やっぱり……やっぱり……他の人に犯されるのはいや……剛斗くんのおちんちんが、一番なのぉっ！」

			気がつけば、彩の目に正気が戻りかけていた。

			「……ああっ、彩っ！　俺も……お前のマンコが一番だっ！」

			そうして、彩の唇にキスをする。

			深く舌をねじ込むと、彩も舌を伸ばして、絡めてきた。

			「んんっ、んちゅぅっ、んぅううっ！」

			「ん、彩っ、んんっ」

			お互いの舌を求め、唾液を混ぜながら、飲み込んでゆく。

			お互いの身体を強く抱きしめて密着しながら、下半身を擦り合わせる。

			「ん、ちゅっ、あっ、あぅんっ、あぁっ……あぅんっ、あっ、くあぁんっ！」

			「ん、くっ……彩っ」

			身体の奥底から、熱いものが込み上げてくる。今までにない、不思議な感覚だ。

			「ん、はぅうっ……剛斗くんっ……イクッ……私、もう、イッちゃうッ……」

			「ああ、イけよっ……彩っ、俺も、そろそろイクからさ……」

			ぎゅっと身体を強く抱きしめると、彩はきゅうぅうっと、膣を収縮させた。

			「ん、はぁあああ！　イクッ……イクゥッ！」

			「くっ、うぅう！」

			ビクビクビクン、とお互いの全身を擦り合わせて、精液と愛液を混ぜ合わせる。

			「はぁっ……あぁ……剛斗くんの精液、中にたくさん出てる……」

			淫らな表情で、そんな台詞を言う。そんな顔を見ていたら、またペニスが大きくなってしまいそうだ。

			「まったく……やっぱり、こんな淫らな雌犬は、俺が最後までしっかりと面倒見ないといけないな」

			「あぁ……剛斗くん……」

			「……さあ、帰って、夜通しで調教してやるか」

			正気を取り戻した彩を連れて、剛斗は夜の公園を後にした。

			公園の時計が、静かに午前零時を告げる。

			ビホルドに指定された十日間が、今、終わったのだ。
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			それから、数ヶ月後──。

			「剛斗くぅん……ああ、ン……ッ！」

			遊園地の観覧車が見える遊歩道。その脇の芝生には彩と剛斗、そして、その行為を遠巻きに見るギャラリーがいた。

			彩はほとんど全裸で、四つんばいの姿勢で股を広げている。くねらせるように動かしているお尻が、実に扇情的だ。

			観衆の視線は、彩のお尻だけではなく、お腹にも注がれている。

			「フフ、すっかり大きくしやがったな」

			毎日の中出しで、妊娠したのだ。ビホルドの呪縛が解けたあとも、彩は自分から膣内射精を望み続けたのだから、剛斗はそれに応えてやったのだ。

			「剛斗くぅん……！」

			周囲の人間なんてまるで目に入っていないように、甘えた声を出す。嬉しそうな笑みを浮かべて、これから周囲に見せつける行為に興奮している。

			オマンコはすでにグチョグチョに濡れていて、乳首は摘みたくなるぐらいに固く尖っている。あと二ヶ月もすれば、母乳も出てくることだろう。

			「どうしたんだ？」

			全てを分かっていながら、彼女が望むように、わざと意地悪く尋ねてやる。

			そうすると、焦らされるのがたまらないような切ない表情をして、さらにお尻を可愛らしく振るのだ。

			そうして、オマンコから我慢できない愛液がこぼれて、太ももを伝ってゆく。

			「したい……の……」

			「……何を？」

			わざとらしくそう言うと、ヒクヒクと膣を震わせる。

			「ああ、ひどいよ、剛斗くん……。分かってるのに……分かってるのにぃ……」

			熱い吐息をついて、身体をくゆらせる。

			「わ、私を、犯して欲しいの……お願い……もう我慢できないの……もうバイブとかディルドーじゃ、ダメなの……もう、私の身体はあなたのものしか……あなたの熱いオチンチンしか、受け容れられないのっ！」

			剛斗は、微笑んでやった。それがこの数ヶ月で出来上がったＯＫの証だ。

			早速、ズボンを脱ぎ、勃起して固くなったペニスを剥き出しにして、ヒップを背後から鷲づかみにする。

			「ほら、いくぞ……、彩」

			「ああ、いや……クリトリスも、ビンビンしてる……」

			挿入を待ちかねながら、うっとりと呟いた彩を見て、剛斗は呟いた。

			「あの彩がね……変われば変わるもんだ」

			変えたのは剛斗自身なのだが、今では暗示を使わなくても自分から素直に淫語を口走ってくれる。それが、実に心地よい。

			「……あなたが、変えてくれたの……私をこんな風に……ね、ねえ……話はもう、いいでしょ……お願い、も、もうたまらないの……」

			「わかったよ……じゃあ、もっと腰を上にあげな」

			「はい……っ」

			お尻を突き出して、挿入への期待に膣をヒクヒクと震わせる。すっかり濡れてしまったピンク色の膣肉はヌラヌラと妖しく光って綺麗なほどだ。

			その濡れそぼった花弁の中央に、赤黒い亀頭を突き立て、押し開いてゆく。

			「アアアッ……あああぁぁ……！」

			感極まったような声を上げて、四肢をビクビクと震わせる彩。

			その反応を見て、剛斗はにやりと笑った。

			そして、膣の最奥目がけて、ズンッと腰を突き上げる

			「あああああああああ─────ッ」

			悲鳴のような嬌声とともに、お尻を震わせてイってしまう。

			すっかり調教された身体は、挿入だけでも絶頂に達してしまえるのだ。

			「フフ、ほら、まだまだこれからだぞ！」

			尻肉を、爪を立てるほどに強く掴んで、肉棒を小刻みに出し入れする。

			膣内は、肉竿が熔けてしまうかと思うぐらいに熱かった。

			「ひぃいっ、あふぅう！　き、きたきたぁぁぁぁぁ……ああああああぁぁ……剛斗くぅんのおちんぽ、いぃぃ……イィィイイィィィィィ！」

			膣襞できゅぅきゅぅと締め付けながら、絶叫を繰り返す。
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			愛液が溢れ、抽送を繰り返す度に、ぐちゅぐちゅと淫らな水音が漏れ出る。

			これだけ音が大きければ、遠巻きに見ているギャラリーにも聴こえているだろう。

			「あああ、イィ！　イィの、感じちゃう……感じちゃうぅっ！」

			恥も外聞もなく喘いで、一心に快楽を求める姿は、この世で最も美しい雌の姿だ。

			その乱れた姿をさらに引き出すために、腰を振りまくる。

			「ひいい、ひいぃぃいッ……そこっ、そこ、すごい、感じるの……すごいの……そこぉ、すごいのうっ！」

			彩の弱いところは、もうすっかり熟知している。奥の膣壁をゴリゴリと亀頭で擦ってやると、面白いように感じてしまうのだ。

			グチャ、ジュブッ、グチュッ、という、先ほどよりもいやらしくて下品な音を立てて、挿入を繰り返す。

			愛液が溢れ、白い蜜が泡立ち、粘りを帯びてくる。

			「ああん、腰が……アアッ……腰、とまらないぃ……あああいい……気持ちいい……もっと突きあげてッ！　私の中、ぐちゃぐちゃにして……お願いします……あああん……アアアッ……アアアアァーッ……！」

			「すごい、ぐちゃぐちゃだ……エッチなお汁がとまらないぞっ！」

			初めて会ったときは、彩とこんな風になれるとは思わなかった。

			それが、今では自分の肉棒無しでは生きられないようになっている。

			この優越感はどうだろう。

			しかも、だ。彩はすっかり孕んでこんなにお腹を大きくしてしまっている。それでもこうして快楽に溺れているのだ。

			最高の気分だった。

			「フフ、ほら、彩のでかい胸も触ってやるぞ！」

			両手を伸ばして、手のひらいっぱいに胸を揉みしだき、乳首を摘んでこねくりまわし、抓ってやる。

			「ああっ、んんんんっ！　乳首、いい……おっぱいも、気持ちいいのぉ……！」

			何度も彩の身体を、快楽の電撃が走った。

			学園のアイドル優等生として生活していれば、絶対に味わえなかった快楽だ。

			あのまま普通に学園生活を送っていたら、本当の快楽を知らないままで一生を終えていたことだろう。

			「あああ、気持ちいい……すごい……あ、ああっ……イ、イク……ああ、もう……ダメ……私、も、もうダメになりそう……なっちゃいそうなの！」

			膣が不規則に締め付けを繰り返し、そろそろ絶頂が近いことをペニスに知らせる。

			「そうか、イきそうなのか」

			ペニスに突き上げられるがままに身体を躍らせ、節操を忘れた乳房が今にも弾けてしまいそうにバウンドする。

			「学園のアイドルが誰が見てるかわからない場所で思いっきりイくんだな、この変態めッ。見られて感じるなんて、お前は最低の女だっ！」

			子宮口をぐりぐりとこすりあげながら、ご褒美の罵声を浴びせる。

			「ひぃいっ、ごめんなさぃ！　私、美城彩は……変態なんですぅう！　ああっ、ひいいい！ああんっ！　んぅうっ！」

			「おらおらおらっ！」

			ラストスパートに向けて、全力で腰を使う。

			「あああああっ！　ひ、いぃいいいッ！　か、感じすぎて、もう、おかしくなるッ……頭変になっちゃう！　ああ、狂う……イクの……あああっ……お願いします、精液を……熱い、精液をくださぃ……ひぃぃ、ひいいいッ！」

			「いいぞ、くれてやる。変態な彩、お前のきたならしいクソまんこにぶっかけてやるから、しっかり味わえ！　くらえ、彩ッ！　く、あああっ！」

			腰をズン、と突き出しながら、子宮めがけて射精する。ドク、ドクッ、と、熱くて濃い精液を注ぎ込んでゆく。

			「あ、ああっ！　きゃああああああああああああああぁぁぁ！　これぇ！　これが、ほひかったあのうぅう……いぃぃ、熱くて……灼けてぇ……ひいいい、死ぬぅ……ひ、ひいいい、ひいぃぃぃ……イく、イクイクイクイクイクイク……イッチャウゥゥゥゥ！」

			射精とともに、更に一段上の快楽に昇りつめてしまう。結合部から潮を噴出しながら、ビクビクと痙攣する。

			「ひ、ひ……ひぃ……ひい……」

			声にならない喘ぎを発して、白目を剥く。

			もはや学園のアイドルの清楚さなど、微塵も感じられない。

			「おい」

			「ひい……？」

			剛斗は、勝手にエクスタシーを感じ続ける彩を睨みつけた。

			「なに勝手に終わろとしてるんだよ……まだ、俺は満足しきれてないんだ」

			自分でも不思議なぐらい、射精して萎えたはずのペニスが、あっさりと堅さを取り戻す。

			まるで、こんなもんじゃ、とても足らないと言っているようだ。

			勃起した逞しいペニスで、甘く弛んだオマンコを再び突き始める。

			「あああ、すごい！　あんなに出したのに……まだすっごく、硬い、だなんて……ああぁ……なんて、素敵なの……」

			彩の全身に、ぞくっと寒気のような興奮の波が走った。

			まだまだ、もっと気持ちよくしてもらえると思うと、期待でアソコが濡れてくる。

			「は、はひ……動かします……腰、いっぱい、動かしますっ……！」

			「彩、恥ずかしい女だなお前は、妊娠してお腹をこんなに大きく膨らませてるのに、誰が見てるかわからないこんな場所で、オマンコされて喘ぎまくってるなんて」

			「あああっ、私……学園で……真面目な生徒だったのに……、こんな、妊娠しちゃったお腹……友達に見られたら……、お父さんの知り合いに……見られたら、ダメ……恥ずかしくて、死んじゃう……！」

			学園のアイドルで優等生であった彩はもう存在しない。ここにいるのは、一匹の淫乱雌奴隷だ。

			「それでいいんだ、彩。一生、お前は俺の為に腰をふるんだ……一生だッ！」

			「はいぃ……私は……一生、剛斗くんのために腰をふります……いっぱい、いっぱい……だから、私のおまんこにいっぱいえっちなお汁をいっぱい、吐きだしてくださぃ……！」

			夜の闇に、再び、嬌声が響き渡る。

			堕落という名の性の歓よろこびは、まだまだ始まったばかりだった。
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こんにちは、春風栞です。外は三十度を超えています。暑くなってまいりました。

			この度は「Temptation NAKED」を手に取って頂き、ありがとうございます。

			Temptationシリーズも今回の担当で三作目ということで、いつも以上に気合を入れて執筆させて頂きました。

			原作のHシーンは回想モード的にいうと、差分合わせて58通り（最初の着替え盗撮を入れると59）あるので、その中から取捨選択して組み立てるのは中々大変な作業でしたが、とてもやりがいがありました。具体的には、発売時期が夏なので、水着のシーンは絶対に外せませんでした（笑）。彩ちゃん、水泳部ですしね。いいですね、競泳水着。

			他にも原作ではバイブのみだったシーンに、フェラチオやアナルセックスを加筆したり、クラスメイトに見られる状況をもっともっと酷く（？）したりして、より過激になるように心がけました。あとは他のエンドを直接本編に組み込んで、ストーリーのほうも強化いたしました。今回は、かなり積極的に手を加えています。原作をプレイした方にも、プレイしていない方にも、文庫版を楽しんで頂けたら幸いです。

			いつもお世話になっているParthenon様、編集Ｍ様、読者の皆様、この本に関わって下さった全ての皆様に、心よりお礼申し上げます。

			またお会いできる日を楽しみにしております。

			気がつけば、もう夏。
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また、ご覧になる機種により、表示の差が認められることがあります。
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OEBPS/Images/p024.jpg





OEBPS/Images/p016.jpg





OEBPS/Images/m004.png
[ERERH ]





OEBPS/Images/p033.jpg





OEBPS/Images/p007.jpg





OEBPS/Images/cover.jpg
at1on

?‘/77-—/3/
/Tff—‘F/I

L (D]





OEBPS/Images/p023.jpg





OEBPS/Images/m005.png
«<®
(RPELIE]





OEBPS/Images/p015.jpg





OEBPS/Images/p006.jpg





OEBPS/Images/p032.jpg





OEBPS/Images/p005.jpg





OEBPS/Images/p035.jpg





OEBPS/Images/m002.png
«Ir®
CRAXER]





OEBPS/Images/p022.jpg





OEBPS/Images/p018.jpg





OEBPS/Images/tobira.jpg
ZBEEXM ’






OEBPS/Images/p017.jpg





OEBPS/Images/m003.png
«C®
[(RXEK]





OEBPS/Images/p021.jpg





OEBPS/Images/p004.jpg





OEBPS/Images/p034.jpg





OEBPS/Images/p029.jpg





OEBPS/Images/p037.jpg





OEBPS/Images/p011.jpg





OEBPS/toc.xhtml




Navigation







		プロローグ　Behold



		第一章　羞恥生活



		第二章　美少女調教



		第三章　処女喪失



		第四章　快楽生活



		第五章　変態雌犬娘



		第六章　淫乱露出美少女



		第七章　露出絶頂アイドル



		エピローグ　最愛の淫乱雌奴隷















Guide





		表紙



		扉



		目次



		本文



		奥付け













OEBPS/Images/m009.png





OEBPS/Images/p003.jpg





OEBPS/Images/p020.jpg





OEBPS/Images/p036.jpg





OEBPS/Images/p001.jpg





OEBPS/Images/p010.jpg





OEBPS/Images/p028.jpg





OEBPS/Images/p002.jpg
V7, ® THEAM

KABDI—RT. BAT

/ e@HiccheFL, TU—
R S OREUS. B
ERTOLVES L, BLL
BONBMIET, REHBOE
BIBNT BT L LB, #
LHRHZFE—DEIE.






OEBPS/Images/p019.jpg





OEBPS/Images/kutie2.jpg
£DT
% l

RS TEF RS ELTH, SARBHE.

<B5p<BH
ARNRUART B0 [ I

BT,
®5vh!l

Py
MiE. LWOBRDEEE

KXEBRDF KM UL

[N
EBVBHENFEBFICFERIELTS

L, L, M5BT !
AR,

JTRATK
LTLESTLE S
A
CRLS LWL,

s

L N
\ BHRRSIOHNIREN" ¢,
ELUSRERIIC W KLY
| ROVBLEKVESIOES 4
¢ DIV ORDES )
1587, 588~ 5 E50~
P SO L |
mean— Y
HREERRIDIORIET
LBV SIeY” B0
OUBRREGLERRON
ETCIC OIS §
<HURSVCEBENRRES

BRSO

SR

IS5~

O—-3 V@ UICRBBIERSHTAAIR
LTWTREL

RO EA BB O

Pm P aei..,t

L) t%r






OEBPS/Images/p030.jpg





OEBPS/Images/m001.png
e
(FE=2ED





OEBPS/Images/p013.jpg





OEBPS/Images/p027.jpg





OEBPS/Images/m006.png





OEBPS/Images/p026.jpg





OEBPS/Images/p014.jpg





OEBPS/Images/kutie1.jpg





OEBPS/Images/p009.jpg





OEBPS/Images/p031.jpg





OEBPS/Images/m000.png
( hoo— )
(Aoge—~T]





OEBPS/Images/m007.png
«<»
(BT RIEN =]





OEBPS/Images/p025.jpg





OEBPS/Images/p012.jpg





OEBPS/Images/p008.jpg





OEBPS/Images/m008.png
(RS U ERXFE]





OEBPS/Images/toc.jpg
DEE MR

=
)
=
]
&
EN
|
a
a
N

)
Z_/z}%rlwm.ﬁﬁzﬁ.z L NI FAFOIRERANEYP
nﬁmmwwﬂbumx.'*% RIS

REEREEN0F OIS A ENEDREY QU






